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イジワルな旦那様と花嫁修業!?










甘いテノールの囁き




「キョウコさん、もうちょい手元上で止まってもらっていいっすか？」

　眩しいライティングの下、キョウコさんの長くて器用そうな指が食材をつまみ上げる。

「カイトくん、こんな感じ？」

「あぁ、バッチリっす。んじゃ、本番もそんな感じでお願いしまっす！」

「ハイハイ、手元隠しちゃうようなら、本番中ウインクして合図してちょうだい」

「え～？　そんなことしたら、キョウコさん、指切っちゃいますよ～」

　カメラマンのカイトくんが、カメラをずらしながら微笑む。明るい色の前髪から覗く瞳がちょっと妖しくてドキッとしたけど、キョウコさんは何の動揺も見せずにそれに答える。

「やぁね～。息子たちより年下よ、カイトくん。でも本番中にちょっとドキドキするのもイイわねぇ～」

　そう言ってキョウコさんは笑う。

　艶やかな黒髪に顎あごのラインで揃えたショートボブ。薄い唇にひかれた赤いルージュ。キョウコさんが笑うと、スタジオ中が華やかになるから不思議だ。

「茉ま莉り花か、でき上がりレイアウト頼める？　ちょっと撮っておきたいから」

　カイトくんに言われて、私はでき上がった料理を手際よく盛り付けていく。

　今回のテーマは『夏のおもてなし。老舗呉服店の女将が作る、前菜三種』。

　京きょう都との呉服店の女将兼料理研究家のキョウコさんは、ママの姉で、私の伯母にあたる。結構な売れっ子で、お昼のテレビで帯番組を持っている。

　私はアシスタントとしてテレビ局までお供して、色々と作業を手伝っている。

「でもホント美味そう。こんなの出されたら、俺一発で落ちちゃうよ」

　映像を撮り終えたカイトくんがキョウコさんに向かってあーんとやると、キョウコさんは笑いながら、その口へ鱧はもの煮凝りを落とし込んだ。

「うわっ。ビール飲みて～」

　もぐもぐと飲み下すと、色白で線の細い喉のど仏が上下した。

「ハイ、オッケーです。それじゃ本番よろしくお願いしますね」

　ディレクターの秋あき田たさんのひと言でわらわらと人が動き出す。ＡＤのマキさんが駆け寄ってきて、キョウコさんの胸元からピンマイクを外した。

　自然にその場がはけてみんなに挨拶を済ますと、キョウコさんはでき上がった料理を少しずつ口に運ぶ。

「茉莉花も食べてみて」

　言われるがままに味見する。どれも懐かしいママの実家、藤ふじ井いの味だ。

　といっても、私の家でこれを味わうことはない。たまに実家に帰っても、ハンバーグやスパゲッティなどの洋食が主流だ。仕方ない。東とう京きょうに住む、歳の近い義母が産んだ弟と妹はまだ幼稚園児なのだ。

「美味しいよ。京都の味だね」

「んー、そうね、これがうちの味だけど……。蓮はす水みさんにはもうちょっと濃い方がいいかな」

　キョウコさんがふわりと考え込んで、顎を指で支える。

　蓮水恭きょう一いち郎ろうはキョウコさんがコーナーを持つお昼の番組のメインキャスターだ。

『好きな男性アナウンサーランキング』五年連続一位の彼はここ数年ダントツの人気を誇る。少し人気が出ればフリーになる人が多いこの業界の中で頑なに『局アナ』のポジションをキープしている。

　そしてそのクールで端正なマスクとバラエティの司会もこなす器用さで、アナウンサー界の十年にひとりの逸材、と言われている。

　キョウコさんの料理が口に合うのか、蓮水さんはこのコーナーで必ず試食をする。そしてひと言コメントするので、キョウコさんも手を抜けない。

「煮凝りはこのままでいいんじゃないかな。味の薄さが気になるとしたら、和え物？」

「そうね。白和えは薄口しょうゆとだしを気持ち多めに入れましょうか」

　結局帰宅後にもう一度おさらいすることになった。




　キョウコさんは、蓮水さんの民放のお昼の番組と、某国営放送の料理番組、定期的に開かれる料理教室のため一週間の半分を東京で過ごす。仕事用にと購入した高級マンション。ここはそのキッチン。

　私、小お野の田だ茉莉花はアシスタント歴二年で二十四歳。わけあってここの居候だ。キョウコさんのお仕事のスケジュール管理や、料理教室のお手伝いをしている。

　大学に入った十八歳の時、ちょうどパパが再婚して新しい奥さんがうちにやってきた。それをきっかけに実家を出てこのマンションで同居させてもらっている。とはいえ、新しい義母は気さくな人で、仲良くやっているのだけれど。

　午前中の打ち合わせから帰り、なんだかんだとやっていたらもう夜七時を回っていた。勢いで作った試作品をおつまみに、冷やしてあった白ワインを開ける。

「今年の夏はどうするの？」

「うーん、まだ決めていないけど」

　毎年、義母や弟たちはハワイにある別荘に行く。義母たちは夏中いるのだけれど、パパが行けるのはお盆の一週間だけだ。

　パパは創業百年を超える繊維商社の社長。祖父の代までは手堅い商売をしていたけれど、海外に留学経験のあるパパが事業を大きく展開し、今は世界中のアパレルブランドを手がける大企業に成長した。

　京都の老舗呉服店の末娘だったママとは、お見合い結婚だったと聞いている。

　もともと病弱で儚げだったママは、私を産んだあと体調を崩してしまった。物心がついた頃にはベッドで過ごすことが多くなり、私が中学に入った年、逝ってしまった。

「ママの命日には、日本にいたいしね」

「あぁ、桜さくら子こが亡くなったんは祇ぎ園おんさんの頃やったねぇ」

　キョウコさんの視線がどこか遠くを彷徨さまよったあと、私のもとに優しく注がれる。

「茉莉花、ひとりでおるんやったら、うちに来なさいよ。私は毎月会えるけど、茉莉花に長いこと会うてへんって、うちの男どもがうるさいうるさい」

　外ではあまり使わない、はんなりした京言葉に、思わず顔が綻ほころんだ。

　キョウコさんには息子が三人いる。小さな頃、ママの体調が悪いと藤井の家によくお世話になっていた。それからずっと家族ぐるみのお付き合いだ。

「祇園さんか……。長いこと行ってないなぁ」

「そんならいっぺん来なさいな。新しい浴衣用意しとくからね」

　娘がいないキョウコさんは、小さな頃からいつも私を可愛がってくれた。ママが亡くなってからはまるで本当の母親のようだ。

「茉莉花は桜子にほんまによう似てきたね」

　その夜、私とキョウコさんは少し酔って、久しぶりにママの思い出話を本当にたくさんした。




「皆さんこんにちは。今日も二時間生放送でお付き合いください」

　蓮水さんとサブキャスターの近こん藤どう綾あや子こさんのアップで番組が始まる。

　オンエア時間は正午から午後二時まで。キョウコさんの出番は、いつも一時十五分頃からの予定だ。こちらの準備は万端で、私たちは控え室でスタジオの様子をテレビで見る。

　画面の中では、今日も蓮水さんの容赦ないツッコミで、近藤さんが翻ほん弄ろうされている。

　近藤さんは今年三年目の局アナで、おっとりしたお嬢さんタイプのアナウンサーだ。

　その癒し系の近藤さんと毒舌な蓮水さんの掛け合いが、この番組の見所のひとつでもある。だけど……。

「近藤さんかわいそう過ぎる……」

　とっても性格の良さそうな近藤さんの発言に対して、真顔で揚げ足を取る蓮水さん。それでも健気に笑いながら進行する近藤さん。

　蓮水さんがとっても意地悪で、それがさらに近藤さんの健気さを際立たせている。

「まぁ、それが蓮水さんと近藤さんのスタイルやからねぇ」

　キョウコさんはお茶を飲みながらのほほんとしている。

「でも蓮水さん、ものすごく近藤さんに気を遣ってはるし……。私の料理の時もそう。本当はナイーブで、優しい人じゃないかしら？」

「えぇ～。そうかな。私には横暴な王様っぽく見えるけどなぁ。私はやっぱり優しい王子様がいい」

「ふふっ。茉莉花はまだまだやね」

　そんな話をしているうちに、時間が来たのかマキさんが部屋まで呼びにきてくれた。

　スタジオに入るとちょうどＣＭに入ったところで、蓮水さんがキョウコさんに気づいて駆け寄ってくる。

「キョウコさん、よろしくお願いします」

　隣にいた私を一瞥し、首をかしげる程度の挨拶。一応こちらも頭を下げる。

　やっぱり苦手、この人。

「今日はビールが飲みたくなるメニューらしいですね」

「あら、カイトくんに聞いたの？」

「はい。あいつの胃袋におさまる前に全部俺が食べますんで」

「まぁ、お手柔らかにね」

　優しい笑顔だ。

　蓮水さんはキョウコさんにはとても優しい。私に対するのと随分違う。

　別にいいけど。

　私は少し離れた場所から遠巻きにみんなの様子を眺める。

　ＣＭ明けにはＶＴＲを流すようで、蓮水さんはディレクターさんと何やら打ち合わせをしている。

　キョウコさんも本番直前の最終打ち合わせをしていて、スタジオ全体に慌ただしさと緊張感が漂っている。私は邪魔にならないようスタジオの隅っこに移動した。

　ＶＴＲが明けたらキョウコさんのコーナーが始まる。背後から見えるカイトくんのカメラがキョウコさんを捉えているのが目に入る。

　その時、ふとこちらに目を向けたキョウコさんの顔色が変わった。血相を変えてこちらに走り込んでくる。

　え？　なに？

　その姿を追って皆の視線がこちらに向かう。

「危ないぞっ」

「キャーッ」

　誰かの大きな声と、複数の悲鳴。「あっ」と思った瞬間にはもう、私はキョウコさんの腕に抱え込まれて倒れていた。

　顔のすぐ横に何かが落ちて来た衝撃と鼓膜を震わせる耳障りな金属音。何が起こったのか分からないままに数秒が過ぎる。キョウコさんの身体に押さえ込まれていて、身動きが取れない。

　騒然とする現場。不安で押しつぶされそうになった瞬間、ふっと身体が軽くなり、視界が開けた。

「キョウコさん!?」

　そこには信じられない光景があった。

　床にキョウコさんが横たわっている。目は固く閉じられていて、頭からは血が流れている。

「キョウコさんっキョウコさんっ」

　身体中から血の気が引いた。

　混乱する現場。何か大きな機材が落ちてきたことがなんとなく分かる。たぶん、私の上に。

　反射的にキョウコさんに縋すがろうとする私の腕を誰かが強く静止した。

「触るな」

　はっとして振り返る。蓮水さんだ。

　キョウコさんの近くに行きたいのに、強く押さえられた身体が動かない。

　いつの間にかスタッフに取り囲まれて、キョウコさんの姿が見えなくなった。必死で駆け寄ろうとする私の腕を、蓮水さんがなおも強い力で引き止める。

「離してください」

　思わずキツイ視線で睨みつけても、平然と見つめ返される。

　決して揺るがない冷静な瞳。

　そこへ慌てた様子でディレクターの秋田さんがやってきた。切羽詰まった面持ちで蓮水さんに近寄る。

「今から内容の変更は無理だ。お前、何分延ばせる？」

「先週の旅行の企画の話で、橋はし本もと先生と五分くらいなら」

「オッケー。それと……。茉莉花ちゃん」

　秋田さんが私の方を向く。その顔から、血の気が消え失せている。

「今日のおもてなし料理、散々番宣流してるから外せない。先生以外に、料理のできる人はいる？」

　今日は料理教室のスタッフも何人かは来ている。それでも、今日のメニューを完璧にこなせる人は……。

「君がやれ」

　蓮水さんの声が低く響いた。

「そんなこと無理っ……」

　その言葉を遮るように、蓮水さんが私の両肩を掴んだ。

「しっかりしろ」

　蓮水さんに軽く揺さぶられる。

「キョウコさんは大丈夫だ。直接頭は打ってなかった」

「だって、血が……」

「機材がちょっと掠っただけだと思う。見ていたから確かだ。……助けられなくて済まない。間に合わなかった」

　僅かに蓮水さんの表情が揺れる。

「俺が知る限り、キョウコさんは常に完璧を目指す人だ。だからきっと今日も、色々な工夫をしてきてくれているはずだ。……キョウコさんの代わりは、君にしかできない」

　その言葉にはっとする。

　蓮水さんの言うとおり、キョウコさんは今日のためにレシピに変更を加えた。

　本当だったら、あのままでも良かったのだ。

　だけどキョウコさんはもっと完璧なものを目指した。

　その場にいる人の好みを考えて、その時にしかできない最善のことをする。この番組のために。自分ができる最高の仕事をするために。

　一期一会。それが、京のおもてなし――。

　蓮水さんは私の肩をぽんと叩くと、カメラ前に戻る。

「茉莉花ちゃん……」

　秋田さんが血走った目で瞬きもせず私を見つめている。その不安げな顔に、はっきりと頷いた。

「私がやります」

　蓮水さんの強い視線を感じながら、私はキッチンへと駆け出した。




　大急ぎで材料と順序の確認をする私の隣には蓮水さんと近藤さん。

「ＣＭが明けたら、俺と近藤の言うとおりに進めろ。お前は何も考えなくていい。その代わり、俺や近藤が言ったことにはとりあえずなんでもいいから返せ。無視だけはするな。それと時間が五分くらい押してる。だからちょっと巻き気味に。最悪ひと品くらいでき上がらなくてもいい」

　その言葉にちょっとむっとしたけど、言い返す余裕はない。カイトくんが走り寄ってきて私の頭をそっと撫でた。

「さっき確認したけど、キョウコさん意識あるって。受け答えもしっかりしてるし、たぶん大丈夫だって。……茉莉花、平気？」

　カイトくんの目を見てしっかり頷くと、安心したような笑顔を返される。

　うぅ、こんな時のカイトくんってホントに癒しだな。

「今日は角度とか難しいこと考えないで。大丈夫。茉莉花ならできるよ。あと、辛いかも知れないけど笑顔もちょうだい」

　ウインクを残して、カイトくんがカメラのもとに走った。ふと何かを感じて振り返ると、蓮水さんの鋭い視線に捕まる。失敗するなよって感じだ。

　みんなプロなんだ。

　ＣＭ明け二十五秒前を知らせる声がスタジオに響いた。

　不意に私に歩み寄った蓮水さんが耳元で囁く。

「心配するな。俺が絶対助けるから」

　はっとして顔を上げると、席に向かう蓮水さんの後ろ姿が目に入る。

　――案外、優しいとこあるんだ。




「さて、今日は皆様お待ちかねの大人気コーナー、藤井キョウコ先生の家庭でできる京のおもてなし料理、のはずだったんですが、急な体調不良で先生はお休みです」

　カメラが戻って、私の出番が始まる。

　スタジオの空気が変わった。いつもより皆が緊張しているのが分かる。

「それでピンチヒッターに来て頂いているのは、藤井先生の姪に当たられる方で、いつもはアシスタントをされている小野田茉莉花さんです」

　カメラがこっちに切り替わったのが分かった。

　ええい、なるようになれ！

「こんにちは。初めまして。小野田です。今日は不手際もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします」

「本当に大丈夫でしょうか？　今日は一体何ができ上がるんでしょうか？　試食の時間がちょっと怖い気がいたしますが……。それでは先生、お願いいたします」

　時々はキョウコさんの代理で生徒さんに教えることもあるから、人前で料理を教えることはまるっきり初めてというわけじゃない。

　私は料理の説明をしながら、ひと品ずつ仕上げていく。

　メインはヒラメの昆布じめ、これはあらかじめ仕込んであったものだ。蓮水さんの好みに合うよう、キョウコさんがちゃんと調節して作ってある。

　材料と作り方のコツを説明し、薄作りにして器に盛り付ける。アクセントには、食べることもできるお花を散らして。

「おっ？　結構手つきいいじゃないですか。ちょっと安心しましたよ」

　蓮水さんの上から目線のツッコミに、ゲスト陣から笑いが起きる。

「そ、そうですか？　自分の手を薄作りにしないようにしないとねー。そんなもの蓮水さんは絶対食べてくれませんからねー」

「当たり前です。それに藤井先生はいつも私の好みを考えてくれていますからね。その辺りもきっちりやって頂きたいですね」

「まあ、それは。少し甘やかし過ぎなんじゃないですかね～」

　視線は手元のまま、言われたとおりに何でもいいから返答しておく。またゲスト陣から笑い声。

　いいの？　こんなのでいいの？

　とりあえずひと品目、完成。ロスタイム三分。

　よしっ。次は煮凝りだ。

「京都の夏といえば鱧は欠かせません。今日は彩りよく人参と枝豆を一緒に煮凝りにして……」

　固める工程までを説明しながらやっていく。

　よしっ。予定よりも早くできたはずだ。仕上がりもバッチリ。ラストひと品。

　すると、そこで突然手が止まった。

　あとひと品。えっと、何だっけ……。

　極度の緊張状態で作業をしていた私は、突然そこでパソコンがフリーズするように真っ白になって固まった。

　やけに静まり返ったスタジオ。まるで現実感なく小さくなる。テレビの中の、つくりものの世界みたいに。

　目の前のＡＤさんが、必死の形相で何か紙を差し出している。

　白……？

　えっと、私はここで何をしてるんだっけ……。

　思考回路がショートしたみたいに、突然パチンとスイッチが切れた。その瞬間、脳裏を鮮烈な画像が覆い尽くす。

　身体中を襲った衝撃。耳障りな金属音。私を包んだ柔らかなキョウコさんの感触はすぐに消えて、よみがえる現実が私を襲う。

　――キョウコさん、ホントに無事なの。もうヤダ。今すぐキョウコさんのそばに行きたい――。




「まったく、あなたって人は、しょうがないですね」

　崩れ落ちそうになっていた私のすぐそばで、不意に甘いテノールが響いた。

「次は白和えじゃないんですか」

　はっと我に返ると、すぐ隣に蓮水さんがいた。スーツの上着を脱いでワイシャツの袖をまくりながら手を洗っている。

　その展開にしばし無言だったゲストの面々から、ツッコミが入った。

「なんだなんだ～。蓮水さんなんか新しいプレイすか～？」

　とお笑い芸人さんが言うと、大げさにため息をつく蓮水さん。

「やめてくださいよ。私にも選ぶ権利ってもんがあります。それで？　先生、次はどうしたらいいんですか？」

　蓮水さんは作り笑いの顔を近づけて、早くしろと目で威い嚇かくしてくる。

　その鬼気迫るオーラに、急激に思考がはっきりした。はっとして時計を見る。急がなければ。

「そうですね。次は白和えです。京都の藤井の食卓にもよく上るメニューです。今回は少しアレンジして……」

　それにしても、至近距離で仁王様のように見張る蓮水さんには圧迫感があり過ぎて、落ち着いて料理ができない。とりあえず何か用事をしてもらうことにしよう。

「すみません。仁王様はこれ、洗っておいて頂けますか？」

「仁王様？　意外と人使い荒いですね、あなたは」

「ははは。蓮水さんみたいに大きな男の方がこんなに近くにいらっしゃると、邪魔、じゃなくてお料理に集中できないので」

「集中できないって、あなたさっき固まってましたよ。生放送でよくやりますよね」

「すみません。なにせ素人なもんで」

　本人たちの間にはギスギスした雰囲気が暗雲のように立ち込めているけれど、意外とその他の人たちにはウケているようで、スタジオは笑い声に包まれている。

　そんな周囲に反応する余裕もなく、私は最後の仕上げに入った。

　そうだ。あの日キョウコさんとふたりで食べた白和えは、京都の藤井家好みの味だった。

　だけどキョウコさんは蓮水さんのためにレシピを少し変えたのだ。その最後の味見を、私はしていない。

　愕がく然ぜんとしながら調味料を手に取る。

　私には蓮水さんの好みがわからない。

　用意されているのは、薄口しょうゆ、みりん、だし汁……。

「先生？」

　蓮水さんが怪け訝げんな顔をして洗い物の手を止める。その黒い瞳がすべての不安を吸い込むように私を見つめた。不思議な安心感を醸かもし出す、深い黒。

　すうっと大きく息を吸った。

　料理は算数、といつもキョウコさんが言っているのを思い出す。

　足し算、引き算、最後は食べる人への愛情……。

　少しずつ調味料を加えた。そして手の甲に白和えを落とし、洗い物で両手の塞がった蓮水さんの口に押しつけた。蓮水さんの舌が反射的にそれを絡め取る。

「どうですか？」

「……」

　蓮水さんは黙っている。瞬きもせず、目を見開いて。

　そんなに口に合わないの？　何か言ってよ。

「あのぉ、やっぱり、お口に合いませんでした？」

　やっぱり蓮水さんは黙っている。

　沈黙はダメって自分が言ったくせに。蓮水の馬鹿。

　しんと静まり返った空気が、永遠に続くかと思われたその瞬間。

「あぁ！　今日は蓮水さんのお味見ありなんですねー。なるほど、お義母様の味付けがわからない新妻は、そうやってご主人の好みを知ってくわけだ！　なんだ～。蓮水さん、今日は新婚さん設定なんですね～」

　近藤さんの言葉に、一瞬でスタジオ中の人が大爆笑した。たったひとり、蓮水さんを除いては。




「茉莉花ちゃん、お疲れちゃん。良かったよ」

　ディレクターの秋田さんがニコニコしながら近寄ってきた。放送が終了して、三々五々それぞれがはけていく。

　私はというとまだ身体に緊張が残っていて、頭と身体が別々に動いているような、変な感覚で後片付けをしていた。

「すみません。なんか私めちゃくちゃで……」

　蓮水さんのおかげで助かったとはいえ、結局私はキョウコさんの代役などまったく無理で、危うく番組を潰すところだったのだ。とにかく謝る。

「本当に申し訳ありませんでした」

「いや、無茶ぶりだったのに正直あそこまでやってくれるって思ってなかった。料理も最高だったしね。それとキョウコさん、大事ないって。ＣＴ検査も問題なし」

「そうですか……」

　心底ほっとして、身体の力が少し抜ける。良かった……。

「ご家族にも連絡して、実はもう京都に戻ってもらったんだ。たまたま息子さんが東京に来られてたみたいで、たぶんもう新幹線の中だと思う。キョウコさんは茉莉花ちゃんに会ってからだってごねたみたいだけど。連絡遅くなってごめんね？」

「いえ、私もバタバタしてましたから。キョウコさんが無事ならいいんです」

　ほっとしたら急に力が抜けて、膝ひざがガクガクしてくる。

「茉莉花さん、大丈夫ですか？」

　そんな様子に気づいて、やすえさんが心配そうに声をかけてくれた。もう長い間、キョウコさんのアシスタントをしてくださっている方だ。

「ここは大丈夫ですから、もうお帰りになってください。ちょっと顔色も悪いようですし……」

　確かにちょっとフラフラしている気もする。無理しない方がいいのかな。今日はひとりで帰らなくちゃいけないし。

「すみません。ではお言葉に甘えて、お先に失礼させて頂きますね」

「いえいえ。ほんとにお疲れ様でした。立派でしたよ。茉莉花先生」

　やすえさんに笑顔で見送られながら、私はスタジオを後にした。




　現実に戻ると、急に自分のやったことの大きさに押し潰されそうになる。

　テレビだったわけだし。全国ネットだし。

　自分の言動はほぼ覚えていないけれど、まともなことを言ったとも思えない。

　改めてキョウコさんをすごいと思う。

　もう早くうちに帰って眠りたい……。

　疲れた身体を引きずるように足を動かすと、不意に急激な空腹感に襲われた。そこで初めて、朝から何も食べていなかったことに気がついた。

　こんなんじゃ、家までたどり着けないよ。

　よろよろと人ひと気けのない自販機コーナーまでたどり着くと、お気に入りのロイヤルミルクティーのボタンを押した。

　誰もいない休憩スペースに座り、プルトップをこじ開ける。ひと口飲むと身体中に震えが来た。手に力が入らなくて、ミルクティーの缶を持っていられない。

　それと同時に涙が溢れる。一気に緊張が解けたせいなのか、上手く息ができない。

「何をしてる？」

　その時、背後から聞き覚えのある高圧的な声がして、思わずびくりと身体が震えた。私の戸惑いに気づくことなく、無遠慮な足音が近づいてくる。

「一体何なんだ。今日のあのていたらく――」

　大きな声で怒鳴りかけた蓮水さんは、震える私を見て黙った。

「ごめんなさ――」

　言葉が上手く出てこなかった。手の中でカタカタ揺れる缶の中から、液体がこぼれる。

　慌てて持ち直そうとしたら、手から落ちて、床にミルクティーが飛び散った。

　無意識に手を伸ばし立ち上がろうとしたことまでは覚えている。それから、私の意識はブラックアウトした。




　――音のない世界。深い深い闇の底へ落ちていく。大きな鉄の塊に弾かれて、跳ねるキョウコさんの身体。大切なものがまた奪われる。

　ママが逝ってしまったように。

　嫌……キョウコさんを連れていかないで。もう私から何も奪わないで。

　叫ぼうとしても声が出ない。苦しくて涙がこぼれた。




　その時、私の手を誰かが優しく握った。そして強く抱きしめられる。

　息ができないほど強く。

　大丈夫だ――。

　大きな手に頭を撫でられて、強引に身体ごと包み込まれる。そしてまるで涙を拭うように、そっと唇が頬に触れた。

　こんな安心感、今まで知らなかった。鼻腔をくすぐる、今まで知らない香り。

　力強い腕。夢中で縋りつく。

　それを合図にするように、熱い唇が私のそれを塞いだ。




　目を開けると、眩しいほどの光が満ちている。天井の高い明るい部屋。

　広いベッドの上に私は横たわっていた。

　状況が飲み込めない。

　ここ、一体どこなの!?

　そっと寝返りを打つと、誰かの顔がアップで迫ってきた。

　ぎゃーーっ。

　危うく叫ぶところだったけれど、すんでのところで持ちこたえる。

　そこには、男の人が寝ていた。

　程よく筋肉のついた裸の背中が、白いシーツの上に横たわっている。そしてこちら側に向けた、見覚えのある端正な横顔に血の気が引いていく。

　はっ蓮水さん!?

　驚愕のまま身体を起こすと、私にかけられていた薄いタオルケットがするりと落ちる。

　えっ!?

　むき出しになった裸の胸を、タオルケットで慌てて隠した。

　私、裸!?　え!?

　恐る恐るタオルケットの中を覗いてみる。……はいてない。

　全身に、嫌な汗が噴き出した。

　ど、ど、どういうこと!?　でも、全然覚えてない……。

　頭の中が混乱してグルグル回る。目め眩まいにも似た感覚を抑え込んだ時、蓮水さんの身体が動いた。

「んっ……」

　ぐっと伸びをしたあと、パチリと開いた目と至近距離で視線が合う。

「あぁ、起きたのか」

　テレビとはまるで違う、寝起きですって感じの掠れた声。ざわざわと胸が騒ぐ。

「あっ、はい、おはようございます」

「あぁ」

　気だるそうな返事のあと、しばし沈黙。

「あの、ここはどこですか」

　恐る恐る聞いてみる。

「俺の部屋」

　ぎゃーぎゃーぎゃー。

　心臓がこれ以上ないくらいの速さでバクバクと音を立てる。

「あのですね、なぜ私はこちらに……？」

「……何にも覚えてないの？」

　蓮水さんが、物憂げに目を細めた。

　昨日、キョウコさんが倒れて、ピンチヒッターで蓮水さんの番組に出た。

　すごく緊張したけど、なんとか乗り切ったはずだ。

　それから……たしか、ホッとしたら足が震えて動けなくなって、ミルクティーを飲んでたら蓮水さんが来て……。

　頭がパニック状態になっていた。状況がまったく分からない。

　なぜこんなことに？　どうして私、裸なの？

　私、蓮水さんに抱かれちゃったの!?

『初めて』なのに!?

　口に手を当てて我慢したけれど、ショックで堪えきれずに涙が落ちる。半身を起こした蓮水さんが手を伸ばして頬に触れようとしたから、弾かれたように身体を離した。

　恐ろしく気まずい空気が流れる。

　そして少しの沈黙のあと、蓮水さんが口を開いた。

「昨日、君は極度の緊張からか気を失った。かなり弱っていたから家まで送ろうとしたけど、ひとりで返せる状態でも無かったからうちに連れてきた」

「ご、ご迷惑おかけして申し訳なかったですけど、ど、どうして……」

　動揺と涙で言葉にならない。

「息苦しそうだったから、着ているものは確かに脱がせた。だけど誘ってきたのは君の方だ」

　誘った!?　私が!?　あまりの勝手な言われように怒りが込み上げてくる。

「そんなはず絶対ありません！」

「なんで絶対なんだ」

　蓮水さんがちょっとむっとした顔で視線を返す。

「だって、蓮水さんは私の好きなタイプじゃありません」

「なんでお前にそんなこと言われなきゃいけないんだっ」

　鬼みたいな顔で蓮水さんが睨みつけてきたから、怖いけどこっちも睨み返す。

「大体、意識もないような女の子にそーゆーことするなんて、最低ですっ」

　はっきり言い返してやると、蓮水さんは少し複雑な表情になった。

「俺だってそんなつもりで連れてきたんじゃない。昨日はこっちのミスであれだけ負担をかけたんだし、お前をあのまま置いておくのはキョウコさんにも申し訳ないと思った。だから……」

　蓮水さんの表情が少し柔らかくなる。そしてそっと手を伸ばして私の頬に触れると涙を拭った。その優しい仕草に、一瞬拒むのを忘れる。

「何もしなかったとは言わない。だけど最後まではしてない……。これは本当」

　瞬きもできずに見つめると、気まずい空気を誤魔化すように頭をくしゃくしゃと撫でられる。

「シャワーでも浴びてこい。あぁ、それと、コーヒー飲める？」

「の、飲めますけど」

「それじゃ、朝飯用意しとく」

　蓮水さんははにかんだような笑顔で私の頭をポンッと撫でると、寝室から出ていった。

　何、今の笑顔。

　優しくて、ちょっと……すごくかっこいいけど。

　あんな蓮水さん、知らない。

　言われるままにシャワーを浴びると身体はさっぱりしたものの、新たな動揺が広がった。

　浴室の鏡に映る自分の身体に愕然とする。

　首筋、胸、背中や太もも。至るところに無数に付けられた、赤い印。

　これって、これって……『きすまーく』ってヤツですか!?

　浴室から出ると、部屋中にコーヒーの香りが漂っている。テーブルにはふたり分のカップと、美味しそうなパンが並んでいた。

「わぁ、美味しそう」

　お腹が空いていた上にパンが大好きな私。この複雑な状況を忘れて、思わず笑顔になってしまう。それを見た蓮水さんが、嬉しそうに笑った。

　あれ、まただ。さっきと同じ笑顔。

　キラキラッて光ったみたいに優しくて、胸がドキリとしてしまう。

「パンはさっき買ってきた。コーヒーも……飲めるんだな。いつも甘ったるいミルクティーばかり飲んでいるから、ダメなのかと思って。うちにはコーヒーしかないから」

「いつも？」

「カイトに買ってもらってるだろう。楽しそうにふたりで飲んでる」

　そう言いながら、蓮水さんの視線が私の首元に移る。

　着替えがなくて結局蓮水さんの部屋着を借りたけど、大きすぎて胸元が大きく開いてしまっている。結局、例の痕も見えてしまっているわけで。

　いたたまれなくなって襟を掴んで首元を隠すと、蓮水さんはぎこちなく目を逸らした。

「ここのパン、大好きなんです。『プランドル』のパンですよね!?」

　気まずい空気を誤魔化すためにひと口かじる。シンプルなクロワッサン。バターの濃厚な香りに、空っぽの胃袋が刺激される。

　それにこの複雑な状況からなんとか逃れたくて、私は次から次へとパンをかじった。もう、ほとんど丸飲みだ。だけど美味しい。

「こら、たくさんあるから、落ち着いて食べろ。喉に詰める」

　呆れたように目を細める蓮水さんを横目に、私はふたつ目のパンに手を伸ばす。

　ここのクイニーアマン、大好き。

「私の好きなパンばっかりです！」

「なら良かった。近くにあるから、また収録の時に買ってってやるよ」

「ありがとうございます。でもお店はうちのマンションの前にあるから、いつでも買えるんです」

「うちもマンションの真ん前だが」

「え？」

　どういうこと？

　同じように固まった蓮水さんを横目に、私は手にパンを持ったままフラフラとベランダに近寄る。

　そこで見たものは、いつものベランダからの風景。いや、正確にはいつもより少しばかり空に近い風景だ。

「ここ、何階ですか」

「三十二階だが」

「うちは三十階です」

「同じマンションだったのか……」

　蓮水さんはテーブルに両肘をつくと、半ば呆然と頭を抱えた。

　どうしようもない気まずさに私は食べ続けるしかすることがなく――さらにアップルパイに手を伸ばそうとした時、黙っていた蓮水さんの視線が僅かに動いた。

「これ、食べたかったですか？」

「いいよ、また買うから」

　そろそろお腹もいっぱいになってきたけれど、パンでも食べていないと間が持ちそうにない。

「コーヒーのおかわりは？」

「すみません。頂きます」

　カップにコーヒーを注ぐ蓮水さん。さり気なく折り曲げられた白いシャツから覗く腕には程よく筋肉がついていて、それがとても綺麗で思わず見とれる。テレビではいつもセットされている髪も今は無造作で、いつもよりも若く見える。

　こっちの方が好きかな、なんて、とんでもないことを思ってしまう自分に慌てる。

「なに？」

　視線に気づいたのか、蓮水さんが顔をこちらに向けた。

「テレビで見るのとイメージが違うと思って。蓮水さんてお幾つなんですか」

「三十一。お前は？」

「二十四歳です」

　蓮水さんは自分のカップにもコーヒを注ぐとブラックのまま口に運ぶ。私はミルクをたっぷり入れてカフェオレにした。そんな様子を見ながら、蓮水さんが口を開いた。

「身体……平気？」

　どどどど、どういう意味で言ってるの??

「……すごく痛がったから。ごめん、ちょっと無理させたかも」

　はああああああ??

　い、一体全体、な、何がっ。何があったのっ!?

　顔が火照るように熱くなって、心臓が爆発しそうに波打って、私は飲みかけていたコーヒーにむせて激しく咳き込んでしまった。

「大丈夫か？」

　慌てて蓮水さんが立ち上がり、背中をさすってくれる。そして不意に身体をかがめると、そのままふわりと優しく抱きしめられた。

　そっと髪を撫でる、まるで壊れ物を扱うような優しい仕草に、一瞬抗うことを忘れてしまう。

「蓮水さん……？」

「昨日は色々あったからゆっくり休めよ。あとで部屋まで送ってく。それと、昨日のことは謝らないし、責任取れって言うなら取るよ。俺は逃げも隠れもしない。だからもう少しこのまま……」

　首筋にかかる切なげな吐息を感じながら、私は蓮水さんの腕の中が心地よいなんて、うっかり思ってしまっていた。










ヤキモチとドライブ




　キョウコさんの怪我から約一週間。六月も二週目に入り、近づく夏を感じさせるような梅雨の晴れ間だ。

　幸い怪我も大事には至らず、キョウコさんはすぐに仕事に復帰した。

「あら、蓮水さん、今日は随分派手なネクタイだわねぇ」

　つけっぱなしになっていたテレビが蓮水さんと近藤さんの姿を映し出している。

「ホ、ホントだ～。趣味悪いよね～」

「スタイリストさんが選ぶんじゃないの？」

「でもびっくりよねぇ。蓮水さんと同じマンションだったなんて」

「うん。全然見たことなかったのに」

「蓮水さん売れっ子だからねぇ。ほとんど家にいないんじゃないの？」

　あのあと、部屋まで送ってもらって、なんとなく気まずい雰囲気のまま別れた。それ以来蓮水さんとは会っていない。無理をさせた責任云々というよく分からない理由で、連絡先の交換はしたのだけれど。

　画面の中ではいつものように、蓮水さんの近藤さんいじめが展開されている。だけど最近は近藤さんも天然の反撃を覚え始めたようで、一方的にやられてはいないみたいだ。

「近藤アナはそんなにバカみたいに自然体で、それでいてお茶の間の皆様に愛されるんだから、本当に羨ましいの通り越して嫌になりますよ。私なんて、番組の進行に必要ならどんな汚れ仕事でもやらされますからね」

「あら～。蓮水アナも汚れ仕事だけじゃないですよね!?　随分な役得もあるらしいじゃないですか。最近いいことあったんじゃないですか～？」

　垂れ目のパンダみたいに可愛らしい近藤さんの目が、キラ～ンと光った。

　あぁ、ほんと近藤さんって可愛い人だなぁ。もう私、ファンになっちゃうよ。

　京都のキョウコさんの家には、近藤さんから可愛いお花とお詫びのお手紙、それにしゅっとしたシマウマのぬいぐるみが届いたらしい。

　それに私の手元にもお手紙とぬいぐるみが届いた。

　お手紙の内容は、初めてのテレビ出演、しかも生放送を無理やりやらせてしまったことへのお詫びととても素敵な内容になったこと、特に蓮水キャスターの新たな一面を引き出せたと、社内でもとても評価が高いということが可愛らしい文字で綴られていた。

　私にはなぜだかトイプードルのぬいぐるみだ。

「ほんま茉莉花に似てるわぁ。可愛らしいわぁ。私もこれ欲しい」

　キョウコさんはそのトイプードルを京都に連れて帰りたいらしい。

「これ、どこで買いはったんか聞かないと」




　カラッと晴れた収録日。今回は『夏の冷菓』がテーマだ。

　作るものは簡単なもの一品だけで、京都の老舗商品の紹介をメインにした内容。今日はあまり火を使わないので、キョウコさんも私も着物で出かけてきた。

　キョウコさんのものは紅びん型がた染の単ひと衣えに夏物の帯。白地に藍とオレンジ、赤や紫で染め抜かれた紅型は、沖おき縄なわ独特のもの。熟練した職人さんが丁寧に作ったものだとすぐに分かる。

　色鮮やかな風合いはキョウコさんによく似合っていて、とても綺麗だ。

　そして私も、なぜかキョウコさんに強引に着せられてしまった。

　駒こま絽ろの手描き友禅は、薄紫の地に蝶やお花が友禅してあるもの。西にし陣じん織おりの夏帯は紺地に流水の刺繍。元々はママが着ていたものだ。

　今日はご心配をおかけしたお詫びにとスタッフさんに差し入れを配るので、キョウコさんもちょっとお洒落に気合いを入れた感じだ。私も、皆さんにご挨拶しながら配る。

　やがて近藤さんがスタジオ入りされたので、飛んでいった。

「近藤さん、先日はご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。また、お気遣いも、本当にありがとうございます」

　深々と頭を下げてお礼を言うと、近藤さんはそんなそんな、と手を振る。

「こちらこそ本当にごめんなさいね。キョウコさんもお怪我良くなられたようで、本当に良かったです。いや～ん。茉莉花ちゃん、今日はなんて可愛いの!!　あぁ、蓮水さんは何してんですかね！」

　近藤さんは目をキラキラさせながら、着物や帯を触っている。

「着物、お好きなんですか？」

「大好き～。私、海外で過ごすことが多かったでしょう？　そのせいかな、逆に日本的なものに憧れるの」

　近藤さんは女子アナさんに多い帰国子女。お父様のお仕事の関係で主に欧州で過ごされたと聞いている。

「近藤さん、きっと着物、似合うと思います。良かったらキョウコさんのお店にいらしてくださいね」

「きゃ～ん。京都！　是非是非お伺いしたい～！　その時は蓮水さんに、運転手でもさせましょうよ」

「蓮水さんが運転手!?　絶対やってくれなさそう……」

「いやー、絶対来ますって。茉莉花ちゃんが誘えば」

「そうでしょうか？　とてもそうは思えない……」

「いやー、それは先週のこと考えても分かることですよ～」

「先週？」

　キョトンとして首をかしげると、近藤さんは少し小悪魔的な微笑みを浮かべた。

「茉莉花ちゃん、最後のひと品の前にちょっとパニックになっちゃったでしょう？　まぁ、人前で話すことにも慣れてないし、ましてやテレビに出た経験がないのにいきなりあれじゃあ、そうなって当然のことなんですけどね。あの時、王子様みたいに助けにいったの、あれ、蓮水さんの独断なんですよ」

「えっ？　ディレクターさんの指示じゃないんですか？」

「違うの～。秋田さんはＣＭに飛ばすつもりだったみたい。でもその前に蓮水さん勝手に動いちゃって。まぁ、それで結果オーライ、あれからの視聴率、今期最大だったみたい」

　近藤さんがうふふ、と笑う。

「それでね、それでね、最高視聴率の瞬間はあのお味見のシーン……」

「おい、なに余計なことべらべら喋ってんだ？　マキちゃん探してたぞ」

「ひぃっ」

　突然背後にどす黒いオーラを感じてふたりで飛び上がる。振り返ると、蓮水さんが露骨に嫌そうな顔をして近藤さんを睨んでいた。

「わ、私はこれで……。茉莉花ちゃん、また後でね」

　その黒い雰囲気に押されて、慌ただしく立ち去る近藤さんを目で追ったあと、蓮水さんは私の全身に視線を這わせた。

「着物か。あぁ、キョウコさんもだな」

　いつもの強い視線。その抗えない力に捉えられて、落ち着きが無くなってしまう。蛇に睨まれたカエルは、きっとこんな気持ちに違いない。

「あ、あの。先週はご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。こ、これ少しですけど、どうぞ」

　キョウコさんの用意してきた差し入れを、おどおどしながら蓮水さんにも渡したけれど、そうしている間もあからさまに見つめられて、なんだかいたたまれなくなる。

「あの……」

「やっぱり似合うんだな、着物」

「え？」

「いや、その着物、君のイメージにぴったりだな。さすが呉服屋の女将の見立てだ」

　一応褒められているみたい？

　ホッとするのと同時に、なぜか心が甘い気持ちで満たされる。

「この着物は亡くなった母のものなんです。祖父が母のために反物から用意したものだと聞いています。年々母に似てくるって言われるから……。私にも似合うのかも知れませんね」

「そうか、お母さんの……。なら、大切にしないとな」

「はい」

「……じゃ、仕事してくる」

　ポンポン、と私の頭を撫でたあと、その場を後にしようとした蓮水さんが不意に立ち止まった。

　そして私の近くまで戻ってくると、強引に顔を寄せる。とても近い距離で、黒く濡れた切れ長の瞳が揺らめくように私を見つめた。

「終わったら、待ってて」




　そして夕方。

　私は蓮水さんの運転する車の助手席に座っていた。キョウコさんは一週間ぶりの通院のため、今日は別行動だ。

　あれから、私はカイトくんに付き合ってもらって時間を潰した。

　テレビ局の屋上には小さな庭園があり、お天気が良かったこともあってそこで着物の写真を撮ってもらったり、お喋りしたりしていたら案外時間はすぐに過ぎた。

　そこへようやく蓮水さんがやってきて、だけど私たちを見た途端とても不機嫌になってしまい……。

　さっきから小一時間車を走らせているけど、一体どこまで行くのかな。不機嫌全開でちっとも喋らない蓮水さんに、恐る恐る聞いてみる。

「あの、どこへ向かってるんですか？」

「……」

「もう夕方だし、帰るのが遅くなるなら、キョウコさんに連絡しないと……」

「それなら大丈夫だ。さっき許可は取った」

　蓮水さんは視線を前に向けたまま、そっけなく答える。

　キョウコさんに許可って、いつの間に？　それに一体どこまで行くんだろ。

　方向音痴の私には向かっている方向すらわからない。頭の中でグルグル考えている間も、車中の空気は重たくなる一方だ。

　運転席の蓮水さんにチラリと視線を向ける。

　蓮水さんはボタンダウンのダンガリーシャツに、チノパンというカジュアルスタイル。

　ベージュの麻のジャケットを羽織って、さりげないけど少し多めに外した胸のボタンとか、ジャケットごとまくり上げた腕に映える高級時計とか、やっぱりイチイチ垢抜けてて、悔しいくらいかっこいい。

　私の方も今日はバッグまで籐とうで編んだお出かけバッグ。どう見ても、気合の入ったデート仕様になってしまっている。

　夏の着物は今日が今年初めてで、それに合わせて髪もアップにしてみた。あまりきっちりまとめてしまうと堅苦しくなるので、サイドにはちょっとルーズさを残している。

　私の髪は色素が薄くてくせっ毛なので、本来のきちんとしたまとめ髪より、こちらの方が似合う気がする。

　スワロフスキーで編んだローズの髪飾りを挿して、結構自分でも可愛くできたかな、なんて思っていた。実際、カイトくんには大好評だったし。

　だけど、蓮水さんはさっきからこっちをちらりとも見ない。

　今朝、何を着ようか考えていた時、自然と蓮水さんはどれが好きかな、と思っていた自分がいた。

　大人っぽいのが好きなのかなとか、色っぽいのが好きなのかなとか。

　実はキョウコさんのを借りようかとも思ったのだ。蓮水さんの隣には、大人の女性が似合う気がして。そうしたら、あっさり却下されてしまった。

『「自分らしく」いることが一番大切』

　そう言って選んでくれたのがこの着物だった。

『ほらね、やっぱりよく似合う』

　音楽すらかかっていない車内は沈黙に包まれていて、だんだん心細い気持ちになってくる。鏡の中で着付けをしていた時には膨らんでいた気持ちが、しゅんとしぼんでいくのを感じる。

　この間、蓮水さんの部屋で目覚めたことは私にとっては大事件だった。でももしかしたら、あんなこと蓮水さんにとっては大したことじゃないのかも知れない。

　蓮水さんにとって、私は自分の番組の出演者の姪。その上、放送中のアクシデントが原因で倒れてしまったのだから、立場上放っておくことはできなかっただろう。

　様々な状況が重なり、男の人の本能でああいう事態に陥ったってだけなのかも。だとしたら、それを勝手に意識しちゃってる私って、かなりイタイのでは……。

　大体、蓮水さんは今世間で一番人気のあるイケメンアナウンサー。

　詳しいことは覚えていないけど、何人かの女優さんやタレントさん、他局のアナウンサーと恋愛の噂もあった気がする。たしかみんなすごい美人ばかりだったはずだ。

　住む世界が違う人。そんな現実が急にはっきり突きつけられる。

「どうした？　酔ったのか？」

　不意に黙り込んだ私に、蓮水さんの視線が初めて注がれた。いつもテレビで見る隙のない表情。とても素敵だけど……今はとても憎らしく感じてしまう。

　返事なんてしてあげないんだから。

　切なさと劣等感がないまぜになった、理由の分からない胸の痛みを誤魔化すように、膝の上に置いた手をギュッと握りしめる。

　それに今口を開いたらきっと泣いてしまう。そんな子供っぽいことをして、ますます嫌われてしまうのも嫌だ……。

　唇をかみしめて俯いていると、急に車が路肩に停まった。

「ちょっと休憩しよう」

　足早に車の外に出た蓮水さんが、助手席のドアを開けて手を差し伸べてくれる。ちょっと迷ったけれどやっぱり着物は自由がきかなくて、その手を借りて車を降りた。

「着物だったのにちょっと無理させたかな。ちょっとお茶でも飲んで……」

　心配そうな顔に心が揺らいだけれど、やっぱり意地を張ってしまう。差し出されたペットボトルにも知らん顔をした。

　次の瞬間、蓮水さんの顔が仁王様に変わる。

「なんなんだ、一体。何が気に入らないんだっ」

　不機嫌さ全開で声を荒らげる蓮水さん。

　最悪の流れだ。

　今日はちょっと着物でお洒落して、『待ってて』と言われた時はもしかしてデートとか!?　と浮かれていた自分が呪わしい。やっぱり大人しく帰れば良かった。

「帰ります」

「え？」

「ここからひとりで帰ります」

　さすがに驚いた顔をした蓮水さんだったけれど、次の瞬間にはさらに一段階怖い仁王様の形相に変わる。

「何言ってるんだ！　バカか？　お前はっ。一体どうやって帰るんだ。こんな場所で、こんな時間に、そんな格好で！」

「バカで結構です。どうやったって帰ります。歩いてだって野宿したって」

　ああダメだ。もう引っ込みがつかない。我慢ももう限界で涙が溢れてくる。私はくるりと踵を返して歩き出した。

　ひとりで舞い上がって、こんな格好までして、いい歳して泣いて。

　惨めで情けない気分が押し寄せてくる。

　あぁ、早くこの場所から消えたい。蓮水さんに泣いている顔を見られたくない……。

　半ば小走りでその場を離れる。すると後ろからすごい勢いで追いかけてきた蓮水さんに強い力で体を押さえられてしまった。強引に振り向かされて両腕を拘束される。

　涙に濡れた顔を間近で見られて、視線が合ったその表情に困惑が広がる。

「お前、なに……」

「離してくださっ――」

　泣き顔を見られるのも、蓮水さんを意識していることを知られるのも嫌で、必死でその手から逃れようともがいた。もうヤダ。こんなのまるで――。

　次の瞬間、僅かな苛立ちを含んだ蓮水さんの強引な腕に、身動き取れないほどの強さで抱きしめられる。

　力を込めてもピクリとも動けない。絶対に離さない――そんな意志が感じられる強引な抱擁。

　その腕の強さに、次第に張り詰めていたものが緩んでいく。心が、身体が解けて――私はいつの間にか、蓮水さんの胸に顔を埋めてしがみついていた。

「ごめん」

　耳元でため息まじりに聞こえた声が優しくて、私の涙はますます溢れてしまう。

「だって、蓮水さんすごく不機嫌で……」

「ごめん」

「待ってろっていうから、ちゃんと待ってたのに」

「ごめん」

「この着物だって、蓮水さんはどんなのが好きかなって思って選んで」

「……本当に？」

　しまった、と思った時には遅かった。

　そっと身体を離されると、手で顎を持ち上げられる。間近で見つめられながら蓮水さんの指が私の涙を拭った。さっきとは違う、射抜くような視線に捕まえられる。

「その着物姿は俺のため？」

「あ、あの。キョウコさんが着ようって。それで」

「でも、俺の好きそうなの選んだって。本当？」

「それは……ちょっと……あった……かも……」

　私の声はだんだん小さくなる。

「そうか」

　満足気に微笑むとちょっと揶や揄ゆするように私を見下ろす、その甘い雰囲気に一気に心拍数が上がる。

　やだ。どうして？　だけど、こんな風に蓮水さんに見つめられると、落ち着き無く身体が震えてしまう。何がどうだなんて説明できないけど……とにかくドキドキしすぎて視線さえ合わせていられない。

「いいな。それ。お前に似合ってるし、それにいつもよりちょっと色っぽい」

「そ、そうですか」

「ああ」

　挙動不審に視線を泳がせる私と反対に、さっきまでの不機嫌が嘘みたいな、蕩とろけそうな笑顔が私を惑わせる。

『好きなアナウンサー五年連続一位』は伊だ達てではなくて、本気を出した蓮水さんの男の魅力は半端なかった。

　勝負になんてならない。蓮水さんの甘い視線に、私の涙はすっかり乾いてしまっていた。

　熱く火照る頬を見られないように身体をよじったけれど、腰に手を回され、身動きできない。

「なら、見せるなよ。カイトにも、誰にも」

　高飛車な口調と裏腹な、拗ねるように細められた眼差し。不機嫌そうに逸らした視線がちょっとだけ切なげで、胸の真ん中をギュッと掴まれたような感覚が襲う。

　まさか。でも、それって。

「必死で仕事片付けて急いで行ったのに、お前らなんかすごく楽しそうだったし」

　なじられるように言われて、また胸が締めつけられる。

　蓮水さんの不機嫌の理由って、まさかまさか――ヤキモチ？

「あの、蓮水さ――」

　言葉の続きを遮るように唇が塞がれる。それは抑えていた気持ちが溢れ出すような性急なキス。その思いもよらない激しさが少し怖くて、微かに身体が震える。

　その反応に気づいたのか、貪るように奪われていた唇が少しだけ離れた。

　息がかかるほど近い距離に、魅惑的に揺れる黒い瞳。

「キスは……初めて？」

　頷くことしかできない私に、目を細めた蓮水さんがゆっくりと微笑んだ。そして今度は優しく啄ついばむと、次第に奥深く入り込んでくる。

　どこもかしこも蕩けてしまいそうで、身体の力が抜けて立っていられない。よろけたところでまた力強い腕が私を捉えた。

　僅かに離れた唇。見上げると、潤んだ妖しい瞳に見つめられる。

「見せるな、他の男に。そんな顔も、全部俺の前だけでいい」

　最後にチュッとキスを落とされると、蓮水さんは何かを振り切るように髪をかき上げた。

「今はここまで。急がないと間に合わないんだ。行こう」

　急かされるままに車に戻って、そして――。




　蓮水さんに手を引かれ、山道を歩く。木々の隙間から華奢な三日月が覗く、静かな夜。

「さあ、どうですか？　お嬢様」

「綺麗……」

　目にしたのは、渓流に沿って一斉に舞い上がる蛍の群れだった。

「俺の秘密の場所。長いあいだ来られなかったけど……何年ぶりだろうな」

　蛍を追う蓮水さんの瞳が、切なげに細められる。

　儚く美しい光を灯した蛍たちが、瞬きながら浮かび上がり、沈み込み、ゆらゆらとその命を燃やしている。この世のものとは思えない幻想的なその光景を、私たちはただ言葉もなく見つめていた。

　命はなんて美しいんだろう。

　そして儚いんだろう。

　限りがある命だから、こんなにも美しいのかな。

　限られた時間の中で、どれくらいのことができるかなんて誰にも分からない。

　だけど、私は後悔しないで生きていきたい。そう、心から思った。

　そのあと車に戻り――。

『帰る？　泊まる？』と聞かれて、蓮水さんのしたいようにでいいです、と答えてみた。
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　目が覚めるとすでに九時を過ぎており、慌ててベッドを抜け出した。キョウコさんはもう起きていて、ソファで新聞に目を通している。

「昨夜は泊まってくると思ってたのに」

　突然の鋭いツッコミに私は平静を装って答える。

「そ、そんな、無理だよ。蓮水さんもお仕事だし、私もそんなつもりじゃなかったし」

「あら、そんなもの？」

　キョウコさんがちょっと残念そうなのが？だけれど。

　結局、私たちは昨日帰宅した。

　蓮水さんは今日もお仕事だし、私はお泊りの用意もしていなかったし、何よりもとても有名な蓮水さんが、予約も無しに女性とどこかに泊まるなんて許されることではない。

　そんなこと分かっていたはずなのに、泊まる？なんて……。

　まさか『蓮水さんのしたいようにでいい』なんて答えが返ってくるとは思いもしなかったみたいで、一瞬目を見張った蓮水さん。

『それはそれで嬉しい』なんて、優しく言われてしまったけれど。

　初めから泊まるのなんて無理だって分かっていたけど……もう少し一緒にいたい、と思ってしまったのだ。

　あれから、車の中でたくさんキスをされてしまった。

『痕が残らないようにしてください』ってお願いしたけど、あまり聞いてもらえなかった。

　なんかすごく……。怖いくらいだった蓮水さん。

「昨夜はどこまで行ってたの？」

「湯河原ゆがわらの方にね、蛍を見に連れていってもらった」

「いいなぁ。ロマンチストね、蓮水さんは」

「キョウコさんは？　病院はどうだったの？」

「まったく問題無し。もう来なくていいって」

　キョウコさんの隣に座って、肩におでこをつける。キョウコさんの使っている香水の匂いが柔らかく身体を包んでいる。

　亡くなったママと同じ香り。不思議なくらい安心する。

「キョウコさん、今回はほんとにありがとう。それからごめんなさい。だけど次からはこんな無茶しないでね。私だって危ない、とか言ってもらえたら逃げるようにするし、これからはもっと上にも後ろにも気をつけるようにする」

　そんな風に言う私に、キョウコさんは「ばかねぇ」と言って頬を両手で挟む。

「私たちにとって茉莉花は家族なのよ。私にとっては娘なの。だからあなたもそのことを忘れないでね」

　藤井家の人たちは皆こんな優しい目で私を見てくれる。小野田の家には無い感覚だ。

　私の家族は、少々複雑だった。

　繊維商社を祖父から引き継いだパパは、仕事にしか興味がないような人だった。ほとんど家にいることもなかったから、私はいつもママとふたりで過ごしていた。

　ママの死から六年後、パパは新しい奥さんを連れてきた。それが今の義母・亜あ希き子こさんだ。パパの会社のブランドでイメージモデルをしていたという。

　あの時、彼女はまだ二十歳になったばかりだったと思う。そしてすでに彼女のお腹には、双子の赤ちゃんがいた。

　そして、そのタイミングで、突然『兄』がいることも知った。

　それが涼りょう透と先輩だった。

　私より二つ年上。

　ママとの結婚前、パパが留学中にお付き合いしていた女性との子供だった。

　涼透先輩のお母様は、涼透先輩を産んですぐに亡くなったそうだ。

　産まれてすぐ祖父母に引き取られたと、いつか涼透先輩に聞いたことがあった。

　兄だなんて知らなかった頃だ。

「茉莉花、お父さんには連絡してるの？」

　黙り込んだ私に、キョウコさんが聞く。

「ううん。パパは私のことなんて興味無いと思うよ。亜希子さんにはたまにメールしてる」

　彼女とは歳が近いこともあって、比較的上手くいっていると思う。

「そう……」

「なぜ？」

「この間、茉莉花を勝手にテレビに出してしまったでしょう？　そのことをお詫びしなくていいのかと思って。例の新コーナーのお話もあるし。茉莉花はどうしたい？」

「新コーナー？」

　キョトンとする私に、キョウコさんが少し驚いた視線を向ける。

「蓮水さんから聞いてないの？」

　そのタイミングで、私のスマホが鳴った。




　プロデューサーから直々にお話があるということで、私は蓮水さんの車でテレビ局へ向かっていた。このまま京都へ戻るというキョウコさんを、蓮水さんが東京駅まで送ってくれる。

「それじゃ、蓮水さん、お願いしますね」

　柔らかな笑顔で、キョウコさんが運転席の蓮水さんに頭を下げた。

「今日の打ち合わせは、茉莉花さんの意思を確認するためのものですから。コーナーの趣旨を分かって頂いた上で、話は進めます」

「ええ。内容的には面白いと思うわ。何より蓮水さんが一緒にいてくださるなら安心だし」

　意味ありげにキョウコさんが微笑むと、蓮水さんが慌てたように付け足した。

「昨日は遅くまで……。申し訳ありません」

「いやーね。私は泊まってくるのかと思ってたから大丈夫よ」

「えっ。いや、決してそんなつもりは……」

「そうだよ。キョウコさん、そんなわけないよっ」

　焦って取り繕う私たちを笑いながらスルーして、キョウコさんは車から降りる。そして運転席の窓越しに微笑んだ。

「もし決まれば、茉莉花の父親に了解を取らないといけないの。だから状況が分かり次第、連絡くださいね」

「分かりました。必ず」

　キョウコさんが駅の雑踏に消えてしまうと、車内にしばしの沈黙が流れる。

「お前、いつまでそこ座ってんの？」

「は？」

「ここ。早く移動して」

　蓮水さんは後部座席に座っていた私に、面倒くさそうに親指で助手席を指す。

「別に、このままでいいですけど」

　こんな白昼堂々、有名人の蓮水さんの隣になんて座ったら目立ってしょうがない。やんわり辞退したところで、ちょっとイライラした調子で振り返った蓮水さんに、膝の上に乗せていたバッグを取り上げられてしまう。

「うるさい。早くしろ」

「でも……」

「早く」

　威嚇するように睨みつけられると、反射的に身体が動いた。こんなの、なんか納得いかない……。

　ちょっとむっとしながら、それでも逆らう勇気もないので、仕方なく助手席に移動した。

　蓮水さんの車は左ハンドル。つまり外車だ。

　オリンピックを連想する、四つの輪が目印の紺色の車。高級車だけあって、やけにドアが重い。

　よいしょ、と開けて助手席に乗り込むと、シートが倒れ気味だったせいで背もたれに倒れ込んで、ドアに手が届かない。

　バタバタと必死で手を伸ばしていると、いつの間にか車の外に回った蓮水さんが扉を閉めてくれた。

「手がかかるな、お前は」

　運転席に戻ると、今度はシートベルトにてこずっていた私に、覆いかぶさるようにしてカチャリとはめる。

　息がかかるくらい近づいた蓮水さんの顔。はっと見上げた瞳が誘うように細められたら、避ける暇もなく唇が触れる。不意打ちのキスに心臓がうるさいくらい高鳴って、頬が途端に熱くなる。

　そんな私を満足げに眺めると、蓮水さんは車のエンジンキーを回した。




　テレビ局の会議室に通されると、やがてディレクターの秋田さんとプロデューサーの福ふく嶋しまさんがやってきた。福嶋さんとは初めてお会いするので、少し緊張する。

「こんにちは。藤井先生の姪っこさんなんだってね」

　福嶋さんは秋田さんよりちょっと年上の、黄色いべっ甲フレームのメガネをかけた個性的な人だっだ。

「茉莉花チャン。可愛い名前だなぁ～」

「福嶋プロデューサー、説明は手短にお願いいたします。時間がないので」

「あれ～。蓮水いたの？　お前、特に今必要ないけど？」

「いえ、藤井先生から結果報告の依頼を受けていますので、同席させて頂きます」

「ふぅーん。ま、いいけど。じゃ、本題ね、茉莉花チャン」

　福嶋プロデューサーは、すごく胡散臭い微笑みを浮かべつつ顔を近づける。

「こないだは怖い目にあわせちゃってごめんねぇ。それでね、ピンチヒッターでやってくれたのがすごく視聴者にウケちゃってね。あの、あっけに取られた蓮水の顔がサイッコーに面白かったって人多数」

「余計なことはいいですよ」

　イライラする蓮水さんを、福嶋さんが心底楽しそうに一瞥する。

「そうそう。いいなぁ、お前のそういう余裕なさげなとこ。そんでね、茉莉花チャンと蓮水でちょっとした新しい企画の話が出てんの」

　新しい企画？　話が全然見えない。

　そこで秋田さんが、いそいそと資料を配り出した。

　蓮水さんも初めて見る資料なのかしばらく視線を落としたあと、その眉間にみるみる深い皺が刻まれる。

「なんですか、これ」

「じゃじゃーん。題して『（仮）茉莉花の花嫁修業！　お義母さんの味に近づくまで！』」

　ハイテンションな福嶋プロデューサーの声が響き渡ったあと、会議室は水を打ったような静けさに包まれる。蓮水さんからは不機嫌なオーラが、どす黒い渦を巻いて立ち上がった。

　秋田さんはさすがにこの後の本番が気になるのか、これ以上蓮水さんを刺激しないよう取り繕うような口調で私に説明する。

「だからね、こないだの生放送で茉莉花ちゃんテンパっちゃった時、蓮水がヘルプに入ったでしょう。あの時のやり取りが関係者にも好評でさ、それで視聴率も良かったもんで、蓮水と茉莉花ちゃん、結構面白い組み合わせなんじゃないかなって」

「でも花嫁修業ってなに？　お義母さんって誰？　一体どういう設定？」

　低い声で蓮水さんが質問する。

「だからだな、お前は新婚の夫役みたいなもんだな。で、新妻設定の茉莉花ちゃんが旦那様の口に合うような料理を作るべく、悪戦苦闘するわけだ。料理ってのは、結局それぞれの家庭の味だったりするわけじゃん。で、奥さんの料理の味見をしたり、後片付けを手伝ったり、喧嘩しながら料理を仕上げていくという」

「は？　よく意味が分からないんですけど」

「だからぁ、いつも隙なく皮肉屋さんの蓮水と、天然の茉莉花チャンの組み合わせで何が起きるか分からない、そういう緊張感を視聴者に楽しんでもらうコーナーなわけだよ！」

　福嶋プロデューサーが楽しそうに言うと、睨みつけるような視線を蓮水さんが向ける。

　秋田さんが慌てて間に入った。

「煽あおらないでくださいよ。こいつこれから本番なんすから」

「これくらいでキレないでしょ。ね、は・す・み」

　挑発めいた視線をしばらく受け止めたあと、蓮水さんはすっと視線を逸らした。

「私は構わないですよ。バラエティだし、視聴者のニーズに応えるのが仕事ですから。でも、小野田先生はそれでメリットあるのかな。料理研究家としては無名なわけだし、ただ面白がるだけのコーナーなら飽きられるのも早いだろうし」

「それは大丈夫。基本的にでき上がりのグレードは保って、若い奥さんたちに『こんなの作りたい』って思ってもらえるクオリティにするのが前提。レシピは番組ホームページにアップして、評判が良ければ本を出す話も出てる。そのために藤井先生に料理監修してもらおうかとも思ってて、それは了承済み」

　さっきまでの福嶋さんのふざけた雰囲気は、いつの間にか消えている。

「でね、藤井先生にやってもらってるコーナーは年配の層がターゲットなんだけど、今回の企画は既婚未婚問わず若い層がターゲットなの。だから彼氏に作ってあげたい！と思われるような料理が欲しいんだよね。若い女性にとって和食はちょっと敷居が高い。今回はそういう層にも失敗しないメニューを提供していきたいんだよね。器とか、テーブルコーディネート含めて。どうかな、茉莉花チャン」

　福嶋さんの求めているものがはっきり伝わってくる。やっぱりとてもお仕事のできる方なんだと思った。

「とっても面白そうだし、私やってみたいです。ただ、レシピに関しては少し工夫が必要かなと思います。うちのクッキングスタジオは、懐石風和食がメインなので」

　興奮して、少し声が上ずった。そんな私を、福嶋さんが優しい表情で見つめる。

「そのやる気、いいねぇ。レシピに関しては藤井先生の協力もお願いしていることだし、ふたりで考えてもらえればいいから。さあ、これから茉莉花チャンの週一〝花嫁修業〟が始まるよ！　覚悟はいい？」

「はい！」

　勢い良く返事すると、福嶋さんはパチパチと拍手した。

「はーい。いいお返事。僕、こういうまっすぐなコ好きよ。でもテレビに出演ってことだから、お父さんの了承いるよね？　その辺りはキョウコさんから聞いてる。うちも最大限配慮するよ」

　そんじゃ、と言って福嶋プロデューサーは立ち上がった。

「頑張ろうね、茉莉花チャン♪」




　本番を控えた蓮水さんと別れ、私はひとり自宅まで帰ってきた。

　蓮水さんと一緒にやることになった、新しい企画。

　確かにキョウコさんの作るお料理は、年配の主婦層に絶大な人気を誇っているけれど、若い世代となると話は別だった。

　和食本来の持ち味をアレンジした料理を若い人たちに提案することは、うちのスタジオにとっても、とても有意義なことに思える。

　ふと視線を移すと、テレビの画面には、さっきまで一緒にいた蓮水さんと近藤さんが映っている。

　いつにも増して、鋭いツッコミを入れる蓮水さん。

　こんな風に自分がテレビに出るなんて思ってもいなかったけれど、何か私にもできることがあるのかな？

　不安よりも期待で胸が膨らんで、なんだか落ち着かない。そんなワクワクを胸に、私はキッチンに向かう。

　自分のアイディアを織りまぜながら料理をすることはとても楽しい。食材に手を加えることで、人を幸せにも健康にもする料理ができ上がることはとても不思議で、魔法のようにすら感じる。

　私に料理を教えてくれたキョウコさんに感謝する一瞬だ。

　やがてテーブルの上に何種類かの料理が並んだ。ほっとひと息ついた時、不意に来客を知らせるインターフォンが鳴り響いた。

　玄関のカメラに映った見知った人の顔に、一瞬出るのがためらわれる。

「……はい」

「俺だけど」

　受話器を通して久しぶりに聞く声。懐かしさと同時によみがえる痛みに、心が無意識に記憶の糸を探し出す。

「どうしたんですか？」

　できるだけ素っ気なく発した言葉に、涼透先輩が面白くない顔をしたのが分かった。

「用事がなきゃ来ちゃいけない？　伯母さんいるの？」

「いませんけど……」

「……いいよ。開けてくれないなら、帰る」

　私はため息をついてロックを解除した。

　涼透先輩はいつもそうだ。

　私が断れないことを、誰よりも知っている。










突然の訪問者




　十三歳になる年の、春。私は真新しい制服に身を包んで、桜並木に縁取られた坂道を上った。

　中高六年の私立一貫校。すでに入学式から一ヶ月が過ぎ、満開だった桜は若草色に揺れている。

　教室へ向かう階段を上っていた時、ふざけながら下りてきた上級生たちと肩がぶつかった。

　危ない、と思う間もなく身体はバランスを崩し、後ろ向きに倒れる恐怖が私を襲う。

　だけど次の瞬間、私の身体は誰かの腕に抱き止められていた。細くしなやかな指が私の胸でしっかりクロスする。

　振り向いた時視界に入ったのは、優しげで涼やかな透明の瞳。

『大丈夫？』

　王子様が現れた、と思った。

　それが涼透先輩との出会い。

　六年間恋焦がれていたその人は、血の繋がった兄だった。




　先輩と会うのは久しぶりだった。

　高校を卒業後、私はすぐに家を出てしまい、先輩は大学卒業後、父の薦める相手とお見合い結婚をしてしまった。

　最後に会ったのは結婚式だ。豪奢なウェディングドレスに身を包んだ、美しい令嬢と並んだ無機質な瞳。それが先輩を見た最後の姿――。

「ハイ、これお土産」

　紙袋には、最近話題の人気パティスリーのロゴが記されている。

「茉莉花の好きそうなの選んできたつもりだけど」

　いつもの綺麗な笑みを浮かべて、キッチンを一瞥する。

「食事中だった？」

「お仕事の試作品なんです。涼透先輩、昼食は？」

「いやまだ」

「……じゃあ一緒に食べませんか？」

「そうだな。じゃあ、そうする」

　隙のないスーツ姿。細身だけど手足の長い先輩は、本当にスーツがよく似合う。

　というより、どんな服でも似合ってしまう。

　何の変哲もないブレザーの制服姿にすら、あの頃学校中の女の子が虜になっていたんだから。

　当たり前のように脱いだ上着を手渡す右手に、反射的に手が伸びた。来客用のハンガーにかけようとして、その懐かしい香りに胸がぎゅっとなる。

　あの頃は、当たり前にそばにあった香り。それは香水ではなくて、シャンプーとか、整髪料とか、身体の匂いとか、そんなものが合わさった涼透先輩そのものの香りだ。

　中学一年からの片思い。

　それでも、私の一方的な片思いというわけでも無かった。いや、むしろ誰より近くにいたと言ってもいい。

　人気者の先輩の周囲にはいつも女の子がたくさんいたけれど、ずっと特定の彼女を作ることは無かった。私はそんな先輩の姿をいつも追っていて。

　いつの間にか、一番近くにいる女の子が私になっていた。もちろん、付き合っていたわけではなくて、あくまで兄と妹のような関係だったけれど。

　それでも、高校を卒業すれば、告白するつもりでいた。先輩の特別にしてもらうつもりだった。恋人という存在に。

「座ってくださいね」

　冷水で作ったおしぼりを渡すと、目だけでありがとうを言われる。優しいアイコンタクトは変わらない。この空気感も。

　ふたり分の食器をセッティングして席を作ると、相変わらずお行儀よく箸を取る。

「頂きます」

　意外に箸が進む。

「お腹、空いてたんですか？」

「うん。早朝会議だったから、朝から何も食べてなかった」

「少しでも何か入れないとダメですよ。先輩、食べることに無頓着だから」

「わかったよ」

　苦笑しながら上目遣いで見つめる、甘い瞳はあの頃のままだ。

　先輩は女子生徒たちの憧れの的だった。色素の薄い瞳と髪。男の人にしては細い顎と綺麗な形の唇。全部、飽きるほど眺めて、密かに触りたいと思っていた。

　それは、きっと幼い分だけ激しくて純粋な恋だった。




　結局、作ったものはほとんど涼透先輩が平らげてしまった。昔からたくさん食べる人ではあった。何度か、先輩のためにお弁当を作ったことだってある。デートらしきことをしたことだって。

　簡単に食器を片付けた後、コーヒーの入ったカップをテーブルに置く。

「お腹いっぱいになりましたか？」

「あぁ。ラッキーなタイミングだったな。正直、まともに食事をしたのは久しぶりだ。美味しかったよ。そういえば、昔から茉莉花は料理が上手だったな」

「一応、料理関係のお仕事をしているわけなので」

「ははっ。そうだった。それは失礼」

　上品にカップをもてあそびながら、涼透先輩が目を伏せながら笑った。

　あの頃、こんな何げない仕草が私を虜にしていた。

　先輩はちっとも変わっていない。それどころかあの頃より魅力的かも知れない。そんな風に思っている自分に気づき我に返る。

　どれだけ振り回されるんだろう。嫌みのひとつでも言ってやりたくなった。

「奥さんに作ってもらわないんですか？」

　一瞬の沈黙のあと、先輩は自嘲的な笑みを浮かべる。

「彼女は料理なんてしないさ。なにせ大企業の社長令嬢だからな。お稽古事と外見を磨くことにしか興味ないさ。俺以外の誰かのために、ね」

　言ってしまってから後悔した。涼透先輩の結婚は、あからさまな政略結婚だ。

　パパが手駒のひとつとして、うちと関連したアパレル企業のお嬢さんとの縁談を強引に決めた。

　夫婦の関係は、最初から良好では無かった。奥さんには、結婚前からの恋人がいるとも聞いている。

　愛のない結婚――。

　つまらないことを言ってしまった、苦い後悔が滲む。

「それなら、こんなもの食べてもらうのって、ダメでしたね。奥さんもしないようなこと、私がやっちゃダメですね。ごめんなさい。無神経なことしちゃった。これ、今度やるかもしれない料理番組の試作品で」

　そう言って顔を上げた途端、涼透先輩の表情が変わった。ちょっとキツイ視線を感じて、びくりとする。

「そのことについて確認しようと思って来たんだ。キョウコさんにも、抗議しようと思っていた」

「えっ」

「このあいだ偶然見たけど、テレビに出るなんてどういうこと？」

「あの、キョウコさんが急病で、私がピンチヒッターになるしかなくて。ダメでしたか」

「ダメって、うちの会社がスポンサーだってこと忘れた？」

「それだと何か問題あるんですか？」

「やれやれ。困ったお嬢さんだな」

　ふわりと優しい笑顔を浮かべかけた先輩が、何かに気付いて目をすがめた。

　綺麗すぎる顔に苛立ちの表情が浮かぶ。不意に立ち上がった先輩の手が私の顎を持ち上げて、さらにその表情にすごみが増した。思わずぞっとしてしまうくらいに。

「お前……。これ何？」

「えっ？」

　光を含んで色を変えた瞳が、細い三日月のように歪められる。

「痣になってる」

　何を言われているか分からないでいると、先輩の細い指がつうっと顎の裏をなぞった。

　あっ、もしかして昨日、蓮水さんに――。

　途端に頬が熱を持ち、火照るのが分かる。

「あいつに付けられたの？」

　無機質に向けられた視線の先をたどると、つけっぱなしになったテレビには、蓮水さんが映っている。

　そこではまた、蓮水さんと近藤さんのいつものやり取りが展開されていた。

　近藤さん相手に辛しん辣らつなツッコミを入れつつ、蓮水さんがフォローしていく。近藤さんをいじめながら、近藤さんのいいところをさりげなくアピールする。

　いつでも自分のことは二の次で、どちらかというと皮肉屋さんな自分を演出しているみたい。

　だけど本当は誰よりも優しくて、責任感の塊みたいな人。

　蓮水さんに想いを馳せ、無意識に私は微笑んでしまっていた。

　その瞬間だった。大きな音を立てて突然椅子が倒れた。

　ダイニングの床に背中を打ちつけられる衝撃と、拘束される身体。

　何が起こったのか分からないまま、私を組み敷いた先輩を、ただ呆然と見上げる。

　何？

　何が起こってるの？

「あいつに抱かれたの？」

　見下ろされる端正な顔には、青白く怒りが見え隠れする。

　見たことない、冷たい瞳。

「涼透せんぱ……」

「こないだの放送、見ていて不愉快だった。お前、あいつと付き合ってるの？」

「あの時は放送直前にキョウコさんが倒れて、緊急事態だったんです」

「だけどあいつはお前を狙ってそうな気がする」

「そんなっ……」

　そのことがきっかけで蓮水さんとの距離が縮まったのは事実だ。だけどあの時はただ皆必死で――。

「今だって、お前――」

「蓮水さんとはまだ会って間もないですけど、とても責任感のある、しっかりした方です。お仕事させて頂くのに、いつも私もキョウコさんも助けて頂いていて」

　どうしてそんなに怒ってるの？　何よりも、先輩がこんな手荒な真似をすることが信じられない。私の知っている先輩は、いつも優しくて、紳士で、まるで王子様――。

「お前が他の男に触られるなんて耐えられない」

　神経質そうに眉をひそめて呟く。それは涼透先輩が本当に不愉快な時に浮かべる癖だった。

　そんな……、どうして……？

　あの時、私を拒絶したのは、私を置き去りにして手の届かない人になってしまったのは、先輩の方だ。

　私の想いを知っていたのに。兄妹という残酷な結末を、先輩は知っていたのに。

　不意に感情のタガが外れる。

「なんでっ……今になってそんなこと言うんですか？　ひどいっ、勝手過ぎる……」

「そうだな、滅茶苦茶だな、俺は。だけど茉莉花を久しぶりに画面で見た時、もう我慢できなくなった」

　優しい声と綺麗な瞳。あの頃とまるで変わっていない先輩を、こんな状況でもまだ信じたい自分がいる。

「ずっと目に触れないようにしてきたのに……。お前が悪いんだ」

　先輩の指が顎を持ち上げると、首筋に唇が触れる。触れた肌に僅かに痛みが走った。怖い。先輩に抱く初めての感情が身体中を駆け巡る。

「こんなこと、先輩らしくない」

「そうだな」

「やめてください。先輩がこんなことするなんて、私は嫌です」

「俺だって嫌だ。でもあいつにお前を取られるの、もっと嫌なんだ」

　身体中の力を集めて抵抗するものの、先輩の片方の手だけで、私の両手首は軽々と拘束される。

「やっ……」

　怯えている、と分かっているはずなのに、それでも力を緩めない。こんな涼透先輩を私は知らない。

「もう高校生じゃない。俺たちは大人の男と女だ。愛し合うことなんて簡単だ」

　吐き出された言葉に、身体中が冷たくなった。どうして？　どうして今になってそんなことが言えるの？

　人を好きになることが苦しいことだなんて知らなかった少女の頃、私の世界のすべては涼透先輩だった。

　ふたりが兄妹だと知ったあの時、先輩がもしも私を受け入れてくれたなら、私は先輩と逃げて、どこかでふたりきりで暮らしただろう。たとえ神様に背いても、世界中を敵に回しても。

　だけど神様に背いた罰は私たちではなく、キョウコさんや幼い双子たちに襲いかかることを、大人になった私は知っている。

「でも、もうあの時の私じゃない。先輩だってあの時の先輩じゃない。先輩の言うとおり、もう……高校生じゃない」

　あの時にはもう戻れない。私にも、先輩にも時間が流れたのだ。本当のことに気づく時間が。やり切れない思いに打ちのめされて、ただ涙が溢れる。

　長い沈黙のあと、先輩の身体が離れた。悩ましげに髪をかき上げる、その姿はあの頃と変わらないのに。

　優しく輪郭をなぞる冷たい指。きつく閉じた瞼まぶたから流れ落ちる雫を優しく拭うように、唇がその跡にそっと触れた。




　それからどれくらいの時間が経っただろう。繰り返し鳴らされるチャイムに我に返った。

　乱れた服を整えようとしたけれど、手が震えて上手くいかない。曖昧な記憶。力でねじ伏せられた恐怖感だけが、細切れのフィルムのように繰り返される。

　それらを断ち切るように、突然リビングのドアが乱暴な音を立て、よく通る声が響き渡った。

「おい、いるんならさっさと出ろ。鍵だって開けっぱなしで何してるんだ。大体、なぜ電話に出ない――」

　まくし立てるような声。イライラしながら部屋に入ってきた蓮水さんの、その不機嫌そうな表情が固まる。それから私の乱れた胸元に視線が移り、さらに顔色が変わった。取り繕うこともできない。私は浅い息を繰り返していた。

　黙ったまま蓮水さんが静かに私に歩み寄る。注意深く周囲に視線を走らせ、テーブルに置かれたコーヒーカップでそれが止まった。流しの汚れた食器。倒れたダイニングチェア。

「大丈夫か？」

　目の前には不安げに私を見つめる蓮水さんがいる。心配そうに、私を覗き込んでいる。

　こんな顔、見たことないと思った。少なくてもテレビで見る顔じゃない。そんなどうでもいいことを考えた瞬間、急に今の状況を自覚した。

　色彩を失くした記憶。組み伏せられる自分。何時間か前にこの場所で起こったことがよみがえる。

　見られたくない。

　蓮水さんには見られたくない、と本能的に思った。ためらいがちに触れた手を振りほどいて、弾かれたように後ずさる。そんな私をなだめるように、蓮水さんの優しい手が柔らかく身体を包み込んだ。

「どこか、痛い？」

　痛くない、と答えようとしたけれど、声にならなかった。

　小刻みに震える身体。止めようとしても止まらない。怖い？　涼透先輩が？　違う、そうじゃない。

　怖いのは私と涼透先輩の間に流れた年月。変わってしまったふたり。失われてしまった、とても大切な輝く宝石のような時間。

「大丈夫だ」

　髪に唇を押しつけた、蓮水さんの低い声が響く。穏やかな、甘いテノール。それから蓮水さんの匂い。懐かしいような、ときめくような。

　見上げると優しく細められた瞳にぶつかる。そして目を見開くだけの私に、そっと口づける。何度となく繰り返される、触れるだけのキス。

　この人の声はどうしてこんなに優しいんだろう。この人のキスはどうしてこんなに気持ちいいのかな。ぼんやりした意識の中でそんなことを考えていたら、いつの間にか身体の震えが止まった。

　気がついた時には蓮水さんの部屋にいた。

　キョウコさんに蓮水さんが電話している。「こちらで預かります」という言葉が聞こえる。

　ソファに座らされる。いい香りのする紅茶。私の好きなストロベリーティー。

　うちにはコーヒーしかないから――。この前は、そう言っていたのに。

　いつの間にか隣に蓮水さんが座って肩を抱かれている。

「バスタブにお湯を張ったから、ゆっくり入っておいで」

　言われるがままに浴室に入ると、甘い香りが立ち込めている。

　薔薇の香り。ママとキョウコさん香りだ。

　アロマオイルかな。こんなものを使うはずない蓮水さんが、どうしてこんなもの持ってるんだろう。

　お風呂から出ると、バスローブのままベッドの上に身体を投げ出した。それからどれくらい微睡まどろんだんだろう。瞼を開けると目の前には蓮水さんがいる。

　お風呂上がりなのか、濡れた前髪が目元にかかってちょっと若く見える。

「少しは落ち着いた？」

　とても優しい声。いつもと違うから戸惑ってしまう。

「蓮水さんがそんなに優しいと、ちょっと不気味です」

「なんだとっ……って、そういうセリフが出てくるんなら、大丈夫そうだな」

　ほっとしたように蓮水さんが笑うから、本当に調子が狂ってしまう。

　いつもキツイことばかり言って、意地悪ばかりなのに。

「今日はここに泊まるといい」

　蓮水さんが当たり前みたいに言った。

「……あの、私」

　涼透先輩のことを説明しようとするけれど、上手く言葉が見つからない。しばらくの沈黙のあと言葉を発しようとしたら、「無理するな」と遮られる。

　何も聞かない蓮水さん。それでも、この人には、ちゃんと説明しなくてはいけない気がした。

「さっき来てたの、兄なんです。兄って言っても、お母さんは違うんですけど」

　その言葉に、蓮水さんの目が思い切り見開かれる。

「兄って……」

「本当に血の繋がった兄だと分かったのは、出会ってかなり経ってからです。向こうは最初から知っていたみたいですけど。……私の初恋の人です」

　絶句する蓮水さん。

　無理もない。かなりイレギュラーな話だ。

「中学一年で出会って、一目惚れして、六年間片思いで、告白しようとしたら兄だって分かって。兄はそのあと結婚して、それ以来会って無かったんです」

「会って無かったなら、どうしてこんなことになる？」

「蓮水さんと出たテレビが気に入らないって。それで、首に痣があるって言われて」

「俺が煽ったってことか」

　ため息をつきながら蓮水さんの手が頬に触れる。びくりと反応してしまう私を気遣って、その手は優しく頬から移動して髪を撫でる。

　大きくて、優しい手。力が入り過ぎないように、加減しながら私の頭を撫でると、その手から体温が伝わって、次第に身体の力が抜けていく。

　蓮水さんはそんな私の髪をかき上げて、おでこの生え際をそっと梳すく。

　そんな風にされていたら、不意に涙が溢れて止まらなくなった。

　私の横に添い寝していた蓮水さんの両腕が私の身体にまわる。決して傷つけないように、用心深く、そっと。

　私は蓮水さんの胸に顔を埋めた。

　肌が触れる。

　あったかい。

　蓮水さんの身体は温かかった。

「もう眠った方がいい」

　ただしがみつくばかりの私の背中を、トントン叩いて。これじゃあまるで赤ちゃん扱いだ。

　だけど、どうしてこの人の腕の中はこんなに安心するのかな。

　どうしてこの人の腕は、こんなに大事そうに私を抱くんだろ。

　悲しいわけじゃないのに、また涙が溢れる。

　私は蓮水さんに甘えているのかも知れない。

　蓮水さんの広い胸に顔をつけて、私は安らかな眠りに落ちていった。

　背中に回された腕に、そっと力が込められるのを感じながら。










キッチンの奥で




「皆さん、こんにちは。さて、今日はどんな珍料理ができるんでしょうか？　楽しみなような怖いような、そんなドキドキに心地よさを感じ始めている、蓮水恭一郎三十一歳です」

「珍料理なんて作りませんよっ。今日は記念日のメニューです。ご主人や恋人のお誕生日や、記念日に使えるメニューをご紹介していきます」

　私と蓮水さんの週一の新コーナー『恭一郎の今日のご飯なに？　～茉莉花の花嫁修業～』は、視聴率もまずまず、好調なスタートを切っている。

　とはいえ、私は毎週蓮水さんの意地悪＆陰湿なツッコミをかわしつつ、料理も作らねばならないという高いハードルに、いっぱいいっぱいだ。

　蓮水さんはというと、私にも高度な話術を求めてきて、しょっちゅうダメ出し、言い争いをしている。

　本当に、仕事に関しては妥協が無いっていうか、鬼っていうか……。

　そんな今日のメニューは、旦那様や彼氏のお誕生日にぴったりなメニュー。

　生ハムのマリネ、バジルとトマトの冷製パスタ、ローストポーク。そしてデザートはレアチーズケーキのブルーベリーソース。

　どれも手が込んでいるように見えて簡単にできるので、忙しくて時間が無い人にも、無理なく作って頂ける。

　あとは簡単なテーブルコーディネートや、合わせるお酒などを提案する。視聴者にも好評で、特に二十代から三十代の女性がたくさん見て下さっているようで単純に嬉しい。

「小野田先生、これ、ほったらかしで大丈夫なんですか!?」

　洗い物をしていた蓮水さんが、チンッといって止まったオーブンを気にしながら言う。

「あぁ、それは余熱で火を通してるんです。だからそのまま一時間くらいほったらかしで大丈夫です」

「えぇ!?　ホントに雑だな～」

「効率的だと言ってください。蓮水さんこそ手が止まっちゃってますけど、それ早く片付けて、冷凍のブルーベリーをミキサーにかけちゃってください」

　簡単なメニューだからあっという間にでき上がり。わぁわぁ言い合いしながら盛り付けをして、テーブルの上に並べたら、最後はふたりで試食する。

　いつも最後まで『美味しかった』とは絶対に言わない蓮水さん。

　ああだこうだと文句のオンパレードの挙句、「ま、こういうのもたまにはいいんじゃないですか」「また日々精進してください」と言って終わる。

　今日も収録を終えると、蓮水さんはダメ出しだけはしっかりし、慌ただしく次の仕事へ行ってしまった。

「茉莉花ちゃん、お疲れ～」

　こちらの番組のディレクターは黛まゆずみさん。蓮水さんと同じ歳くらいかなぁ。

　クイズ番組がメインのこの長寿番組は、蓮水さんがベテラン司会者さんから引き継いだ番組だ。

「今日も蓮水っちにいじめられてたなぁ。こんなに美味しくできてるのにね」

　カメラマンはカイトくん。カイトくんがいてくれるおかげで、随分心強い。

「まぁ、蓮水の茉莉花ちゃんいじめがお約束なんでね。そのへんは許してやってね」

　穏やかな口調の黛さんは、優しくてとても素敵な感じの人だ。

「それじゃ、また来週もよろしくね。企画書オッケーもらってるからあのメニューで大丈夫。ホームページのレシピも評判いいよ～。この調子で頑張ってね」

「ハイ！」

　張り切って元気に答えると、黛さんは笑顔で手を振りながら去っていった。

　スタジオの撤収もほぼ終わって、人もまばらになっている。そんな中、今日のカメラマンだったカイトくんは、まだ試食の残りを食べている。

「カイトくん、ワインなんか飲んで大丈夫？　このあとお仕事無いんですか？」

「俺、明日ロケだから今日はこれで終わりなの。これってワインに合うよね。それにチンッてして、すげー早くできた」

「マリネにする時、玉ねぎはレンジでちょっと加熱してから使うと　早く味が染み込むし辛みも消えるんです。調理時間も短縮できるし、忙しい方にはおすすめの調理方法なんですよ。今回は保存の効く生ハムを使ったけど、スモークサーモンでやっても美味しいですよ」

「キョウコさんの料理も男心をくすぐるんだけど、茉莉花の作るものって等身大っていうか、俺たちの胃袋に合うんだよね」

「いつもキョウコさんに見てもらってるんだもん。やっぱり、キョウコさんの力が大きいんですよ」

　スラリとした長身のカイトくん。くるくるしたくせっ毛の明るい髪を揺らして笑うと、ちょっとモデルかアイドルみたい。

　その時、ふと視線を感じて振り向くと、ちょっと離れた場所から女の子が、じっとこちらを見ているのに気付いた。

　あれ、カイトくんのアシスタントの子だ。おいでおいでと手招きして呼んでみる。

「これ、一緒に食べません？」

「えっ。いいんですか!?」

　はにかんだような笑顔で、恐る恐る近づいてくる。なんか子猫みたいな子だなぁ。

「すごく美味しいです！　この冷製パスタなんて、絶品ですよ！」

「あ、ホントですか？　実はそれ、自信作なんです。バジル風味で、隠し味はトマト！」

「でさ、ポークがガッツリくる分、こっちでするする入るよね」

　カイトくんがアシスタントちゃんに「ねっ」と顔を近づけて言うから、彼女の顔はますます赤くなる。

「あの、お名前はなんておっしゃるんですか？」

「あ、ご挨拶が遅れました。私、田た崎さき奈な々なと申します」

「奈々ちゃんでっす」

　カイトくんが無邪気に奈々ちゃんに近づきながらニコッと笑う。

「かっわいい名前だろ？　最近ついてもらうこと多いんだ」

　耳まで真っ赤にしながら、カイトくんを見つめるその目は、明らかに恋する乙女のそれで。

　奈々ちゃんが意を決したようにカイトくんに話しかけようとした瞬間、その瞳がすっと冷めたような気がした。

「あの、カイトさ……」

「奈々ちゃん、次またスタジオ入ってるって言ってなかった？」

　カイトくんに指摘されて、奈々ちゃんの顔色が変わる。

「忘れてた!!　失礼します!!」

　慌ただしく駆け出していく奈々ちゃんを、カイトくんがフォークをくわえたまま、冴えた月のような瞳で見送る。

「やれやれ、怒られなきゃいーけど」

　蓮水さんと違って愛想が良くて優しいカイトくんは、男女問わず誰にでも人気がある。

　だけど時々とても冷めた表情をすることがあって、そんな時のカイトくんは誰も寄せ付けない、近寄りがたいオーラを放っている。

　彼女が去ってしまうと、その表情はいつもの優しげなカイトくんに戻っていた。

「茉莉花、送ってくけど、ワイン飲んじゃったから、ちょっとお茶に付き合って」

　ちょっとテンションの高いカイトくんに、私は曖昧な微笑みを浮かべて、首をかしげる。

「なに？　なんか不都合？」

「うーんと……」

　理由はやっぱり蓮水さんだ。さっきスマホを見たら蓮水さんからメールが入っていて、それが『待ってろ』と一行だけのメール。

　待ってろって言われたって、何時まで待てばいいのか分からないよ……。

　自然に唇を尖らせてしまう。蓮水さんはいつもこうだ。一方的なんだから。

　だけど……こんな風に蓮水さんのペースに巻き込まれることを嫌じゃない、なんて思い始めてる自分もいて。




　涼透先輩とのことがあってから、一ヶ月が過ぎていた。

　あれから先輩からの連絡は無かったけれど、私が蓮水さんとテレビに出演することに関しては、涼透先輩がパパとも局ともきちんとお話をしてくれたようだった。

　このあいだのことは……正直なところ、どう受け止めたら良いのか分からない。先輩だって、きっと分かっていない気がする。

　十三の頃、先輩に恋をした。一目惚れ。運命だとすら思った。けれど私たちの運命はとても残酷で、どうしてこんなことになるんだろうって、神様を恨んだことだってある。今でもその嵐のような出来事の破片が、心の奥に棘とげのように刺さったままなのは事実で――。

　初めて『兄だ』と名乗った時の冷たい微笑みと、このあいだの涼透先輩が重なる。

　蓮水さんとは、仕事の関係もあって一緒にいる時間が増えた。

　いつも勝手で一方的だし、怒られてばかりだけど、なぜか居心地が良くて……。

　よく考えたら、蓮水さんには迷惑をかけてばかりだ。

　先輩とのこと、本当はどう思ってるんだろう。

　きちんと説明しなければと思うけれど、話すのが怖いというのが本音だった。

「茉莉花？」

　カイトくんの明るい瞳が私を覗き込み、はっと我に返る。

「なぁに、蓮水っちが待ってろって？」

　言い当てられて頷くと、カイトくんがやれやれと肩をすくめる。

「打ち合わせだったら長引くこともあるし、とにかくお茶して、まだかかりそうだったら俺と一緒にどっかで時間潰そ」

「えっ？」

「あれ？　今日蓮水っちの家で晩ご飯食べるんだろ？　俺と近藤ちゃんと茉莉花って聞いてるよ。なんか今度のロケの下準備するとかなんとか」

「え？　ロケ？　ご飯？　どうして？」

「えっと。それは後で蓮水っちに聞いて？　俺は近藤ちゃんに連絡入れるわ」

　そう言いながら、楽しげにカイトくんはスマホをタップした。




　結局どういうことなのかというと。

　次回、ロケで私が現地調達の食材で料理を作るという企画があるという。今日は、その予行演習みたいなことをやりつつの飲み会だと分かった。

「だから――。ロケでは、その場のノリで料理をしなくちゃいけないんだって。それの段取り合わせみたいな？」

　食材を買いに立ち寄ったスーパーで、カートを押しながら歩幅を合わせてくれるカイトくん。

　それならそうと早く言ってくれたらいいのに。

　蓮水さんはいつもそうだ。事後報告なんだから。

　短いため息をつきながら、私はカートに選んだ食材を入れていく。

　結局、蓮水さんと近藤さんが少し遅くなりそうだというので、先に局を出た私とカイトくんで買い物をしておくことになったのだ。

「カイトくん、何が食べたいですか？」

「んー、美味いもの!!」

　細長い体を折り曲げるように明るい瞳で覗き込まれると、思わずつられて微笑んでしまう。

「でもさ、茉莉花。ロケはたぶん海なんだよね。だから魚をさばく映像も撮りたいの。大丈夫？　さばける？」

「もー。大丈夫です。一応、キョウコさんの助手ですよ。大きな鯛だってさばけます」

「良かった。それ聞いてちょっと安心した」

　本気でホッとするカイトくん。そんなに頼りない腕だと思われてたのか、と私は複雑な気持ちになる。

　まだまだ信用無いんだな……。これは今日頑張って、みんなを安心させないと。

「それじゃあ、鮮魚のおじさんに聞いて、今日一番いい魚をもらいますね」

　このスーパーは家から一番近い、結構品物のいいお店なので我が家も行きつけだ。早々に顔見知りのおじさんを見つけて、旬のヨコワとホタルイカを買うことにした。

　見るからに新鮮で美味しそう。蓮水さん、これ好きかな？

　そんなことを考えながら、幾らかの食材を買って、私たちはスーパーを後にした。




　ヨコワはお刺身よりカルパッチョにしようかな。

　新鮮なホタルイカはパスタにして……。

　メニューを考える時が一番わくわくする。こんなに料理が楽しくなるなんて、なんだか不思議。だけど、こんな風に自分で色々考えるようになったのも、蓮水さんと番組をやるようになってからだと気づく。

　世界が……広がったような、そんな気がする。それもこれも、みんな蓮水さんと一緒にいるからだ。

　あれこれ頭を巡らせる私の横で、珍しく無口なカイトくん。らしくない、ちょっと重いトーン。

「茉莉花、なんであのスーパー詳しいの？　もしかして蓮水んちに結構行ってる？」

　なんて。拗ねたような顔が子供みたいで、思わず笑ってしまう。

　そんな少しブルーな空気のまま、青空みたいな色の車がマンションの駐車場に停まった。

「ちょっと一緒に来てもらえますか？」

　憮然とした表情のカイトくんを連れて、私はエレベーターのボタンを押した。




「同じマンションだったなんてね」

　調理器具を取りに戻ったキョウコさんの部屋で、冷たいフレーバーティーを飲みながら、カイトくんが珍しそうに部屋を見回す。

「それで、ここがキョウコさんのアトリエ兼、茉莉花の部屋なんだね」

　すっかりご機嫌を直したカイトくんが、高層階からの景色を見下ろしながらガラス戸を開ける。上空を渡っていた風が途端に部屋中に満ちて、レースのカーテンが踊るように揺れた。

　初夏を感じさせる、湿度の高い風。私も窓際まで近寄って、爽やかな流れに身を委ねる。

　あの時の風もこんな風だった。高校の頃、先輩の部活が終わるまで待っていた学校の非常階段。甘くほろ苦い記憶がよみがえる。鈍い痛みとともに時を遡さかのぼる私を、その時何かが引き戻した。

　振り返ると、髪の先にカイトくんの手が触れている。

「やわらかいな、茉莉花の髪」

　戸惑う暇もなく風が手から髪を逃がして、長い指が空を掴む。その悲しげな表情に、一瞬言葉を失った。

「でき過ぎなんだ、何もかもが」

「え？」

　言葉の意味が分からずに見つめ返すと、カイトくんが静かに微笑んだ。とても綺麗で優しい微笑み。

「いいんだ。茉莉花は何も心配しないで」

　ぽんぽん、と頭を撫でられて。

　お腹空いた、といつもの笑顔で顔を覗き込まれると、その時にはもう、いつものカイトくんに戻っていた。




　バタバタしながら帰ってきた蓮水さんと一緒にお料理をして、その様子をカイトくんがハンディカメラで撮影。

　食事しながら蓮水さんとカイトくんがああだこうだと打ち合わせしているあいだに、私は近藤さんと女子トークに花を咲かせていた。

「だからねっ。ほら、こんな感じで涙袋にパール入れて……」

「わぁ。なんかセクシーですよね」

「そうそう、茉莉花ちゃん、涙袋あるからきっとすごくテレビ映り良くなるよ。それで、こういうグロッシーなリップでジューシーにして」

「ぐろっしー？　じゅーしー？」

「そうそう。だからね、男の人がつい触ったり、吸い付きたくなったりする質感っていうのが」

「はいストップ。ダーメ。茉莉花はそういう路線じゃないの」

　シャンパングラス片手に、ご機嫌なカイトくんが乱入してくる。

「もぉ～今遊んでるだけですよ～。私たち、まだまだそういうのが大切な年齢なんですからねっ。カイトさんって、見た目若いけど保守的だもん。やっぱりおじさんなのかな～。蓮水さんと同い年だもんね」

「えっ。見えない」

「そう？　でも正真正銘同い年。中学からの同級生だもん。大学は別だけどね。俺芸大」

「えぇっ。そうなんですか？」

「そうなの。大親友なの。お互い何でも知ってるの。ねー、蓮水っち」

　カイトくんが蓮水さんの首に腕を巻きつける。

「お前、ちょっと飲み過ぎじゃねぇの？　明日のロケ、何時？」

「あ、それは大丈夫ですよー。明日は昼過ぎに私の撮りが終わってからだから」

「何？　近藤、お前一緒なの？」

「ハイ。だからカイトさん、ちょっと遅めでも大丈夫ですよ」

「大丈夫ー。今日はここに泊めてもらうし」

「えーいいなぁ。私も帰るの面倒くさいー」

「じゃあ近藤っち、茉莉花んちに泊めてもらえばいいじゃん。茉莉花んち、同じマンションだし」

「えっ？　そうなの？　そうなんですか？」

「そうなんだってー。俺もさっき知ったー」

　きゃっきゃっとはしゃぎながら、盛り上がるふたりに、蓮水さんは諦めたように肩をすくめる。

「ごめん、近藤、迷惑かけるけど、いい？」

「はい、大丈夫です。私も嬉しいですし」

　私はそっと立ち上がると、空いたお皿をシンクに運んだ。




「ロケは大丈夫そう？」

　蓮水さんは洗い上がった食器をクロスで拭いていく。

　最近はこういうことを番組でやっているせいか、何の違和感もない光景だ。

「はい。大丈夫だと思います。当日、大体手に入る食材が分かれば助かりますけど」

「それくらいは大丈夫だ。魚をさばく映像が欲しいらしいから、必要な調理器具は用意して貰える？」

「わかりました」

「後で行く場所と、特産品のリストを渡せるようにする」

　食器が片付くと、蓮水さんがコーヒを淹れてくれる。

　その隣で、私は蓮水さんをこっそり盗み見る。仕事中とは違う無防備な横顔はいつもより少し甘くて、思わず釘付けになる。

　コットンの白いシャツにデニム。テレビではいつも隙のないスーツ姿だけれど、家での蓮水さんはこんな風にカジュアルな姿でいることが多い。

　さっきシャワーを済ませたばかりの髪は無造作に額に落ちて、それがとて色っぽくて。……最近の私は、こんな風に何げない蓮水さんの仕草ひとつで、簡単にドキドキさせられてしまう。

　心臓の音が大きくなって、それを気づかれてしまいそうで慌てて少し距離を取る。

　そんな私に気づいたのか、蓮水さんの視線がこちらに向けられた。

「なに？」

「いえ――あの、ロケって初めてだなぁって」

「料理が大丈夫なら、他に心配することは何もない。……敢えていうなら、トークだな、今回は。その辺りはぶっつけ本番だから、とにかく死に物狂いでやれ」

　ぞんざいな口調で言い放ちながら、蓮水さんは調理台にもたれかかって私を見下ろした。

　こんな風に面倒くさそうに振る舞いながら――蓮水さんはいつも私のことを考えてくれる。

　今日もいきなりスタジオの外での調理に戸惑わないよう、ちゃんと『練習』の機会を作ってくれる。

　いつもと違う段取りや、たまにゲストの方が来るような時、カイトくんと違うカメラマンさんが来る時、口うるさく言いながら結局私を庇ってくれる。

　キョウコさんが倒れた、あの時のようにならないように、私が不安にならないように。

　それから、涼透先輩のこと。

　本当だったら事情を問い詰められてもおかしくない出来事なのに、あれ以来、蓮水さんは一切そのことに触れない。

　ありがとうって言うべきなのかな。

　でも、なんて言ったらいいのか分からない。

　考えあぐねているうちに、蓮水さんの方から「そう言えば」と切り出された。

「この前、キョウコさんからお誘いを受けたよ」

「え？　何のですか？」

「祇園祭。雰囲気だけでも味わいに来ませんかって」

「えっ!?　そうなんですか？」

「お前も行くんだろう？」

「はい、たぶん」

　コーヒーメーカーの優しい音と、芳ばしい匂い。その湯気の向こう側で、蓮水さんが目を細める。

「茉莉花の浴衣姿が見られるわよって、キョウコさんに強く誘われてる」

　茉莉花、と初めて名前を呼ばれて、ざわりと胸が騒いだ。

「な、何言ってるんだろう、キョウコさんたら」

「着ないの？　浴衣」

「いえ、用意してくれてると思うので、着ます。たぶん」

「じゃ、行こうかな。仕事終わってからだから、夜遅くなるけど」

「……いつですか？」

「うーん、行けるとしたら十六日？」

「〝宵よい山やま〟ですね」

　祇園祭は京都の夏の風物詩。八や坂さか神社の祭礼で、毎年七月一日から一ヶ月に渡って行われる。特に有名なのは山やま鉾ほこ町が主催する山鉾行事で、中でも〝山鉾〟と呼ばれる歴史的な装飾屋台が四し条じょう通どおりを行き来する山鉾巡行と、その前夜祭である宵山の人出が一番多いと言われている。一番お祭りが盛り上がる頃だ。

「祇園祭のクライマックスだろ。案内してくれる？」

「それは、もちろん……」

　ふと蓮水さんの視線が止まって距離を縮められる。アルコールが入っているせいなのか、いつもよりさらに色っぽい瞳に、必要以上に反応してしまう。

「メイク……変えたの？」

「あ、さっき遊んでて……」

「番組ではやめろ」

　きっぱりとした口調が胸に突き刺さる。

　やっぱり私には似合わなかったかな。だけど、そんなにはっきり言わなくても――。

「こういうのも」

　僅かに眉間に皺を寄せた、蓮水さんの指がすっと唇をなぞった。その艶めいた仕草に息を飲んだ瞬間、腕を引かれてキッチンの奥に連れ込まれる。

　追い詰められて、じわじわと距離を詰められて。また心臓が高鳴って……苦しい。

「我慢してたのにな……」

　低い声が耳元に落ちてきて、目を閉じる暇も無く唇を塞がれる。

　とても深くて甘いキス。唇ごと食べれられて、息もできないくらい熱い蓮水さんの吐息でいっぱいになる。

　リビングにいるふたりからは見えない角度だけど、もしも見られたら……と心配で、もうどうにかなってしまいそう。

「あれー。蓮水さーん。茉莉花ちゃーん」

　ちょっと酔っ払った近藤さんの声が聞こえる。はっとして唇を離すと、両手で顔を挟まれてさらに口づけられる。

「蓮水っちー。茉莉花ー？」

　今度はカイトくんの声が聞こえて、やっと唇が離れた。チュッと音がして、それがまた私の頬を染める。

　心臓が破裂するかと思った。息をするのだって苦しい。

　抗議の視線を向けると、蓮水さんはちょっと悪そうな微笑みを浮かべて――それも魅力的なのだから、本当にタチが悪い。

　なおも強気な赤く染まった唇を、ちょっと憎らしく思いながら指で拭う。

「さっき祇園祭って言いましたよね!?」

　酔っ払った近藤さんが、黒目がちな垂れ目をキラキラさせながら蓮水さんにまとわりついた。

「言ってた！　言ってた！」

　フィルターが外れたように無邪気に笑うカイトくん。

　同じだけ飲んでいるのにまったく乱れない蓮水さんが、四人分のカップに淹れたてのコーヒーを注ぐ。

　そしてため息をつきながら面倒くさそうに言った。

「良ければカイトと近藤もどうぞって」

「行きたいー!!」










浴衣デート ～京都にて～




　京都駅の改札で待っていると、大きな荷物を抱えたカイトくんと近藤さんの姿が見えた。

　夕方五時を回ったところ。

　通勤ラッシュにはまだ早いけれど、さすがに祇園祭の宵山ということもあって、周囲は浴衣姿の家族連れやカップルたちで溢れている。

「茉莉花～」

「お出迎えありがとう～」

　ふたりを笑顔で迎えながら、カイトくんの大きな荷物をひとつ持つ。

「あ、それ機材で重いから、こっち」

　渡されたのは紙袋に入った、『東とう京きょうバナナ』や『雷かみなりおこし』などのベタな東京土産だ。

「これね、キョウコさんのお家にお土産。蓮水っちに持ってくように言われてんの」

「蓮水さんは何時頃になりそうなんですか？」

　私の言葉に、近藤さんが申し訳なさそうな顔をした。

「それが、ちょっと時間が掴めないんですよ。特番の打ち合わせが入っちゃって。蓮水さんメインで司会するみたいだし、一緒に司会するのが大御所のタレントさんみたいで」

　来られないかも知れないんだ、蓮水さん。その言葉に、少し気持ちが沈んでしまう。

「蓮水っち、かなりいっぱい抱えちゃってるみたいだね」

「蓮水さん名指しのお仕事多いんで、大変なんですよ～。あ、でも、どんだけ遅くなっても、来ることは来ると思うので大丈夫です!!」と断言する近藤さん。

「それじゃ、まずはお家にご案内しますね」

　私たちは、タクシーに乗ってキョウコさんの家に向かった。

　藤井家は下しも鴨がも神社の近くにあって、仕事柄、海外からのお客様を接待することもあるので、ゲストルーム用の離れがある。

　まずはカイトくんと近藤さんを、それぞれの部屋に案内した。

　荷物を置いて一服していると、絶妙なタイミングでお茶とお菓子を持った阿あ部べさんが入ってきた。阿部さんは、この家に先代から勤める住み込みのお手伝いさん。当然、ママのこともよく知っている。

「キョウコさんは？」

　カイトくんがお菓子に手を伸ばしながら聞いた。

「まだ四条のお店にいてはります。皆さんには先にお風呂にお入り頂いて浴衣に着替えてもらうようにとのことです」

「えぇっ。浴衣!?」

〝浴衣〟という単語に、近藤さんがまたも目をキラキラさせる。

「はい。この日のために奥様が用意されてます。反物から仕立てさせてもろたんですえ」

　阿部さんが笑顔で答えると、近藤さんのテンションが一気に上がった。

「キャーっ。見たいっ！　どんなのか見てみたいっ！」

　子供のように喜ぶ近藤さんを、阿部さんが可愛らしいなぁ、というような目で見ている。

「なんや、テレビに出てはるお人やから緊張しましたけど、ほんま可愛らしいお嬢はんやなぁ。ほな、ちょっと母屋の方に見にいきましょか？」

「えぇ、是非お願いします!!」

　心底嬉しそうな近藤さんの後ろ姿を見送ると、今度はカイトくんをお風呂に案内する。

「カイトくんと蓮水さんの浴衣もあるんですよ。ちゃんとキョウコさんが選んだの」

「そうなの？　でも、せっかくだけど俺はパスね。今日はたくさん写真を撮りたいから、動きやすい方がいいんだ」

「そうなんですか？　キョウコさん残念がるなぁ。カイトくんの浴衣、新作でね、今シーズン雑誌の撮影でフランス人が着たみたい。絶対カイトくんに似合うって、キョウコさん楽しみにしてたのに」

「そうなの？　でもダメ。今日は写真も撮りたくて、カメラもたくさん持ってきた」

　カイトくんは本当は映像よりも写真を撮りたいって、いつか蓮水さんから聞いたことがある。特に料理や女性の撮影には定評があって、あちこちで引っ張りだこらしい。

「食欲と性欲って連動してるから。こう見えて俺って肉食系かも」

「えぇ!?」

「だーかーら。美味しそうな料理、美味しそうな女の子。これって俺にとっては同義語なの。『食べたいっ!!』ってなるでしょ」

　笑顔で過激な言葉を発して、カイトくんは浴室に消えていく。

　はぁ。あんな風に見えても、しっかり男の人なんだな。――美味しそうな女の子って言ってた――。

　いつも女性にソフトでスマートなカイトくんが、『肉食』とか『性欲』とか言うと、ちょっとビックリしてしまう。

　男の人って分からない……。蓮水さんだって、……涼透先輩だって。

　少し複雑な思いを感じながら、私は母屋へ向かった。




　母屋には、鏡の前で無邪気に騒ぐ近藤さんの姿があった。

「可愛いですっ。素敵ですっ。早く着たい～」

　私もここへは昨日帰ったばかり。久しぶりの京都に、ママのお墓参りや食材の調達をしたり、気になったお店へ食事に出たりと忙しく過ごしていたので、キョウコさんの揃えた浴衣をまだ見てはいなかった。

「わぁ、素敵……」

　私も思わずため息をついてしまう。

　キョウコさんが選んだ近藤さんの浴衣は、白地に蝶が紅型風に染め抜かれているものだった。

　艶やかで華やかで、ため息がでるほど鮮やかな色合いだ。普段は可愛らしい印象の近藤さんの顔立ちを、一気に女性らしく引き立てる。

「茉莉花さんのはこれ。もう見はった？」

　着物を包んでいるたとう紙を開き、阿部さんが浴衣を広げてくれる。

「わぁ～」

　近藤さんがうっとりと声を上げる。

「茉莉花さんにぴったりの浴衣やねぇ。……なんや、桜子さんを思い出すわぁ」

　優しげに目を細めながら、阿部さんは私の肩に羽織らせると鏡の前に誘った。

「綺麗……」

　濃い紺に、白く抜いた花。

　たくさんの。花、花、花……。

　南国にありそうなそれは、私の名を表す茉莉花だ。一面に花が抜かれた、それはろうけつ染だろうか。

「今年は茉莉花さんが帰ってくるから言うて、張り切ってはったからねぇ、キョウコさん。さあさ、お着替えしてしまいましょ」

　笑顔で促される阿部さんの瞳には、私を通してママの面影が映されている気がした。




「じゃじゃーん」

　着付けとメイクを済ませた近藤さんが、カイトくんの前で浴衣の袖を持ってポーズを決める。

「……スゲーいい女。目線こっちね」

　シャッターを切るカイトくんはカメラマンの顔。みるみる近藤さんの表情が艶を放ち出す。

　鮮やかな紅型の柄行に、いつもは緩く巻かれたセミロングの髪を、きっちりとアップにした近藤さん。普段の愛くるしいイメージとは違い、匂いたつような大人の色香に溢れている。

「茉莉花もおいで。……いいね。透明感があって、茉莉花にぴったりだ」

「ホントに……すごく綺麗よ、茉莉花ちゃん」

　カイトくんにそれぞれ写真を撮ってもらっていたら、そこへやっぱり浴衣姿のキョウコさんが入ってきた。

「あらー。近藤ちゃん、思ったとおり艶やかだわねぇ。やっぱり似合うわねぇ。紅型染、ぴったり」

「きゃーん、キョウコさん、今日はお気遣いくださってありがとうございますっ。キョウコさんの浴衣も、すっごくすっごく素敵ですっ」

　そういうキョウコさんは、グレーの無地の麻の浴衣に黒い夏帯。キョウコさんにしかできない着こなしだ。

「茉莉花もよく似合ってるわ。桜子もろうけつ染が好きだった。……やっぱり、娘なのね」

　目を細めて周囲を見渡したキョウコさんが、あら、と視線を止める。

「カイトくん、浴衣はお気に召さなかった？」

　艶やかな花のようなキョウコさんに、カイトくんが困ったように微笑んでその袖にそっと触れる。そして素敵だね、と言ってシャッターを切った。

「ごめん、俺、今日は写真を撮りたいから、動きにくいのはダメなんだ」

「残念。似合うと思ったのに」

「うん。この次は必ず着るよ」

「そう？」

　本当は、キョウコさんは結構押しが強いのだ。それでも、こんな風にカイトくんに言われれば、きっと女性なら誰でもいうことを聞いてしまう。

　恐るべし、カイトくん。




　それから私たちはタクシーで八坂神社に向かった。

「石いわ見み神楽かぐらの奉納があるんだよ」と写真を撮りたいカイトくんは楽しそうだ。

　八坂神社の前で車を降りると、すでにたくさんの人で混雑している。

　山陰地方の石見神楽は、国の無形文化財。八坂神社に祀まつられている神様、スサノオノミコトがヤマタノオロチを退治した神話が演じられる。

　笛や太鼓で奏でられる軽快なリズム。軽やかに大蛇をかわして退治する、スサノオの動き。人々の熱気の中で繰り広げられる物語に、しばし太古の世界に想いを馳せる。

　夢中で写真を撮っているカイトくん。そのとても真剣で楽しそうな様子に、こっちまで嬉しくなる。

　私と近藤さんは、周囲の出店を覗きながら祇園祭のメインである山鉾を見に行った。

　祇園祭の山鉾は三十二個もあって、それぞれ町単位の保存会によって運営されている。山鉾にはそれぞれ歴史やいわれがあって、それにちなんだお守りやちまきが売られている。

　あ、迷子よけのお守りなんか売ってる。

　私はそれを、方向音痴でよく道に迷う自分のために買った。

　いくつかの山鉾を回ったあと、歩き疲れて裏通りのカフェで休憩することになった。

　時間はもう九時を過ぎていて、周囲は幻想的な提灯の明かりで照らされている。

　街中に響いている祇園囃ばや子し。祇園祭のクライマックスに相応しく、京都の街は次第に増えた人で溢れている。

「あ、蓮水っち？」

　カイトくんに蓮水さんから連絡が入ったのはちょうどそんなタイミングだった。

「もう着いたの？　え？　今キョウコさんち？　ハイハイ、了解」

「蓮水さん、到着してるんですか？」

「うん。今、車でこっち向かってるって」

「この人ごみだし、これからは一緒に行動しましょうか」

「そうだね、とりあえず合流しようか」

「どこで待ち合わせですか？」

「阪はん急きゅうの方の四し条じょう河原かわら町まちだって。茉莉花、分かる？」

「それなら分かります！　私に任せてください！」




　そう言って張り切って先頭を歩いていたのは、ほんの三十分ほど前のこと。

　一体どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　気づいたら、私は迷子になってしまっていた。

　カイトくんと近藤さんと、カフェを出た時は一緒だったはずだ。でも、振り返った時にはふたりの姿はなくて、私は自分のいる場所も理解できていなかった。

　歩行者天国となった四条通はものすごい人出で、一体どこが駅でどこが横断歩道なのか、まったくわからないほど、その様相を変えている。

　そこではっと思い立った。

　そうだった。こんな時のためのスマホだ。

　人ごみに押されながら、焦った手つきで巾着の中をかき回し、やっと手に触れたスマホ。もみくちゃにされながら近藤さんの番号をタップし耳に当てる。

　その時、予期せぬ人の波が押し寄せてきた。その勢いで持っていたスマホがするりと手から落ちる。

「わあっ」

　自分の足元すら見えない人ごみの中、無情に落ちていくスマホ。その姿かたちは、一瞬で人ごみの中に消えた。

　呆然としながらしばらく人の波に漂ったあと、我に返って道の端っこに寄る。すると、曲がり角になった部分に僅かに隙間が見えた。

　よし、まずはあそこに避難だ。

　けれどまた運の悪いことに、人ごみから抜け出そうとした瞬間、後ろの大きな女の人に下駄を踏まれてしまった。

「きゃっ」

　後ろから押してこられたのも相まって、勢いよく前につんのめった。そしてそのまま、石畳の硬い地面にしたたかに打ち付けられる。

「痛ったぁ……」

　周囲の人の視線が集まる中、慌てて何とか立ち上がる。右足首にずきっと痛みが走った。その上、下駄の鼻緒まで切れてしまっている。

「絶体絶命だ……」

　鬼のような人ごみの中、唯一の通信手段はあの雑踏の中に。

　――たぶん踏まれて原型留めてないだろうなぁ。

　そして右足の軽い捻挫と、切れた鼻緒。

「どうしよう……」

　私は片足を引きずりながら、人通りの少ない方へ歩いた。風情のある町家が並び、ところどころに提灯が出されている。その京都らしい佇まいには見覚えがあった。以前にもここに来たことある気がする。

　昔、舞妓さんに会いにきたところかな。

　そうだとすると、みんなとの待ち合わせ場所から、随分離れてしまっていることになる。この足で戻るのは、たぶん無理だ。

　きっとみんな心配してるだろうな。

　蓮水さんは絶対怒ってる……。

　その上、さっき転んだせいで、せっかく綺麗に着付けてもらった新しい浴衣も汚れてしまった。

　なんで……こんなことに……。

　心細さと情けなさで、油断すると涙がこぼれそうになる。

　見渡すと、辺りはそぞろ歩きしている浴衣のカップルがひと組ふた組いるくらいの、四条通の喧騒からは、かけ離れた空間だ。

　その静けさも手伝って、さっきまでのお祭り気分もすっかり冷めてしまった。

　右足首はどんどんと熱を持ち、腫れてしまっている。踏まれた時に傷ついたのか、足の親指からは血が流れている。

「せっかくお洒落したのにね。……蓮水さんが早く来ないから」

　心細さを誤魔化すようにポツリとつぶやいた時、頭上に何やら大きなものの気配がした。

「……見つけた」

　聞き覚えのあるテノールが頭の上から降ってきて、見上げると見覚えのある人が立っている。どうしてここに？　待ち合わせの場所からすごく離れてるのに。

　黒地に変り縞の麻の浴衣。下ろされた前髪になぜか黒縁の伊達メガネ。走ってきたのか、額と首筋が汗ばんでいる。

「蓮水さん……？」

　信じられない気持ちで見上げると、蓮水さんはかがみ込んで私の足を持ち上げる。

「挫くじいたのか。下駄の鼻緒も切れてるな。どうしたらこんな風になるんだ。そしてどうして電話に出ない？」

　一応怪我人だからか、イライラしているのを抑えて極力穏やかに話そうと努力している風の蓮水さん。

「あの、スマホは四条通の人ごみの中に落としました」

「はぁっ？……話は後だ。とにかく連絡だな」

　蓮水さんがスマホを取り出して耳に当てる。

「カイトか。あぁ、回収した。花はな見み小路こうじの方だ。今どの辺にいる？　そんなに離れてるなら合流は難しいな。こっちは足挫いている。……心配するな、そんなに大怪我じゃなさそうだから。とにかく、俺は茉莉花の足を何とかする。……あぁ、じゃあまた」

　通話を終えると、蓮水さんはわざとらしくため息をついた。

「どうやったらここまで面倒かけるかな」

「ごめんなさい……」

「転ぶって、落ち着きがなさ過ぎるだろ。子供だってちゃんと歩いてるぞ」

　迷子になって、転んで、その上、怪我までしちゃって。

　自分のせいだってことは分かってる。

　だけど一方的に怒られるのも、何より可愛くしてもらった姿を見てもらえなかったのが悲しくて、自分でもわけが分からないまま蓮水さんにあたってしまう。

「そ、そんなこと言ったって仕方ないじゃないですかっ。後ろから急に押されて、大きな女の人に下駄を踏まれてっ」

　涙ぐんでいることを悟られたくなくて、声が大きくなってしまう。

「あぁ、もう、うるさい。こっちは仕事帰りで疲れてるんだっ」

　蓮水さんも負けず劣らずの大声で怒鳴り散らす。

　祇園祭。浴衣デート。スペシャルな夜になるはずだったのに、どうしてこうなっちゃったの？

　最悪の状況に涙が落ちそうになった時、はんなりした京言葉が頭上から聞こえた。

「祇園さんの日にせっかくデートしてはるのに、喧嘩はあきませんなぁ」

　見上げると、小柄なおじいちゃんが、私たちを見下ろしていた。

「おやまぁ、鼻緒がえらいことになりましたなぁ。それにお嬢はん、足挫きはったん？おや、旦はん、見た顔や」

「えっ？　あっ！　これは、草履屋さんのご主人」

　蓮水さんの顔がくるりと営業用に変わった。知ってる人？　ちょっと頭が冷えて、私の声も小さくなる。

「あの、お知り合いですか？」

「いや、以前ロケでお会いしたことがあって」

「あの時はえろう美人さんの女優さんと一緒やったのに、今日は可愛いお嬢はんや。あんたはんも隅におけんねぇ」

　美人の女優さんとロケ……。引っかかる私にお構いなしに、おじいちゃんは優しい顔で微笑んだ。

「ちょっと待っときや、すぐに直したげる」

　おじいちゃんは家の中から道具のようなものを取ってきて、あっという間に鼻緒をすげ替えてくれた。

「おや、この下駄は……わしが作ったものや。これはこれは、ご縁やな」

「亡くなった母のものです。もう古いものだと思いますが」

「そうかぁ、お母さんの。大事にしてもろて、この下駄も幸せやな」

　おじいちゃんは穏やかな笑顔を浮かべながら、私の前に下駄を並べてくれる。

「ほら、下駄は直った。けど、足がなぁ……」

「怪我もしているようだし、どこかに休める場所があるといいんですが」

　蓮水さんが呟くと、おじいちゃんは意味ありげに、にやりとした。

「そうかそうか。わしとしたことが、気ぃきかんと堪忍やで。あるわ、わし知ってますわ、今から連絡するから、ちょっと待っとき」

　そう言いながら浴衣の袂からスマホを取り出すと、ちょっと離れた場所まで行ったおじいちゃん、何やらひそひそと話している。しばらくして話がついたのか、ホクホクした顔で戻ってきた。

「話つきましたで～。あんたさん、やっぱり間のええお方やな。ちょうどキャンセルでひと部屋だけ空いてるねんて」

「助かります。なんていうお店ですか」

「住所と名前、連絡先はこの紙に書いた。ここな、まっすぐ行ったらお寺がありますよって、そしたら左に曲がって……」

　おじいちゃんは親切に道まで教えてくれる。

「じゃあ、お前は下駄持っておぶされ」

　蓮水さんが背中を向けてかがんだ。え、もしかしておんぶ、とか？

「えっ!?　いや、大丈夫です、下駄も修理して頂いたし、なんとか……」

「うるさいっ。つべこべ言うな。早くしろ」

　怖い目で睨まれて、私は渋々蓮水さんの首に手を回した。

「では、本当にありがとうございました。このお礼はいずれまた」

「ありがとうございます!!」

「ほいほい、仲良うせなあかんで～」

　ホクホクと見送るおじいちゃんにお礼を言って、私と蓮水さんはその場を後にした。

　おじいちゃんの言ったとおりに道を進めると、周囲はさっきとは違った静かな佇まいに変わる。

　町家の軒先にシンプルな看板だけがかけられている小路を曲がり、どうやらそれらしい建物にたどり着いた。

「ごめんください」

　蓮水さんの呼びかけにするすると格子戸が開いて、中からいかにも玄人くろうとっぽい、和服の女の人が出てきた。

「夜分に申し訳ありません。今、草履屋さんのご主人のご紹介で」

「うこごうてます。さ、こちらへ……」

　訳知り顔の女性に招かれるままに入ると、中は風ふ情ぜいのある、旅館のような造りになっている。

「今日はお泊りになります？」

「いえ、怪我の手当をして少し休んだら、車を呼んで頂けますか」

「ほな、ご休憩でよろしおすか」

「はい。それでお願いいたします」

　蓮水さんの慣れた対応に驚きつつ、身体を支えてもらって部屋に入った。

　しばらくすると救急箱と、ちょっとしたお料理が運ばれてきた。綺麗な硝子の酒器にグラスも並べられて、なんか大人の京都って感じだ。

　部屋は八畳くらいの豪華な和室と、閉められた襖ふすまの向こうに、もうひと部屋ありそうだった。

　怪我の消毒をしてもらい、湿布を貼って包帯を巻く。蓮水さんの手つきが器用で、ちょっとびっくりした。

「痛む？」

「いえ、さっきよりは随分マシです」

　蓮水さんはため息をついて伊達メガネを外した。やっぱりこっちの方がいい。

「どうして、メガネ？」

「人ごみで目立っちゃいけないからって、キョウコさんが貸してくれた」

　明るい蛍光灯の下で、初めて見た浴衣姿。黒い髪と瞳が麻の黒に映えて、蓮水さんの持つ端正さを際立たせている。蓮水さんって和服も似合うんだな……なんてじっと見つめていたら、鋭い目つきでじろりと睨まれてしまう。

　怒ってるのかな～。

　やっぱり怒ってるよね？

　えぇと、せっかくお酒も用意してあるし、お酌とかした方がいいのかな。

「いかがですか？」

　ご機嫌取りに冷酒の酒器を持つと、蓮水さんは硝子の杯で受けて一気に飲み干した。

「お前も飲めよ」

「いえ、私は――」

「こういう時は付き合うもんだろ」

　隣に座る私の腕を引き寄せ、強引に肩を抱く。そして私の手から酒器を奪うと杯を持たせる。

　なみなみと注がれるお酒。有無を言わさない瞳。飲まざるを得ない雰囲気。

　もう、知らないっ。

　舐めるように口をつけた。

　と――。

「あれ？　美味しい」

「純米大吟醸だからな。口当たりいいだろ？　それが曲くせ者ものなんだけどな……」

　蓮水さんの言うとおり、それはフルーティで後味もよくとても飲みやすい。少し白ワインの風味にも似ている。

　蓮水さんが誰かにメールを打っている間に、自分で注いで一杯飲んでみた。

　やっぱり美味しい。そう言えば喉渇いてたし……もう一杯。

「こら、飲み過ぎだ!!」

「大丈夫大丈夫、だってこれすごく飲みやすいし」

　お料理も、どれもとっても上品で綺麗で、それに美味しい。やっぱり京都ってお洒落な大人の町だなぁ。

　と私はしばらく上機嫌だったのだが、約三十分後。

　あれ、なんだかふわふわしてきた。とても楽しい気分なのに、身体が動かしにくい。

　姿勢を直そうとしたら、ぐらりと身体が揺れる。そのまま蓮水さんにもたれかかってしまったから慌てて体を起こそうとしたけど、今度は目が回ってしまう。

「言わんこっちゃない……」

「私、なんかヘンですね」

「酔っ払ってるだけだろ。足に来るんだよ、日本酒は」

「酔ってなんか、あっ」

　無理に起き上がろうとしたら、畳に倒れ込んでしまった。ころん、と身体が転がる。

「はぁ、今度は酔っぱらいかよ」

　うんざりしたような蓮水さんが立ち上がった。奥の部屋に行ったかと思ったら、すぐに戻ってきて、ひょいと私を抱き上げる。

「わぁっ」

「暴れるな」

　そう言いながら運ばれた部屋に敷かれる、ひと組の布団。

　えっ？

　なんでお布団？

　不思議に思って蓮水さんを見上げると、目を逸らした蓮水さんが優しい仕草で私をその上に下ろした。

「えっ？　泊まるの？」

「女将に休憩って言っただろ」

「だったらなんで布団……」

「だから、そういう場所なの」

「えっ？」

　仰向けに寝転がった私の顔の横に、覆いかぶさるように蓮水さんが両手をついた。上から見下ろす浴衣姿の蓮水さんは、胸元が少し着崩れて肌が見え過ぎている。

　相変わらず、いや今日はいつも以上の半端ない色気を放っていて、否が応でもドキドキしてしまう。

「着崩れた浴衣、酔っ払って潤んだ瞳、それに素足の包帯。これって俺、誘われてんのか」

「えっ？」

「今日は昼の本番のあと、打ち合わせ二本と番宣の撮りまでやって、やっと京都に着いたらこれ着せられて、その上迷子を回収して背負ってやってきたのがこういう場所？　男って疲れてる時、無性にやりたくなるってお前知ってた？」

　やりたくなる!?

　あわわと慌てる私をしばらく見下ろしたあと、蓮水さんは悪戯っぽく笑った。

「ばーか。いくらなんでも今日お前になんかしたら、キョウコさんに合わせる顔がないよ」

　そう言いながら私を見下ろす、黒く濡れた瞳に見つめられて、なぜだか胸が苦しくなった。

　お酒……のせいなのかな。胸がドキドキして、蓮水さんの顔をまともに見られない。酔っ払ってるせい？

　ぐるぐる目が回るのは少し治まってきて、その代わりに頬が熱く火照る。不意に喉の渇きを覚えた私は、水を飲もうと半身を起こした。

「もう少し休んどけよ」

「あの、お水を……」

「あぁ……」

　蓮水さんは立ち上がって、部屋の冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出した。そしてペットボトルの蓋を取ると、なぜか一気に口に含む。

　そして私の背中に腕を回すと、もう片方の手で顎を押さえて唇を押し付けた。

　その唐突な行動にとっさに手で胸を押したけど、蓮水さんはビクともしない。片方の手で頬を押さえられて身動きが取れない。

「んっ……」

　口の中に注がれる、ぬるい水。唇の端から、溢れていくのが分かる。私は息苦しさに耐えながら、それを飲み込んだ。

　喉がゴクリと音を鳴らす。もう水は残っていないはずなのに、蓮水さんの唇はまだ何かを探すように触れてくる。

　強引に捕らえられたはずなのに、いつの間にか応じてしまう。肌がざわざわして、どこもかしこも、いつもより敏感になっているのを感じる。

　しばらくして離れた唇。

　名残惜しいような、説明できない感覚に戸惑いながら、無意識に蓮水さんの浴衣の胸を掴んだ。

「なに？」

　私の気持ちを、私以上に知っているように、挑発的な蓮水さん。

「ちゃんとお前の口から言って。どうして欲しいのか」

　切れ長の瞳が意地悪く光った。濡れた唇にドキリとする。

「……お水を、もっと、ください……」

　酔っ払っているせいなのか、普段とても恥ずかしくて言えないようなことを口にしてしまう。

　その言葉に一瞬目を見開いた蓮水さんに、性急な仕草で引き寄せられた。水を含んだ唇が私の唇を奪い、口移しで飲ませたあともさらに押し入り貪られる。

　今度はさっきより貪欲に、唇ごと食べられ、息もできないくらい激しい。

　息苦しさに思わず漏れる声。それの呼応するように、ますます激しくなる蓮水さんのキス。

　蕩けそうに甘い時間が過ぎて、ようやく唇が離れた。

「これ以上は、ちょっとマズイな」

　その言葉の意味が分からなくて、何よりも、もっとそれを欲しがっている自分に戸惑って。じっと見つめる私に、やれやれという顔で蓮水さんが微笑む。

「唇だけじゃ済まなくなる。今日はどこにも痕つけられないからな。保護者の目があるから、さすがに」

　そのまま広い胸に閉じ込められて、髪に口づけられる。そして短くついたため息。

「このまま泊まりたいな……」

　呟くように言った蓮水さんにしがみつき、胸に顔を埋める。

　胸がいっぱいって、こんな感じなのかな。

　ドキドキと、切なさと、説明ができない、ちょっと怖いくらいに膨らんだ気持ち。

　それと同時に頭に浮かんだ、さっきからずっと気にかかっていたことを聞いてみた。

「蓮水さん、草履屋さんに一緒に行った女優さんって」

「あれはああいう番組だから」

「私も偶然見ていて、蓮水さんが下駄を買ってあげて」

「すべてディレクターの指示だ」

「でも」

「あぁ、もう、うるさい」

　遮るように塞がれる唇。それから、頬にも、額にも、こめかみにもキスの嵐。

　両手に頬を包まれて。じっと見つめる瞳は困惑に揺れて、見たことのない蓮水さんがいる。

　その余裕のなさが愛しい。

「茉莉花……」

　蕩けそうに甘いテノールが私を呼ぶ。

　そして私が呼ぼうとした名前は、またその唇で塞がれてしまった。




　次の日の朝、起きるとすでに蓮水さんたちの姿は無かった。始発の新幹線でもう東京に戻ったらしい。

「茉莉花、明日の朝帰る？　それとも今日？」

　珍しくパンと紅茶の朝食。キョウコさんがラズベリーのベーグルをちぎりながら私を見やる。

「来週の撮影のことでやっておきたいことがあるの。だから今日の午後には出ようかな」

　あらそう、とさらりと相槌を打つキョウコさん。

「でもねぇ、昨夜、蓮水さんにお姫様抱っこされて茉莉花が帰ってきた時には、ちょっと羨ましかったわぁ」

　意味ありげに微笑むキョウコさんの言葉に、ベーグルが喉に詰まりそうになる。

　結局私は帰りのタクシーで眠ってしまって、蓮水さんと挨拶もできていないのだけれど。

「だけど、怪我をして電話も繋がらないのに、それで花見小路なんかで蓮水さん、よう見つけはったねぇ」

　アールグレイのストレートティーを飲みながら、キョウコさんが微笑んだ。

「あのね祇園さんのご利益だと思う」

「ご利益？」

「迷子のお守りを買ったの。だからね、迷子になっても蓮水さんに会えたのかも」

　私の言葉に、キョウコさんが微笑んだ。

「そのお守り、大事にしときなさい。いつか道に迷ってもちゃんと正しい場所へたどり着けるように、またきっと助けてくれはるわ」










恋愛修業が足りません




　二、三日留守にしただけなのに、部屋の空気が澱よどんでいる。

　上空百メートルの南北の窓を開放すると、途端に新鮮な空気が辺りを満たし何もかもが生まれ変わる。

　足の腫れはほとんど引いていたのだけれど、『無理は禁物』とキョウコさんに言われたとおり、やっぱり少し距離を歩くとまだ痛みがある。大人しく東京駅からタクシーで帰ってきて正解だった。

　簡単な旅の後片付けをしてホッとひと息ついたときには、もう夕方の五時を過ぎていた。

　私は紅茶の入ったマグカップを片手に、パソコンに向かう。

　毎週金曜日にあるキョウコさんの生放送、それと私の収録が蓮水さんのスケジュールによって月曜日か火曜日の午後。

　それに八月にはキョウコさんの料理教室兼トークショーを開催するなど、細こま々ごまと予定が入っている。

　それぞれの料理のレシピ、必要な書類、アシスタントに来てもらう人の調整などを済ませてしまうと、私はノートパソコンを閉じた。

　京都での時間が終わり、また東京の日常に戻った。

　今はここが私の家だ。かりそめの我が家ではあるけれど、それでも十分過ぎるくらいの安らぎを与えてもらっている。

　ここへはあまり荷物を持ってきていなかった。必要最低限の衣類、身の回りのものと大切な思い出の品を持ってきたぐらいだ。

　急な引っ越しだったから、大半の荷物が、田でん園えん調ちょう布ふの実家に残っている。

『自立して生活できない者が口答えするな』がパパの口癖だった。

　キョウコさんからお給料は頂いていたが、この部屋の家賃は納めていない。それに食費や光熱費などはキョウコさん持ちだ。

　確かに自立というにはほど遠い。ここから出ていけと言われることは無いだろうけれど、少しでもお金を入れられたら……と思う今日この頃。

　大学を卒業した時から、実家に戻るようパパに言われていた。その意向に逆らって私はここにいる。

　大体、『家を出る』と言った時にも、すったもんだあった。ここに居候することも、キョウコさんの口添えがあってようやく許されたことだ。

　それも『大学の間だけ』という条件付きだったのだから、パパの機嫌が悪いのも仕方が無いことかも知れない。

　だけど、家に戻れば、私にも涼透先輩のように会社の利益のためだけの縁談が進められることは目に見えていた。

　結婚、とか、まだ具体的に考えたことは無いけれど、やっぱり私は心から愛する人と一緒にいたい。

　ふと、昨日蓮水さんと交わしたキスを思い出した。自然と体温が上がって、心臓がドキドキする。

　祇園囃子に包まれていた夜。

　うだるような京都特有の暑さ。

　祇園祭が終わると京都には本格的な夏が訪れる、と言われているけれど、東京の湿度とはやっぱりまるで違う。

　私と蓮水さんとの湿度も、まったく違っていた。

　昨夜の記憶は、終わりの方があやふやだけど、かなり濃密な時間だった気がする。

　酔っ払っていたとはいえ、かなり大胆なことを言った気も……。

　頭の中を占領する蓮水さんとの記憶を一旦熱いシャワーで洗い流すと、体も頭も少しさっぱりした気分になった。

　あとは、軽く何かお腹に入れて、ゆっくりしよう。冷蔵庫の在庫を確認すると、何種類かまともなものが作れそうだ。

　蓮水さんはどうしているのかな。ふとそんな考えがよぎる。

　かなり仕事が立て込んでいると言っていた蓮水さん。そんなに忙しい中、京都に来てくれた。その上迷子にまでなって、大迷惑をかけてしまって。

　スマホを無くしてしまった私に、蓮水さんがくれた、予備のスマホ。

　――すぐに俺に繋がるように――。

　言われたとおりに、指が勝手に動いていた。




　結局、いつもより早く帰宅していた蓮水さんが、家に食事に来てくれることになった。

　よく考えたら、いつもスタジオでは一緒に料理をしているけれど、蓮水さんのためだけに何かを作るなんて初めてのことだ。なんだか、ちょっと緊張する。

　まずはビールなのかな。

　冷蔵庫で冷やしておいたグラスをコースターに乗せた。

「キョウコさんの留守に上がり込んで良かったの？」

　まだ濡れた髪のまま、ラフな部屋着。こういう姿を見たのは、最初に部屋に泊まった日以来だ。

「今日、もし蓮水さんがいたら一緒に食べるようにってこれも持たされちゃったから、それは大丈夫です」

　テーブルには鱧の落とし。ここは正統派の梅肉ダレにしてみた。あとは冷蔵庫の残りものだけれど、忙しくて疲れていそうな蓮水さんのために口当たりと消化のいいものにした。

　ビールを飲みながら、黙々と箸を進める蓮水さん。

「あのぉ、何か感想とかは……」

「そんなこと言ったら、番組に差し障るだろ。あの番組は、茉莉花が俺の好みを探りながら作るっていうコンセプトなんだから」

「それはそうだけど、ちょっとくらい何か無いんですか？」

「こうやって食べてることが答えだろ。その辺りは察しろ」

　蓮水さんがチラリと足元に視線を移す。

「足、もう大丈夫なのか」

「はい、たくさん歩くとまだ少し痛むけど、腫れも引いてきましたし」

　蓮水さんはやっぱり疲れたような顔をしていて、それが少し心配になった。

「お仕事、忙しいんですか？」

「別に、普通だけど。いつもこんな感じだから。なんで？」

「……今日はあまり喋らないから」

「……」

　それには答えず、蓮水さんが視線をベランダに移す。高層階の窓からは、都心の夜景がまるで宝石のように瞬いていて見える。いつもは見慣れた景色だけれど、こうやって蓮水さんとふたりでいると、なんだか特別なもののように思えた。

　沈黙が流れる。

　今日の蓮水さんはとても無口だ。

　仕事が立て込んでいると言っていたから、疲れているのかも知れないと思った。

　その上、無理をして来てくれた京都で私が迷子になったり、怪我をして背負わせたりとさらに疲れさせた結果になってしまった。

　呆れられたかな。

　子供だと思われたかな。

　昨日あんなに近かった距離が今日はとても遠く感じられて、寂しさが押し寄せてくる。

　不機嫌そうにグラスを口に運ぶ蓮水さん。

　やっぱり、食事になんて誘わない方が良かったのかな。

　ちょっと泣きそうになる自分を持ちこたえて簡単に食器を片付けると、食べやすくカットしたフルーツの器を並べる。

「蓮水さん、疲れてるのに、食事に付き合ってもらってすみません。お食事済まされたら早くお部屋に戻って、今日はゆっくり寝てくださいね」

「……そうだな」

　そう言って立ち上がった蓮水さんは、「ご馳走さま」と、こっちを見ることもなく部屋を出ていこうとする。

　私は思わず、蓮水さんのシャツの裾を掴んでしまっていた。

「……何？」

　振り向きもしない。そんなそっけない態度に、我慢できずに涙が溢れる。

「何か、怒ってるんですか？」

　涙声の私に、はっとした蓮水さんが振り返る。

「昨日忙しくさせてしまったから、今日はゆっくりご飯が食べられたらって思って。だけど蓮水さんにはご迷惑だったんですね。ごめんなさい。忙しいのに、私、なんか空気読めなくて」

　蓮水さんは住む世界が違う人。昨日みたいに女の人と触れ合うことなんて、日常茶飯事なのかも知れない。

　私の勘違いなんだ。

　あんなこと、蓮水さんにとってはよくあることなんだ。

　蓮水さんとは、お仕事のパートナー。しっかりしなくちゃ。

　私は涙を手のひらで拭うと、わざと明るい声で言った。

「ごめんなさい。なんか、私、ちょっと面倒くさいですね。大丈夫、お仕事はちゃんとしますから」

　そう言って離そうとした手を、今度は蓮水さんが強く掴む。そしてその顔が、苦しげに歪んだ。

「蓮水さん……？」

「茉莉花は何も悪くない。俺の問題だから……」

　手のひらで額を押さえながら立ち尽くす蓮水さん。そのただならぬ感じに、不意に不安が押し寄せる。

「もしかして、体調悪いんですか？　ちょっと熱、計ってみますか？」

　体温計を探しにいこうとするけれど、蓮水さんが掴んだままの腕を離さない。

「待っててください。今体温計を――」

「違うんだ……」

「椅子に座っててください。もしかして夏風邪かも」

「あぁ、もう!!」

　苛立ったように叫んだ蓮水さんに不意に抱きすくめられる。身動きできないほどの強い力。

「……こんなに美味い飯用意されて、グラスまで冷えてて、お前が一緒で。迷惑なわけないだろ」

「だって、すごい不機嫌……」

「だからってイチイチ泣くな。うっとおしい」

「なっ……」

　うっとおしい、と言われてますます涙が溢れてしまう。

　やっぱり迷惑なんだ。

　嫌がられてるんだ。

　蓮水さんの腕から逃れようとしたけれど、その腕はより強く私を抱きしめる。

「もうっ帰ったらいいじゃないですかっ……。うっとおしいなら、私に構わないでっ」

　泣きながらその腕を払いのけようともがいた。渾身の力で胸を押したけど、まったくびくともしない。

　なおも力を緩めない蓮水さんに腹が立って、手も足も身体中使って抵抗を続けていたら、足がもつれて床に倒れ込んだ。

　蓮水さんの手が私の頭を抱きしめて、気がついた時には蓮水さんの上に私が乗っかる格好になっていた。

「わぁっ」

　慌てて離れようとする私の身体には、蓮水さんの腕がしっかり回されて身動きが取れない。

「ごめんなさいっ、あのっ……」

「ホントに騒がしいな、お前は」

　仰向けに寝転んだまま、目を閉じる蓮水さん。その優しい手がそっと私の髪を梳く。

　そして僅かな沈黙のあと、蓮水さんが呟いた。

「自信が、無いんだ……」

「自信……？」

「茉莉花と、今こうしてふたりきりでいるのも、怖い」

「怖い……？」

　蓮水さんの両手に包み込まれたまま、とても近い距離で目が合った。真剣な瞳に胸が波打つ。

「無理やりにでも、自分のものにしてしまいたくなる」

　その言葉の意味を理解するのに、少し時間がかかった。次の瞬間、かあっと顔に血が上る。

「え？　あのっ？」

　思い切り動揺する私とは裏腹に、蓮水さんが苦しげにため息をついた。

「抱きしめて、キスして、服を脱がして身体中に俺を刻んで」

　髪に触れていた手がするりと離れて、力なく下ろされる。

「お前が嫌だって泣き叫んでも、離してやれないかも知れない」

　蓮水さんの声が頼りなく掠れた。

「最近お前には色々あったから、無理強いさせるつもりはないんだ。待つつもりなのに……。なのに、コントロールできない。自分の感情を……」

　片方の手で目を覆う蓮水さん。

　そんなことを思っていてくれたの？

　私の気持ちを、考えてくれていたの？

　涼透先輩に力で押さえつけられたあの時、恐怖を感じたのは事実だった。

　男の人の力は強い。力で抗うことは到底できない。

　だけど、いつもぞんざいな言葉を吐きながら、蓮水さんは私のことを見ていてくれる。

　そしていつもその手は、とても大切そうに私を抱きしめる。

　キスは優しくて、時には怖いくらい激しくて、私を甘く蕩けさせる。

　身体を起こしてそっと蓮水さんの頬に触れた。温かい頬に。

「それって、私を好きってことですか」

「ばっ」

　私の言葉に弾かれるように、蓮水さんが顔を上げた。その顔が僅かに紅潮している。

　蓮水さんのこんな顔、きっと滅多に見られない。

　すうっと心が澄んだ。

　大きく膨らんだ、正体の分からない気持ち。

　溢れ出しそうで、押しつぶされそうで、それでいてとても愛しい。

「私は、好きです。蓮水さんのこと」

　蓮水さんの目が大きく見開かれる。

「私も触りたい、蓮水さんに。もっともっと、たくさん」




　足早に手を引かれて、蓮水さんの部屋に入った。

　そのまま扉に押し付けられて、かみつくようなキスをされる。

　その手はもどかしそうに私の身体をたどり、一秒すら惜しむように、着ているものを剥ぎ取られる。

「は、蓮水さん……」

　床に崩れ落ちるとそのまま組み伏せられる。

　せわしなく身体中を滑り落ちる手と唇。

　まだ湿った髪を梳くと、はっとした表情で見つめられる。

　その余裕のない瞳にまた愛しさを感じて、そっと頬に触れた。

「茉莉花……」

　じっと見つめると、やっと笑った蓮水さんの瞳に私が映る。

　抱き上げられると、そのままベッドに運ばれた。




　私から、蓮水さんから。溢れ出した想いに、胸が苦しい。

　逃れようとする身体は逞しい腕に絡め取られて、まるで蜘蛛の巣に囚われた蝶みたいに、ゆっくりと時間をかけて追い詰められる。

　触れられていない場所はもうどこにもないくらい、蓮水さんの唇が身体中を余すところなく這う。

　甘く疼くような感覚は苦痛と背中合わせで、私は酸素を求めて水槽の中で喘ぐ金魚みたいに、浅い息を繰り返す。

　何度も何度も、まるで砂浜に寄せては返す波のように訪れる、そして痛み。

　あやすように落とされる優しいキス。

「茉莉花、力、抜いて……」

　息ができない。

「ちゃんと息をして、俺のこと見て」

　大切なものに触れるように、包み込まれる。

　そして繋がれる。

　私の中は、蓮水さんでいっぱいになっていく。

　苦しくて、熱くて。

　繋がれた部分が甘く滲んで、溶け合っていく。

　まるで海と空が溶け合うみたいに。

　――きっとこれが、愛し合うということ。




　真っ白な視界から浮かび上がる、眩しい光が満ちた部屋。前にも、同じように目覚めたことがあった気がする。

　あれはキョウコさんが怪我をした時だ。体調が悪くなった私を、蓮水さんがここへ連れてきた日。

　何度か瞬きして周囲を見渡すと、すぐそばにまだ眠る蓮水さんがいる。

　彫りの深い、端正な顔。

　まつげが長いなぁ。

　それから、夕べ私をこれでもかと翻弄した唇。

　柔らかなそれを、そっと指でなぞってみる。

　昨夜はずっと蓮水さんと、嵐の中で揺れる小さな舟みたいにベッドの上を彷徨っていた。

　信じられないくらいに優しかった蓮水さん。

　だけど、あんなに何もかもが、執拗に繰り返されるものだなんて……知らなかった。

　昨夜の、あんなことやこんなことが脳裏に浮かび、思わず赤面してしまう。

「ん……」

　蓮水さんの手が私を探し出す。身体ごと引き寄せられ、腕の中に閉じ込められた。

　私より少し高い体温。その裸の胸に顔を埋めていたら、心臓の音が伝わってくる。そっと指先で鼓動の位置を確かめた。

「なに……？」

「蓮水さんの心臓の音、ドキドキって」

　大きな手に包み込まれるように指を絡め取られると、逞しい身体に組み敷かれる。

「昨日からドキドキさせられっぱなしだ」

　触れるだけだったキスは、いつの間にか角度を変えられ、深みを増していく。

　肌の上を滑る手。唇から首筋へと移っていく唇。

　昨夜たくさん甘やかされた身体は、自然に蓮水さんを受け入れてしまう。

「やっ……蓮水さ……」

　やめて、と懇願する私に、見下ろす瞳がねだるように細められる。

「まだ全然足りないんだ。……ダメ？」










秘密の過去




　空と海が溶け合う場所。

　その狭間の色が好き。

　中学の頃、涼透先輩に言ったら、『それって水平線のことだろ？』って笑われてしまったけど。

　上手く言えないけれど、水平線とは違う。

　空よりも海よりも、綺麗な色――。




　今回の『恭一郎の今日のご飯なに？　～茉莉花の花嫁修業～』の収録は、蓮水さんと野外での撮影だ。

　ロケ地はひなびた海沿いの温泉町。食材は海のもの、山のものが揃う、料理番組としては絶好のロケーションだ。

　今回は漁港で食材を調達し、農家で野菜を分けてもらう交渉までを私がひとりでやるという。これも家計を預かる賢い妻になるための、花嫁修業のひとつらしい。

「わらしべ長者みたいに食材を手に入れていくんですね……」

「あなたは私の新妻という設定なんですから、これくらいやれないようでは視聴者の皆様を納得させられませんよ。なかには姑気分で見てくださっている方もいらっしゃるんですからね。それに今はテレビに出るなら、なんでもやれなきゃいけない時代なんですよ。アイドルですら、バラエティで汚れた笑いを取るんですから。とにかく一生懸命、死に物狂いで頑張ってくださいね」

「そんなの、蓮水さんの方が得意じゃないですかっ。お喋りすることがお仕事なんだからっ。それに妻ばっかりじゃなくて、夫にも手伝ってもらいたいです！」

「だから～。あなたはいつまでたっても分かってないですね。私がやったんじゃ、あざといんですよ。世間の皆さんは、小野田先生とか近藤アナとか、見かけ小動物みたいな弱々しい生き物の方が、同情心が湧くってもんなんですよ」

　いつもの調子で散々蓮水さんにダメ出しをされて、恐る恐る出かけた私だけど、出会った人が本当にいい人ばかりで、ロケは意外にスムーズに進んだ。

　それに手に入る食材は新鮮でキラキラしていて、料理する前から絶対美味しいって確信できた。

　おじいちゃん、おばあちゃん、はたまた漁師さんやお母さんたち。

　それぞれ皆さん、地元の自然や食材に誇りを持っていて、それはその土地に根付いた調理方法で食べるのが、一番美味しくて。

　土地を歩いて出会った人たちは大抵皆が知り合いで、最終的には大きな農家のお座敷で、大宴会になってしまった。

　最初は知らない人同士でも、一緒に料理をしたりご飯を食べたりしているうち、自然と分かり合えるから不思議。

　人と人との繋がりっていいなぁ、と今回はつくづく感じる。

　私の料理も、まぁまぁよくできたと思う。

　この日のために魚をさばく特訓をキョウコさんにしてもらい、京都特有の繊細な料理を幾種類かマスターしてきた。

　知り合った方々にも喜んでもらえたし、地元ならではの調理法も教えて頂き、和食の基本と融合してのお料理を紹介できたと思う。

　これは、蓮水さんが事前に予行演習をさせてくれていたのが大きかったな。

　今日も相変わらずのツッコミであわあわさせられたけど、最後に美味しい食事を皆で食べた時の蓮水さん、すごく楽しそうだった。

　蓮水さんの笑顔を見られるのが、今はとても嬉しい。

　そんなわけで、初のロケを充実感いっぱいで終えた私は、スタッフの皆さんと宿泊する旅館に帰ってきた。

　今回のカメラマンは、カイトくんとアシスタントの奈々ちゃん。女性は私と奈々ちゃんだけなので、ふたりで旅館の同じ部屋に泊まることになった。蓮水さんはカイトくんと同じ部屋だ。

　お風呂に入ってようやくひと安心、のんびりくつろいでいるところに、蓮水さんからお誘いの電話があった。

「ちょっと散歩でもする？」

　もう九時を過ぎていたけれど、少しだけ、と奈々ちゃんを誘ってロビーに向かう。

　蓮水さんとカイトくんはもう来ていて、お土産を物色中だ。

「茉莉花～。蓮水っちがいじめる」

　カイトくんが大げさに私に抱きついて、肩の上に頭を乗せる。

　それを見て眉間に皺を寄せる蓮水さんと、その反応を楽しむようなカイトくん。

　あれ以来、週末は蓮水さんの部屋で過ごすことが多くなっていた。

　相変わらず、肝心なことは何も言わない蓮水さん。それに、やっぱり蓮水さんは有名人で、私たちのこともあまり軽はずみには言えない。

　だけど唯一、キョウコさんには、蓮水さんから連絡をしたみたいだ。

　なんて言ったの？って聞いても、キョウコさんも蓮水さんも教えてくれない。

　でも、キョウコさんが『これで少し安心できる』言ってくれたのがちょっと嬉しかった。

「カイト、それってセクハラだから」

　未だに私の肩に頭をグリグリしてくるカイトくんに、蓮水さんが冷たく言い放った。

「ちがーう。セクハラは嫌がる人にするのがセクハラ。嫌がってない人にしても、セクハラじゃないし。茉莉花は嫌がってないよね!?」

「嫌じゃないですけど、近寄りすぎるのは女性に対して失礼ですよ？」

「親愛の気持ちの表現ってヤツ？」

　イラッとした表情の蓮水さんが、カイトくんの襟首を掴んで乱暴に引き離した。カイトくんはまだクスクス笑っている。

　そんな様子を、黙って見ている奈々ちゃん。

　奈々ちゃんは暇さえあればカイトくんを見ていて、大きな目が切なげに潤んでいるから、カイトくんのこと好きなんだなってすぐ分かる。

　こういうバレバレな感じって、奈々ちゃんみたいな子がするとすごく可愛いなぁ。

　奈々ちゃんは細くてちっちゃくて、ショートカットが縁取る小さな顔には、大きな黒目がちな目と綺麗な高い鼻と形のいい唇がバランスよく配置されていて、簡単に言うとすごい美人さんだ。

　裏方さんにはあまりいないタイプだから、スタッフさんの間でモテモテらしい、と近藤情報で知っていた。

　肝心のカイトくんは、まるで気づいてないって感じなんだけど。

　それでも、いつもより元気が無くて口数の少ない奈々ちゃんの様子を、もっときちんと見てあげるべきだったのかも知れない。

　事件は、突然起こった。

　四人で夜の海辺を歩いていると、突然奈々ちゃんが立ち止まった。すごく思いつめた顔をしている。

　もう何もかもが嫌になった、そんな感じだったのかも知れない。

「カイトさんって、昔モデルだったんですよね」

　唐突なその発言に、カイトくんだけじゃなく蓮水さんまでもが固まった。私以外の三人にピリピリした緊張が走ったことを、わけも分からず感じる。

「えっ？　そうなの？」

「うん……まぁ……」

　曖昧に誤魔化すカイトくんに、奈々ちゃんが続けた。

「私、姉がいて。年が十歳くらい離れてるんですけど、その姉が実はおふたりと同じ高校だったんですよね。学年は違うんですけど。でもカイトさんも蓮水さんも有名だったみたいだから」

「そうなんだ。何でも詳しいんだな」

　カイトくんがまっすぐに奈々ちゃんを見た。淡々とした、とても冷たい表情をしている。まるで関心無い……そんな拒絶のオーラ。

　一方奈々ちゃんは、カイトくんとは反対にとても思いつめた表情をしている。痛いくらいの危機感を感じるその場の空気に、私は思わず奈々ちゃんの腕に触れた。

「奈々ちゃん……？」

「カイトさんは茉莉花さんのこと、好きですよね」

　へ？　そこでなんで私？　唐突なその発言に、慌てて奈々ちゃんの顔を覗き込む。

「奈々ちゃん、何か誤解してるよ」

「いえ、そうじゃなくて、茉莉花さんも知らないことがあるんです」

　奈々ちゃんの顔が硬く強ばっている。今にも崩れ落ちそうな表情は、痛々しいくらい恋する女の子だ。

「私、もう何回もカイトさんに好きって告白してるのに、いつも誤魔化されてて。そういうのもう限界なんです。真剣なのに。ちゃんとずっと好きなのに」

　唇をふるわせて言葉を吐き出す奈々ちゃん。その本気モードに圧倒される。

　そうなのか。告白してたのか。

　それに反して、カイトくんの表情はどんどん冷たくなる。

　奈々ちゃんのやり方も掟破りだとは思うけど、カイトくんはカイトくんで冷た過ぎるんじゃ……。大好きな相手にそんな態度されたら、誰だって打ちのめされちゃうよ。

　それでも恋する女の力は絶大だった。彼女が意図したことでは無かったけれど、このあと蓮水さんとカイトくんの止まっていた時計を、動かしてしまったのだから。

「カイトさんも蓮水さんもずるいです。茉莉花さんのことも誤魔化してる。そういうの、茉莉花さんにも失礼だと思います」

「え？　私？」

　なんでまた私？　それに蓮水さんがずるい？

「姉の持ってた雑誌に、カイトさんと妹さんが写ってる写真がありました。カイトさんの亡くなった双子の妹さん、茉莉花さんにそっくりじゃないですか。それっておふたりとも、茉莉花さんをその人の身代わりにしてるってことじゃないんですか」

　その言葉に、カイトくんの表情が変わった。こんな風に苛立ちを隠さないカイトくんを、初めて見た気がする。

「紫し苑おんのことを知ってるの？　だけど俺も蓮水っちも茉莉花を誰の身代わりにもしてないし、大体君にプライベートを詮索されて、あれこれ言われる筋合いはないよ」

　しおんさん？　カイトくんに双子の妹さん？　亡くなった？

　初めて聞く話だ。

　それに身代わりって何？

　さすがに鈍感な私も、何か事情があることを悟った。そしてその事情を、私だけが知らないということも――。

　蓮水さんはいつものクールな表情のままだったけれど、奈々ちゃんに掴みかからんばかりのカイトくんを諌いさめると、小さくため息をついて奈々ちゃんに歩み寄った。

「奈々ちゃん、だったかな？　ちょっと落ち着こうか。明日もまだ撮影あるし、仕事だから、ね？」

　蓮水さんのいたわるような声に、張り詰めた空気が緩んでいく。

　途端に泣き出す奈々ちゃん。冷たく凍りついたままのカイトくん。これ以上ここで話すのは無理って判断した蓮水さんが、奈々ちゃんを連れて先に旅館に戻った。




「カイトくん……」

　防波堤に座って夜の海を見ているカイトくん。何とかよじ登ってその隣に座る。

　暗がりの中でも分かるカイトくんの悲しげな表情を、いつか見たことがあった。それは私の部屋で、風に踊る髪に触れたあの時と同じだ。

　――何もかもでき過ぎなんだ――そう言って悲しい目をしたカイトくん。

「いつかは話さなくちゃいけないって分かってたんだけど。人から先に言われるのって、最悪のパターンだよね」

　遠くに視線を馳せながら、カイトくんが呟く。

「あの子にああいうこと言わせたのって俺のせいだよね。それで茉莉花にも蓮水っちにも迷惑かけた。ほんとごめん」

　いつも揺らぐことのないカイトくんがとても頼りなげに見えて、私はその肩をそっと抱いた。

「何から話せばいいかな。紫苑っていうのは俺の双子の妹なんだけど。紫苑は生まれつき心臓に重い病気があってさ。ずーっと運動はできなかったの。体育もダメだし、遠足も、修学旅行も全部ダメ。だから中学の時は俺と蓮水っちでおぶって、色んなとこに連れてったなぁ。まぁ、あいつ軽かったから……」

　視線の先には闇に溶ける夜の海。ただ打ち寄せる波の音だけが聞こえる。

「でね、いつの間にかふたりは付き合ってたの。俺も知らない間に。……いや、気づいてたかな。俺が妬けるくらい、相思相愛だったから。だから紫苑が十七歳で亡くなったあとあいつは抜け殻みたいになって、ちょっと荒れた時期もあったのかな、女性関係とかでも。ごめん、俺、茉莉花にひどい話してるね」

　十七歳で亡くなった蓮水さんの好きだった人。それがカイトくんの妹さん。

　突然の話に、私の頭は上手くついていけなかった。

　ふたりの年齢からすると、十四年も前のことになる。もう随分前のことだ。

　それでもその人は、今でも蓮水さんやカイトくんの心に深く刻み込まれている。

　脳裏を、最初に蓮水さんの部屋に泊まった時のことがよぎっていた。

　――お願いだからもう少しこのままで――そう言って私を抱きしめた蓮水さん。

　その切なげな瞳を思い出す。

　蓮水さんは私の中にその人を見ていた？　だからあの時私を……。

「茉莉花？」

　黙り込んだ私をカイトくんが覗き込む。

　嫌だ。私よりも奥深く、蓮水さんの心に住む人がいるなんて。

　その人に似ているから、私と一緒にいるなんて。

「私はその人じゃない。私は茉莉花だよ」

　目の先にあるはずの海は夜の帳に包まれて、その存在すらあやふやだ。

　今日あれほど美しく輝いて、人々の心を高揚させていたというのに。




　旅館に帰ると、蓮水さんがロビーで待っていた。そこに奈々ちゃんの姿はない。

「とにかく彼女、仕事できる状態じゃないから帰したぞ。あしたはハンディだけだから、大丈夫だろ？」

「うん、何とかするよ。自業自得だし」

「自業自得っていうか、不可抗力っていうかだな」

　ちょっと疲れたように蓮水さんが言った。

「茉莉花には説明したけど、あとはお前がちゃんと話して」

　そう言うと、カイトくんは振り向きもせず部屋に帰っていった。

　蓮水さんと一緒に部屋に戻ると、すでに奈々ちゃんの荷物が無くなっている。

「奈々ちゃん、大丈夫なんですか？」

「ちょっと行けば駅前にビジネスホテルもあるし、本人はここにいたくなさそうだったから」

　蓮水さんは冷蔵庫からビールを取り出し、プルトップを開けて一気にあおった。蓮水さんにしては珍しい飲み方だ。いつもと違うその動揺が、今は胸に突き刺さる。

「隠してたわけじゃないんだ。ただ、いつ話そうってずっと考えてた」

　そう言ったあと、蓮水さんは「やっぱり言い訳だな」と言ってビールに口にする。

「私に似ているカイトくんの妹さん、蓮水さんの恋人……だったんですか」

　その言葉に蓮水さんの視線が揺れた。

　いつもは決して揺るがない瞳が乱れたことが苦しくて、胸がちぎれそうに痛む。

　蓮水さんが動揺するのが嫌だった。

　本当にその人のことを好きだったみたいで。

「そうだな。恋人っていっても、完全なプラトニックだったけど。紫苑の心臓は、愛し合うことには耐えられなかったから」

　愛し合うって、私たちがしているようなこと？

　キスはしたの？

　抱きしめたりしたの？

　頭の中に色々なことが浮かぶ。そんなことを考える自分を、とても醜いと思った。

『しおん』と呼んだ蓮水さんの声がとても優しくて、そんなことにすら反応してしまう。

　胸が押し潰されて息ができない。

　苦しい。澱んだ気持ち。濁った水のような。

　嫉妬。

「カイトの妹だったから、中学の時から一緒にいたけど、好きになったのは高校に入ってからだな。それからずっと一緒にいて、高校二年の冬に逝ってしまった。あの時は悲しかったな。俺の世界も終わったような気がして」

　蓮水さんが遠い目をする。時間を遡さかのぼって、その人と話をしているかのように。

「初めてキョウコさんが茉莉花を連れてきた時、本当に驚いた。紫苑が大人の女性になったらこんな感じかなって、想像してたとおりだったから。だけど茉莉花は俺が嫌いみたいで、あんまり話してくれなかったな」

「だって……蓮水さんがすごく意地悪だったから」

　そうだった？と、蓮水さんが笑う。

「意識し過ぎてたんだと思う」

　蓮水さんは残りのビールを飲んでしまうと、アルミ缶を握り潰した。あっけなく姿を変えた残骸。その儚さは、どこか今の私に似ている。

「正直、最初に茉莉花をうちに泊めた時、紫苑が戻ってきたと錯覚した。俺も混乱していて……。抱こうとしたらお前が痛がって、その時に我に返ったのかな。そこからは、お前も知っているとおりだ」

　あの時はお互いに気持ちなんか無かったけれど、その人の代わりに私の身体に触れたことが、それが悲しくて、許せなくて。

　怒っているはずなのに、ただ涙がこぼれ落ちる。

　そんな私に、蓮水さんが辛そうに視線を落とした。

「確かに最初は紫苑が生きてたらって、そんな風に思ったけど……。すぐに茉莉花は紫苑とは違うって気づいたんだ。大体、紫苑は茉莉花みたいに落ち着きがないことはなかったし、茉莉花みたいに減らず口も叩かないし、すぐに拗ねたり泣いたりしないし、用心深いやつだったから、転んだり迷子になったりすることも絶対にあり得ない」

　そっぽを向いて涙を流す私に手を伸ばしてくるから、身体を背けた。

　馬鹿にしてっ。

　蓮水さんなんて、もう知らないっ。

　抗議の言葉を探したけど、胸が締めつけられるだけで、何も出てこない。

「蛍を見にいった時」

　そう言いながら、蓮水さんの手が私を無理やり引き寄せる。背中から抱きしめられて、蓮水さんの声をすぐ近くに感じる。

「お前と蛍を見にいったとき、はっきり分かったんだ。茉莉花は紫苑とは違う。紫苑は死んでしまったけど、茉莉花は生きてるって」

　その言葉にはっとする。顔は見えないけれど、蓮水さんが泣いているような気がした。

「あの場所に紫苑を連れていったんだ。山道をおぶって、あの沢まで。高校生の俺にはあいつのためにそんなことくらいしかできなくて。蛍を見たことないって言ってたから……あいつは何でも諦めていたから。あの時もちょうど茉莉花と一緒に見た時みたいに、一斉に蛍が飛んだんだ。あいつ、もし死んだら蛍になって会いにくるなんて言うから、俺は返事をしなかった。自分の命が長くないって気づいてたのかもな。それ以来、あの場所へは行ってなかった。あそこで蛍を見たら、紫苑がほんとに死んじまったって認めるしかないような気がして。だから茉莉花とあの場所で蛍を見た時、十四年経って初めて紫苑にさよならが言えた気がしたよ」

　ふうっとため息をついた蓮水さんが、耳元でぎこちなく笑った。

「上手く言えないんだけど、そういう感じ？」

　蓮水さんがその人と過ごした日々が脳裏に浮かんだ。その瞬間、激しい嫉妬とともに分かった気がした。

　私が涼透先輩と過ごした時間。それも私にとっては、消すことのできない時間だった。

　叶わない恋だったけど。ううん、叶わない恋だったから。

　思い出は、鮮やかすぎて――。

「その人のこと、愛してたんですね」

　泣きながら呟く私の言葉に、蓮水さんの声が翳る。

「今は、茉莉花を愛してるよ。もう、どうにかなりそうなくらい」

　茉莉花を愛してる、なんて。

　好き、なんて絶対言わない蓮水さんの『アイシテル』は、私の心に音もなく忍び込んで、その甘い毒で内側から浸食される。

　許せないのに。

　なじりたいのに。

　ゆっくりと畳に押し倒されて唇が塞がれる。

　キスで何かが埋められるの？

　繋がることで、何かが変わるの？

「泣かせてばかりだな、俺は……」

　涙をキスで拭いながら、蓮水さんが呟く。

「だけど、もう絶対に失いたくないんだ」

　いつの間にか激しくなった息が、肌に熱くかかる。

　白い蛍光灯の下で、私の身体と蓮水さんの身体が重なって、少しずつ欠けていた部分が重なっていく。

　私と蓮水さんは、紫苑さんと蓮水さんとは違う。

　私と蓮水さんは、私と涼透先輩とは違う。

　時の流れの残酷さは、誰の手にも止められないのに――。

　何かを恐れるように私を求める蓮水さんの手を、どうしても放すことはできなかった。




　次の日は午前中に散策風景を撮って撮影は終了だった。ハンディカメラをひとりで二台持って、カイトくんが私たちを撮る。

「一台こっちで持ちましょうか？」

「いや、小野田先生が持ったら、たぶん何も映りそうにないですからね。ここは私が」

「だから、ふたりが映像に入らないと番組にならないって」

　わぁわぁ言いながら海岸を歩いていると、向こうから小走りで走ってくる小柄な姿が目に入る。

「奈々ちゃん……」

　言葉をかける前に、奈々ちゃんが頭をガバッと下げる。

「お仕事だけはやらせてください。お願いします」

　カイトくんに向かって、まっすぐな視線を向ける奈々ちゃん。しばらくみんな息を飲んで見守っていたけれど。

「俺は正面からふたりを撮るから、奈々は海バックに入るように引きで撮って。なるべく奥行感じさせるように、海の広さ引き出して。天気がいいから、空とのコントラスト考えて」

「ハイッ」

「あと、俺が合図したら後ろに回って、あの建物が目的地だから、最終的にあれが入るカットも欲しい」

「ハイッ」

　走っていく奈々ちゃん。カイトくんの表情はまったく揺るがない。

「それじゃ、小野田先生も頑張ってくださいよ。今日はトーク中心ですから。作業での誤魔化し利かないですから」

　蓮水さんが皮肉っぽく言ったけど、その目は私にしか分からないくらい、優しく細められている。

「頑張りますっ」

　私は奈々ちゃんに手を振る。奈々ちゃんがはにかんだように手を振り返してくる。

　今日はふたりとも、シゴかれそうだ。だけどそれもいい。

　一生懸命やることが、今私たちができる唯一のことだと思うから。

　空と海とのあいだが、今日は優しく輝いている。

　その色が、やっぱり一番好きだと私は思った。










イジワルな彼の素顔




　本番が終わると、今日も蓮水さんは優しい笑顔でキョウコさんをねぎらう。普段は見せない穏やかな笑顔で、ちょっとリラックスした風情さえ見せる。私との仕事中には絶対見せない顔だ。

　キョウコさんに優しくしてくれるのはもちろん嬉しいのだけど、その扱いのあまりの違いが、未だに何だかスッキリしない。

　蓮水さんはいつものように私を一瞥すると、キョウコさんにとびきりの笑顔を残して、次のお仕事に行ってしまった。

　面白くない。

　全然面白くない……。

　蓮水さんが行ってしまったあとも、相変わらずキョウコさんの笑顔は華やかで、優しいアルトの声にたくさんの人が集まっている。

　視線の先では、カイトくんが今日のメインだった鱧真しん蒸じょうを口に入れてもらっている。

　口を開けて「あーん」とやるので、キョウコさんが笑いながらまるで雛鳥に餌を与えるようにお箸で口に入れる。

　甘えるようにキョウコさんの腕を掴みながら、白い喉を上下させるカイトくんもカイトくんだし、微笑みながら食べさせるキョウコさんもキョウコさんで。

　まぁ、どっちの立場になっても羨ましい、美男美女の姿だ。

　そんな風にボケーッとふたりを見る、もうひとつの影と目が合った。

「あ、茉莉花さん……」

　そこには奈々ちゃんがいた。あのロケでの一件以来、何回かスタジオで会ったけれど、こうやって話すのは久しぶりのことだった。

「すみません、今いいですか？」

「うん、大丈夫だよ」

　廊下の端にある人気のない自販機コーナーで、奈々ちゃんはおずおずと可愛い包みを差し出した。

「これ、こないだのお詫びです。……美味しく無いかも知れないですけど」

「わぁ、ありがとう。これ、お菓子？」

「クッキーです。うち、姪っ子がアトピーで市販のものを食べられないから、たまに姉に頼まれて作るんです」

「そうなんだね。ありがとう。楽しみに頂くね」

　そう言って笑うと、奈々ちゃんが泣きそうな顔になった。

「茉莉花さん、怒ってないんですか？」

「え？　何が？」

「何がって、私、すごく陰険なことしたじゃないですか」

「私は大丈夫だよ。もうちゃんと分かってるから」

「だけど、私のしたことって、結局皆さんを傷つけたなぁって。自分の気持ちを押し付けたいだけで、すごく身勝手で」

　バカですよねと小さく呟く、その黒目がちな目から、ぶわっと涙が溢れた。ずっと我慢していたものが溢れた、そんな涙は、これ以上ないくらい蓄えられて堰を切ったダムのように、堰止める暇もなくこぼれ落ちる。

　まるでお母さんを見失った迷子みたい。奈々ちゃんは感情の方向がまっすぐで、素直に可愛いと思った。

　こういう時は甘いもの。私は自販機のミルクティーのボタンを押した。

「ハイ、これ飲んで」

　奈々ちゃんは大人しくプルトップを開けるとミルクティーに口を付ける。泣きじゃくりながら時折咳き込み、時々ぶるっと震えて……まるで赤ちゃんみたい。きっと奈々ちゃんは当たり前に幸せな家族の中で、泣いたり笑ったり、恋したりして大きくなったんだろうなぁ。

「カイトくんとは、お仕事ちゃんとできてるみたいだね」

　あの一件のあとも、カイトくんのサブには相変わらず奈々ちゃんがついている。元々テキパキと仕事をこなしていた奈々ちゃん。カイトくんも私から見る限り、冷たく当たっている様子はない。

「水みな瀬せさんには良くして頂いています。技術的なことを教えて頂けることも多いですし」

　奈々ちゃんはちょっと寂しそうにカイトくんを『水瀬さん』と呼んだ。その距離が、彼女が自分に課した罰なのだと察する。

「あのね、奈々ちゃん、私とカイトくんはホントに何でもなくてね」

「分かってます。茉莉花さんには、蓮水さんなんですね」

「えっ!?」

　突然のツッコミに、私は否定することも忘れて狼狽えた。ようやく涙が止まった奈々ちゃんは、鼻をすすりながら笑顔を見せる。

「ロケの二日目に分かりました。蓮水さんて、いつもフロア全体を把握してるけど、茉莉花さんに関しては別の意味で神経質ですもん。あっ、でも誰にも言いません」

　さっきまで赤ちゃんのようだった奈々ちゃんが、今度は少し大人びた目をして言葉を続けた。

「実家の姉の部屋に、カイトさんが載ってる昔の雑誌が残ってて、十年くらい前かなぁ、偶然見つけて、その写真に一目惚れしちゃって。衝撃だった……。もう、こんなにかっこいい人が世の中にいるんだって感じで。その写真に一緒に写ってたのが紫苑さん。カイトさんの妹で、蓮水さんの彼女だったって姉から聞きました。茉莉花さんを見た時、一瞬同じ人なのかと思ったけど年が合わないし」

　そこでまたはっと口をつぐむ。

「すみません。また、余計なことですよね」

　うなだれる奈々ちゃんの頭を、よしよしと撫でた。

「大丈夫だよ。蓮水さんとも話したし」

「……亡くなったって聞いてたから、蓮水さんに対しても私のしたことは無神経なことだったって思います。蓮水さんにも、ごめんなさいって伝えてもらえますか」

　奈々ちゃんはミルクティーをぐいっと飲み干すと、ペコッとお辞儀をして走り去っていった。

　小さくなる、Ｔシャツにジーンズの後ろ姿を、何だかホッとした気持ちで見送る。

　紫苑さんのことが気にならないと言えば嘘になる。

　実際、蓮水さんにはたくさんの恋の噂があって、相手は超絶な美人ばかりだからそんなことを気にしていたらキリがないのだけれど、紫苑さんに関してはきっと特別だったと思うから。

　どんな人だったんだろう。

　帰り支度を済ませたキョウコさんは、このあと教室のスタッフとお友達が出したイタリアンのお店に行くという。けれど私はなんとなく気分が乗らなくて、先にひとりで帰ることにした。

　今日は蓮水さんから連絡は無かったけれど、週末を蓮水さんと過ごすことが多くなっていた私を、キョウコさんたちが引き止めることは少なくなっていた。

　気を遣われてる……。ちょっと照れてしまうけれど、それだけ蓮水さんと私の距離が傍から見ても分かるほどに近づいているのかな、とも思う。

　そうして、ひとり局のロビーに残された私は、行き先を失ってなんとなくソファに座り込んでいた。

　その時、目の前を大きな荷物を抱えたカイトくんが通りかかった。

「あれっ？　茉莉花ひとり？」

　カイトくんが驚いたように立ち止まる。

「蓮水っちを待ってるの？」

「いえ、今日は何の連絡もないから、たぶん一緒には帰れないんじゃないかな」

　蓮水さんの予定はその時々で変わる。特別番組や報道の特集などがあればそれで番組の編成も変わって、そうなった時は一週間局内にとどまることも珍しくはなかった。ただ最近は、例えわずかでも時間ができれば、家に帰ることが多くなったみたいだ。

　うぬぼれかも知れないけど、私のためかな、と思う時もある。

　そんな蓮水さんの気持ちはとても嬉しいけれど……私の心の片隅に残るのは、紫苑さんのことだ。

　あの時、何かを打ち消すように私に触れた蓮水さん。

　本当に深く傷ついているのは、私ではなく蓮水さんのように思えたあの夜。

　だけど、最初に出会った時あんな風に私に触れたのは、奈々ちゃんの言うとおり私の中に紫苑さんを見ていたからじゃないかって気持ちが消えなくて……。

「なに茉莉花、なんか浮かない表情」

　カイトくんが長い体を折り曲げるように、笑顔で私を覗き込む。

「俺、事務所戻るから、送ってく」




　紫苑さんのことは、蓮水さんとはあれ以来、何も話していなかった。

　きっと、蓮水さんはその話題をもう口にしないだろう。何だかそんな気がして、私の方から切り出すことは憚られた。だけど……。

「俺に何か聞きたいことがあるの？　茉莉花は」

　車中に流れる沈黙を、カイトくんがさらりと破る。カイトくんには、いつも胸の内を言い当てられてしまうから不思議だ。まるでお兄さんみたい……そう思いながら、少し胸が痛む。本当のお兄さんは、ちゃんといるのに。

「ごめんなさい。詮索とか、そういうのじゃないんです。そんなに自分に似てる人になんて、今まで会ったこと無かったから。だから写真とかがあったら見てみたいなって」

　カイトくんはしょうがないなぁ、というように笑った。

「しょうがないね、茉莉花は。それでホントに自分にそっくりだったりしたらまた落ち込んだり、泣いたりするんでしょう？　そんなことして、蓮水っちに怒られるの、嫌だなぁ」

「カイトくんにとっては双子の妹さんでしょう？　そんなに私に似てますか？」

「どうだろ。一七歳までの紫苑しか知らないからね。よく学校休んでたし、年齢の割に大人びてたからクラスメートからは浮いてたよ。少なくても茉莉花みたいに、誰とでも仲良くなるって感じじゃ無かったな」

「それなら、私と全然違くないですか？」

「そうだね。性格的には真逆だね」

　考え込んでしまった私に、ハンドルを切りながらカイトくんが言った。

「紫苑がそんなに見たいなら、俺んちにくる？」




　カイトくんのうちは雑居ビルの最上階にあった。もともとは事務所仕様だった部屋を、無理やり住居にしてしまった感じだ。

「適当に座って」

　通されたリビングは、余計なものはまったく置かれていない空間。

　部屋は寝室ともうひと部屋、ちらりと覗くと写真のフィルムがかけられている。

「あぁ、俺、フィルムも撮るの」

　外見の華やかさとは対照的な部屋が、カイトくんの本質を浮き上がらせているような気がした。

　キッチンから運ばれてきたのは、温かい紅茶の入ったマグカップ。湯気の香りはアールグレイ。この香りだけで、複雑に絡み合った気持ちが解けていく。

　それからカイトくんは、リビングに吊られていたロールスクリーンを、幾つか無造作に引っ張り始めた。それらには、それぞれ引き伸ばした写真が焼き付けられている。

　外国の風景、野生動物、アジア圏の子供たち……。プロの技術を感じる迫力のある写真たちの中に、ひとつだけ明らかに温度の違うものがあった。

　抗えない吸引力に、無意識に目を奪われる。

「ナルシストって思わないでよ。これ撮った人、すごく尊敬してるんだ」

　それは少年と少女の写真だった。スタイリッシュなファッションから、商業的な写真だということが分かる。けれど、広告的な意味合いより、そこに写っているすべてに美しさを感じる写真だった。

　モノクロームの夏の海。さらりとした午後。

　風。そして、繋がれた手。

　少年はカイトくんだ。

　身長は今よりも少し低い。広いけれど薄い胸が、少年のあどけなさを残していた。

　今よりも愛くるしい、完璧な顔立ち。

　そしてその隣にいるのが――。

「紫苑だよ」

　その人は頭ひとつ分くらいカイトくんより小さかったけれど、小さな顔と長い手足は日本人離れしている。

　カイトくんは上半身裸でサーフパンツ、彼女はそれと同じ柄のパレオのような薄い布を華奢な体に纏っている。

　軽くウェーブのかかった、腰までの長い髪。

　すらりとした細長い身体は、ウエストで細くくびれて、女性らしい胸やヒップの曲線を魅力的に際立たせている。

　その凜とした表情は、とても高校生と思えないくらい大人びていた。

　そして妖しいくらい、美しい、と思った。

　これが蓮水さんの恋人だった人――。

　しばらく見とれていた私は、はっと我に返る。

「全然似てないでしょ？　私こんなに綺麗じゃないもん！　大体、スタイル全然違うじゃないですかっ！」

　それに、このカイトくんの綺麗さも何？

　そりゃ目立つでしょうよ。こんなのが高校にいたらっ！

　これを見て恋に落ちる奈々ちゃんの気持ちも、痛いほどよく分かる。

　そんな私をクスクス笑いながら、カイトくんが隣に座った。

「どうだろ。全然似てない気もするし、似てる気もするし」

　そう言ってスクリーンに視線を馳せる、色素の薄い瞳が細められる。

　片手にサーフボードを抱えて紫苑さんを見つめるカイトくんは、困ったように微笑んでいたけれど、紫苑さんはまっすぐにカメラに視線を注いでいる。

　その表情には笑顔はなく、ただ強い意志だけが感じられる。

「紫苑が雑誌に出たのはこれ一回きり。俺に海外ブランドの広告のオファーがきて、たまたま紫苑を見たカメラマンさんが、どうしてもふたり一緒に撮りたいって聞かなくてさ」

　頬杖をついたまま写真に見入るカイトくんの横顔が、時間を遡る。

「あいつ、笑えって言われてもどうしても笑わなくて。もう何回目かでさ、俺呆れちゃって。小さい頃から紫苑は頑固だったけど、プロの大人が何十人もいる中で何時間も無言でさ、あり得ないでしょ」

　そう言いながら、遠い日の思い出し笑いをするカイトくん。

　とても、愛されていた人だ。

　カイトくんにも、蓮水さんにも。

「茉莉花を最初に見つけたの、俺なのにな。だから、仕返しに茉莉花を取ったらどうかなと思ったんだけど、やっぱ無理だね」

「仕返しって……」

「だってさ、紫苑のことずーっと俺が守ってきたのに、いきなり現れて攫さらってったんだよ？　紫苑のこと、丸ごと、全部」

　唇を尖らせたカイトくんが、拗ねたように呟く。

「それでいつまで経ってもちゃんと向き合おうとしないから、腹が立ってたよ。いい加減」

　十四年もさ、と独り言のように呟く瞳が切なく揺れた。蓮水さんにそれからの年月があったように、カイトくんにもまた違う時間が過ぎていて。

　そんなカイトくんの時間を想像していたら、少し泣いてしまった。そんな私に、返される優しい微笑み。あぁ、こんな風に、カイトくんは紫苑さんに微笑んでいたんだね。その優しさが切なくて、亡くなってしまった人のことが恋しくて。また溢れた涙を、カイトくんが渡してくれたティッシュで拭いた。ついでに鼻もかんだら、思いの他大きな音がして――ふたりで笑って。

　そんな安らかで静かな時間がしばらく続いて――それが途切れたのは、遠く階下から、硬い靴音が聞こえてきた時だった。それは段々大きくなり、苛立たしく忙せわしなく階段を駆け上がってくる。無遠慮で強引に。

「結構早かったな」

　部屋の扉が乱暴に開けられるのと、カイトくんに羽交い絞めにされたのが、ほぼ同時のことだった。

「お前……何をしてる」

　部屋に駆け込んできた、蓮水さんの目が鋭く光っている。

　私はなぜか後ろから、カイトくんに抱きかかえられるような格好になっていた。感覚としては抱き枕みたいな感じだけど、蓮水さんにはそうは見えていない。ふたりのあいだに怖いくらいの緊張感が走る。

「茉莉花を離せよ、カイト」

　蓮水さんが掠れた声で言った。お茶の間の皆さんには絶対に聞かせられない、ドスの効いたやさぐれた声だ。

「やだね。お前がちゃんと紫苑のことに決着をつけない限り、茉莉花はやらない。お前にとって茉莉花が特別なら、俺にとっても特別だろ？」

　さっきまでの穏やかさが嘘みたいな、まるでドラマの場面のような挑発的なセリフ。お芝居!?　やっぱり、もと芸能人ってこと!?

「お前、何わけの分からないこと言ってんだ。とにかく茉莉花を離せ」

　そう言いながら私に近づいたとき、スクリーンに気付いた蓮水さんが立ちすくむ。

　そこには蓮水さんをまっすぐ見つめる紫苑さんがいた。

　切り取られた景色の中でカイトくんが困ったように微笑んでも、周囲の誰が何か言っても、紫苑さんは蓮水さんしか見ていない。遠い過去にこの写真を撮った時、まるで今日のこの場面を知っていたかのように。

　それは一瞬だったのかも知れない。それでもふたりは見つめ合って、そして――視線を移した蓮水さんの手が私の腕を引く。

「蓮水さん、どうして――？」

　なおも首に回るカイトくんの手をペチッと払い私を引き寄せると、カイトくんがベーッと舌を出して蓮水さんを睨む。

「何にもされてないだろうな？」

「もう……。されてません。それより、お仕事は？」

「大丈夫。終わってきたから」

　蓮水さんは私の肩を抱きながらソファに座る。

　そして正面のスクリーンの中の、カイトくんと紫苑さんを懐かしそうに眺めた。

「懐かしいな。これ」

　キッチンで紅茶を淹れたカイトくんが、乱暴にマグカップをガラステーブルに置いた。

「相変わらず、紫苑はキツイ顔だな」

「そっ。これ、撮影大変だったんだぜ。お前も、来るっつっといて来ねえし」

「試合だったんだよ、水泳の」

　水泳をやってたんだ。どうりでこの体格。妙に納得すると同時に、私の知らない高校生の蓮水さんを無意識に想像する。

「茉莉花がね、紫苑を見たいって言うから」

　蓮水さんは黙って紅茶を飲んでいる。

「で、どうだった？」カイトくんが優しくスクリーンを見つめる。

　そこには奈々ちゃんが愛してやまない、十六歳のカイトくんが困ったように妹を見つめる姿がある。

「とっても綺麗で、やっぱり私に似ているとは思えないですけど」

　だけど、どうして蓮水さんが紫苑さんに惹かれたのかは分かる気がした。

　美しさだけじゃない、このまっすぐで強い視線が、彼女の内面を表していると感じる。

「あのさ、言ってなかったけど、お前に紫苑からの伝言があるの。伝言っつうか、今となっては遺言だけど」

　カイトくんの言葉に、蓮水さんは表情を変えずにただ紅茶を飲む。

「お前、葬式にも来ないんだもん。でもま、あの時言っても、たぶん紫苑の気持ち全然伝わんなかったと思うけど」

「そうかもな」

「なにそれ。マジむかつく」

「悪かったな」

　蓮水さんが笑う。スクリーンの紫苑さんに。

「お前に伝えろって。私がいなくなっても、私のことを忘れるなって。それから、しょうもない女に引っかかったら、承知しない。絶対邪魔してやる」

「おいおい、怖いな、それ」

「だけどちゃんと現実と向き合って、人を好きになって欲しい。私の亡霊を抱えて生きることは許さない。そういう女々しいやつは祟ってやる」

「なんだよ、それは」

「それでまたちゃんと愛せる人が現れたら、そしたら私がずっとふたりを見守ってる。絶対幸せになるように守る。だから安心してって。そういう人が現れたら、ちゃんと私の気持ちを伝えてくれって」

　カイトくんの口から、紫苑さんの強くて大きな想いが伝わってくる。いつの間にか私の瞳から涙が溢れていた。もういなくなってしまった人なのに、その存在が伝わってくる。

「お前が今まで煮え切らないから、俺も言えなかったんだけど」

　カイトくんが、スクリーンの紫苑さんに向かって微笑んだ。

「これでいい？　……紫苑」

　紫苑さんの揺るぎない視線。その中に優しさを感じるのは、気のせいなのかな。

　限りある命で蓮水さんを愛したこと、いなくなった後も蓮水さんを守ろうとする、その想いの深さに胸が痛くなる。

「また、泣くの？」

　やれやれという表情で蓮水さんの手が私の涙を拭う。そしてそっと抱き寄せられると、髪を撫でながら囁かれる。

「お手上げだな……」

　それでも私の涙は止まらなかった。蓮水さんたちが十四年間も背負ってきた想いが、一気に押し寄せてくる。

　それはとても穏やかで優しい想い。それぞれがお互いを慈しみ合う、とても切なくて美しい想い。

「ハイハイ、これで肩の荷が下りたわ。もう帰って」

　アホらしいと言った感じで、カイトくんが私たちを急き立てた。私の手を引きながら、蓮水さんがカイトくんを見つめる。

「ありがとうな、カイト。それと、ごめん」

「なにそれ。なんか気持ち悪いんですけど」

「今度墓参り行ってくるわ。茉莉花と一緒に」

「そうしてやって。きっとあいつ喜ぶよ。茉莉花も……ありがとう。紫苑に会ってくれて」

　そう言って微笑むカイトくんは、とても強くて優しい――。

　そしてやっぱり大好きな人だと思った。










ライバル登場!?




　九月に入ると、蓮水さんの仕事はますます慌ただしくなった。この時期は番組の編成が変わるらしく、特別番組が多くなる。

　フリーのアナウンサーなら自分のペースで仕事を選択できるけど、いわゆる『局アナ』の蓮水さんや近藤さんは会社から言われる仕事を断れない。

　会社としても、社員を使った方が当然コストも安く済むわけで……。

　お昼の顔として番組を持っているせいなのか、近藤さんも蓮水さんも引っ張りだこの状態らしかった。

　特に蓮水さんは家に帰ることもできないほどで、帰ってきたとしても着替えを取りに帰ってくるだけ、という日々が続いている。

　私の方も、最近はお料理教室のコマが増えたことで忙しくなり、キョウコさんの収録にも同行できない日が続いていた。

　蓮水さんに会えるのは、週一限定。〝花嫁修業〟の番組収録の時だけ。

　だから今日は何とか都合をつけて、久しぶりにキョウコさんについてきた。

　ちょっとだけでも会えたらいいな……。

　そう思っていたら、スタジオに入ってきた蓮水さんがいち早く私を見つける。

　先にキョウコさんに挨拶したあと、いかにも『ついで』って感じで、私にも無言で会釈。

　そしてそのまま行ってしまった。

　仕事中の蓮水さんって相変わらず、隙がないなぁ。

　それでも、私にしか分からないくらいの優しい目の合図に、それだけで胸に温かさが灯る。

　カイトくんの部屋で、紫苑さんと会った日のことを思い出す。

　会ったといっても彼女は写真の中の人で話をしたわけじゃ無い。だけどその面影は鮮烈で、今も色褪せることなく輝いている。

　そんな彼女に、ちょっと嫉妬していたけれど……。

　蓮水さんと紫苑さん、カイトくんの生きた日々を垣間見たことで、ちゃんと理解できた気がする。

　相変わらず蓮水さんは何にも言ってはくれないけれど、画面に映る表情は心なしか以前より柔らかで――そんな蓮水さんを、とても大切な人だと思い始めている自分がいる。




　放送終了後、後片付けをしているキョウコさんのところに、いつものように蓮水さんがやってきた。

　意味ありげに微笑むキョウコさんがチラリと蓮水さんを見つめたら、蓮水さんはわざとらしい咳払い。

「小野田先生も、お疲れ様でした。またご連絡差し上げますので」

　蓮水さんはいつものように振り向きもせずにスタジオを出ていく。

　そのつれない後ろ姿を見送っていると、直後にメールの着信音が鳴る。

【今日は外で食事しよう。遅くなることもキョウコさんに許可をもらった。食事したらまたとんぼ返りだけど、それでもいい？】




　待ち合わせの時間より早く着いてしまった。

　蓮水さんが現地で、と知らせてきた場所は雑居ビルの最上階。ドアにはお店の名前も出ていない。

　いわゆる『会員制』ってやつ？

　私はちょっとドキドキしながら、インターフォンを鳴らす。

　名前を告げると、間もなく内側からドアが開けられた。黒いスーツを着た、背の高い男の人が柔和な笑顔を向ける。

「お待ちしておりました。お連れ様はまだお越しではないので、お部屋でお待ち頂けますか？」

　そう言われて通されたのは、夜景の見える個室だった。照明は敢えて暗めにしてあり、角部屋で二方向に広がる東京の夜景が幻想的だ。私はガラス窓に映る自分の姿を確認する。

　蓮水さんと外で食事するなんて、初めてのことだった。しかも蓮水さんがお店の予約まで取るなんて。

　だから今日はちょっと頑張ってお洒落してみた。

　細い肩紐のワンピースは、白地に大きな蘭の模様。

　パパの……。今は涼透先輩の扱うフランスのブランド『レオナルド』のものだ。

　シーズンの初め、亜希子さんがいくつかのサンプルを見定めて、私に似合うと思うものを送ってくれている。

　日本でもセレブと言われる人たちが好んで着る『レオナルド』。ここの洋服は着る人を選ぶので、私が袖を通すことは滅多に無かったけれど、この花柄のワンピースにはなぜだかひと目見た時から魅せられていた。

　いざ着てみると、身体にもピッタリとフィットする。

　一枚で着るにはかなり勇気のいるワンピースなので、肩にはシフォンのストールを巻いている。いかにもな甘いコーディネートだ。

　それにしても、すっごいデートって感じの場所だな……。

　大人の隠れ家って感じでドキドキするけど、蓮水さんが知ってるってことは、以前誰かと来たことあるってことで……。

　誰と来たんだろ、という疑惑が胸の中でムクムク沸き起こる。頭の中で、蓮水さんと噂になった人たちをひとりひとり反はん芻すうしたら、やっぱり一番ここに似合うのは――。

「遅くなったな。待った？」

　不意にドアが開いて蓮水さんが滑り込んできた。着替える暇が無かったのか、収録の時に着ていたスーツ姿のままだ。今日は黒のシンプルなものを着ていて、それが蓮水さんの黒い瞳と髪に映えていて……。

「お疲れ様です」

「あぁ……。お疲れ」

　ゆっくり歩み寄ってきた蓮水さんが私の肩に触れて、いきなり強い力で引き寄せられる。両手を腰に回されて、鼻先が触れ合うくらいまで距離を詰められた。

　ち、近い……。しかもいきなり……。

「あの……。お店の人来ちゃうかも」

「そんなの気にするな……。それより今日はどうしたんだ？　いつもと随分違うんだな」

「外で食事なんて初めてだから」

「じゃあ、よく見せて」

　蓮水さんは身体を離すと、私の肩からするりとストールを引き抜いた。細い肩紐だけの肩が露わになって、ひやりとした感覚とともに強い視線に晒さらされる。

　私の身体をゆっくりと回転させながら、前からも後ろからも、その視線がゆっくりと全身をたどる。

「とてもいい」

　髪はルーズにアップにして、少し後れ毛を散らしている。そのうなじに、柔らかな唇が触れる。突然の刺激に、びくりと身体が跳ね上がった。

「ひゃっ……。ダメですっ。これからお食事もしないとっ」

「……もう二週間以上、お前に触ってない」

　後ろから抱きしめられて、いつの間にか蓮水さんの足が私の足の間に入り込んでいる。

　窓際にもたれた蓮水さんの片足の上に跨がる格好になって、首筋に嵐のようなキスが落とされる。

　同時に、蓮水さんの手は薄い布越しに腰から脇腹、そして胸を彷徨って……。

　さすがにそれはダメだと思い抵抗するものの、大きくて強引な手にまるで歯が立たない。

「……降参。このままここでって、やっぱりダメ？」

　このままここで!?

　ナニを!?

　そんな攻防が繰り広げられていた時、遠慮がちなノックがドアに響いた。

「うるさいな……」

　ぴたりと動きを止めた蓮水さんがムッとした声で呟いて、私をそっと椅子に座らせる。

　そして次の瞬間には、いつも画面に映るクールな蓮水さんに戻って扉を開けた。

「何か？」

「おくつろぎのところ誠に申し訳ありません」

　低姿勢なお店の人の態度に、蓮水さんの態度も軟化する。

「実は少々困ったお客様がおいでになりまして。先ほど蓮水様が店に入られたのをご覧になっていたようで、どうしてもお取次ぎせよと。その方もきちんとご予約の上おいでになったのですが……」

　ドアの隙間から話すお店の人を押しのけるように、背の高い女性が割り込んでくる。

「お客様……」

　その見知った顔に、私はひどく動揺した。

「恭一郎、久しぶりね」

　私が苦労して履いているものを軽く超える、九センチのヒールを平然と履きこなし、蓮水さんと視線が並ぶ。

　そして、細いだけではない、完璧なバランスのスタイル。

　それを最大限生かす洋服は……運の悪いことに、私の着ている『レオナルド』のものとひと目で分かった。

　蓮水さんの表情は揺るがない。

「お久しぶりです。今日はこちらでお食事ですか？」

「そうなの。スポンサーとの会食。マネージャーも一緒よ。そっちは？」

　そう言いながら部屋の中を覗き込むと、引きつったまま席に座る私とバッチリ目が合った。

　その女性、女優の星ほし野の 瞳ひとみは、私を見つめたあと、ニコッと笑った。

「あらぁ、このお嬢さんなのぉ？」

「星野さん、今は打ち合わせ中なので遠慮してもらえませんか？」

　あくまで事務的な蓮水さんの物言いに、星野さんがイラッとしたのが分かる。

　蓮水さんも蓮水さんだ。

　日本を代表する売れっ子女優にその言い方、立場的にまずいんじゃ……。

「なぁに、その言い方。いいの？　私、面倒くさい女なのよ。そして結構陰湿……。それは恭一郎が一番よく知ってるんじゃなくて？」

「星野さん、何か誤解をされているようですけど、本当に番組の打ち合わせです。私と彼女は今、一緒に料理のコーナーをやっていて」

「知ってるわよ。私が以前京都ロケで出たあの番組でしょう？　どうして最近は呼んでもらえないのかしら？　マネージャーには絶対断らないように言ってあるのに」

「星野さんが大物過ぎてバランスが難しいんです。他意はありませんよ」

　ドアを開けたままの押し問答。

　ふたりとも存在感があるのですごく目立っていて、お店の人がハラハラしているのが伝わってくる。

　もう、お部屋に入ってもらった方が良いんじゃ――。

「なんだか取り込み中ですね。僕は日を改めたほうがいいのかな」

　私が立ち上がろうとした時、蓮水さんと星野さんの押し問答に、涼やかな声が割って入った。

　ハラハラしていた私の神経が、その声に集中する。

「ごめんなさい、知り合いに会ったものだから。小野田さんもご存じでしょう？　アナウンサーの蓮水恭一郎さん」

　星野さんが振り返りながら微笑むその先には――涼透先輩がいた。




　こういうのって、ある意味修羅場っていうのかな。

　有名人ふたりの押し問答――というか星野さんが一方的にだけど――が目立つということで、店側の計らいで私たちは広い部屋に場所を移した。

　そこで、なぜか四人で食事している。

　星野さんのマネージャーと、涼透先輩の秘書の篁たかむらさんは別室で待機だそうだ。

「だけど、驚いた。彼女が小野田さんの妹さんだなんてね」

　赤ワインのグラスを傾けながら、星野さんが言った。当たり前だけど、こうやって食事するだけでも絵になる人だ。

　何もかもが本当に綺麗な造りをしていて、神様がこの人には特別に手をかけて造ったのだと思ってしまう。

「そうですか？　似てるって言われることもあるんだけど、ね、茉莉花」

　営業スマイルで微笑まれ、口に運んだメインのお肉が喉に詰まりそうになった。

「そうですね、お、お兄様……」

　さっき部屋を移るとき、涼透先輩に『今日はお兄様って呼んで』と耳打ちされたので仕方なく言ってみるものの、かなりの違和感がある。

　それに、涼透先輩に会うのはあの事件から初めてのことで、本当ならこんな風に話せる気分じゃ無かった。

　そんな私の戸惑いを知るはずもない星野さんが、華やかな笑みを向ける。

「あらぁ、私はずっと見てるのよ、あなたと恭一郎……蓮水さんとのお料理番組。たしか〝茉莉花の花嫁修業〟だったかしら？　あれ、すっごい面白い。台本無しでしょう？　あそこまで彼がムキになるのって珍しいから」

「いえ、いつも私が一方的に怒られてるだけですから」

「そうかしら。彼って、仕事だと割り切ってるから、あんなにしつこく絡んだりしないの。だけどあなたといる時は、本気でイライラしたり楽しそうに笑ったり。まるで本当の新婚みたいね」

「憶測ですよ。あの番組はああいう企画なんです。あなたに京都で下駄を買ってあげた時みたいにね。すべてディレクターの指示です」

「まぁまぁ、食事は楽しんでするものですよ」

　少し会話すればすぐに白熱してしまうふたりに、苦笑しながら涼透先輩があいだに入る。

「り……お兄様たちは、今日はお仕事なんですか？」

　慌てて話題を変えると、そこで初めて星野さんが『そうだった』というように私に向き直った。

「今回、『レオナルド』のイメージモデルをさせて頂くことになりました。よろしくお願いいたします」

　今日の星野さんのお洋服もいかにも『レオナルド』といった感じのブラウスとパンツ。

　背が高く身体がしっかりした星野さんが着ると、その洋服の存在感がより一層際立って見える。

　着る人を選ぶってこういうことなんだ。

「今日の茉莉花さんのものも『レオナルド』？　とても素敵だわ。だけどいつもの路線とは少し違うのね」

「あぁそれは、ラインがそれらしくないってことで製品化はしていない服ですよ。サンプルを亜希子さんが持って帰ったのかな？　茉莉花にはよく似合ってるね」

「本当にね。品があって、色っぽくて」

　星野さんの瞳が、一瞬残忍さを帯びた気がした。

「恭一郎の好みも変わったものね。以前は女豹みたいな女がお好みだって言ってたのに。それとも、ベッドの上じゃ違うのかしら？」

　め、女豹!?

　誰が？　どこで？

　それってつまりは……そういう意味!?

　星野さんの過激な発言に簡単に動揺してしまう。そんな私を見て、蓮水さんの表情が変わった。

「そんな言い方は彼女に対して失礼じゃないですか？　中傷するなら、私をどうぞ」

「中傷？　私が？　何のためにそんなことを？」

「まぁまぁ、おふたりとも、あまり熱くならないで」

　その場に流れた緊迫した空気を、涼透先輩がやんわりと、だけど有無を言わさないくらい強い視線でたしなめる。

　これには、さすがに星野さんもバツの悪い顔をした。

「ごめんなさい。蓮水さんの陰湿な態度に、ついカッとして。お食事中に相応しくない会話だったわ。それにスポンサーのお嬢さんに……。私ったら、見境がなくて」

　私に向かってごめんね、と首をかしげて詫びる、その瞳に嘘はなくて。

　とてもまっすぐで裏表のない人だと思った。

　容姿だけではなく、内面も、とても魅力的な人――。

「いえ、僕としてはそういうはっきりしたところも、情熱的なところもみんな含めて、やはり『レオナルド』のイメージにピッタリだと確信しましたよ。来シーズンからが楽しみだ。今日のその服も、まるで星野さんに着てもらうためにデザインされたようだし」

　涼透先輩が甘く微笑みながら、ワイングラスを掲げる。

「本当にそうです。私、星野さん以上にこのお洋服が似合う方を知りません。今日だって見とれてしまって。父がいつも『レオナルド』は着る人を選ぶから、モデルを探すのが大変だって言ってましたけど、星野さんに着て頂けるなら、お洋服も喜びそう」

　素直に思ったことを口にすると、星野さんが驚いたように私を見つめる。

「本当に純粋培養なお嬢さんなのね。小野田さん、テレビになんて出して大丈夫なの？」

「その件については僕も同意見ですよ。何しろ、騙し討ちみたいな形で強行突破されたのでね。……でも、最近は本人も色々と将来について考えているようだし、父とも相談してしばらくは様子を見ることにしたんです」

　そう言いながらも、涼透先輩の鋭い視線は蓮水さんに注がれていて――。

　その時、星野さんのクラッチバッグの中から、スマホの着信を知らせる振動が伝わる。

「ごめんなさい、ちょっと失礼」

　星野さんが部屋から出ていってしまうと、残された私たちに、さっきとは違った緊張感が漂う。

　えぇと……これもある意味、修羅場？

　シンとした空間に、蓮水さんと涼透先輩の物騒な視線がぶつかり合う。気まずさに耐えかねた私が、しどろもどろになりながら言葉を発する。

「あ、あの、蓮水さん。こちらが兄の涼透先輩で」

「初めまして。蓮水です」

　おもむろに立ち上がった蓮水さんは、上着のポケットから名刺を取り出す。

「小野田涼透です。茉莉花がいつもお世話になっております」

　涼透先輩も同じく名刺を出してきて。

　え？　ここで名刺交換？

　ふたりとも、あくまでもビジネスの姿勢を崩さないけれど、その視線は一触即発の危うさで絡み合い、威嚇し合う。もう意識の下では、お互いに戦闘態勢に入っているかのような黒い迫力だ。

　こ、怖い。

　蓮水さんが仁王様だとしたら、涼透先輩はさしずめ大天使ミカエル。

　どちらもとても強い、戦いを司る守護神だ。

「いずれご挨拶をと思っていました。今、茉莉花さんとお付き合いさせて頂いています」

　お、お付き合い!?

　蓮水さんの突然の交際宣言に身動きもできないくらい動揺する私を尻目に、涼透先輩は動ずることなく、ビジネス仕様の笑顔を向ける。

「そのようですね。僕も先日、茉莉花に報告と相談を受けたところです」

　涼しい顔でそんなことを言う先輩に、蓮水さんの交際宣言とは別の意味でショックを受ける。

　そんな話、涼透先輩とはしていない。それどころか、あのショッキングな出来事のあと今日初めて会ったのだ。

　なのに……どうしてそんなに平気でいられるの？

　こんな涼透先輩、私は知らない……。

　私の心の中にいる、甘い王子様のような涼透先輩が粉々に砕け散っていく。

「いずれ機会を見て、ご両親にもご挨拶をと思っていました。なかなかお伺いできず、大変申し訳ありません」

「騙し討ちみたいなテレビ出演の謝罪も含めてですか？　それでも、今日の星野さんのようなことは感心しません。いえ、星野さんがというより、女性にあんな風に言わせてしまうあなたの方に。色々な女性との噂は、その方面に疎い僕の耳にも入ってきていますよ。あまり……素行は良くない方のようだし、本当に茉莉花は大丈夫なのかな」

　涼透先輩が投げかける辛辣な言葉を、蓮水さんは黙って受け止める。

「それに正直なところ、茉莉花の相手となると感情だけでは済まない問題が起こってきます。茉莉花は亡くなった母親の株を相続している、うちの大株主です。結婚相手は、その意思に関係なく、必然的に我が社に関わってくることになる。あなたは普通のサラリーマンではなくて有名人だ。万が一結婚ということになれば、あなたの仕事が制限される可能性だってあり得ます。その辺りも理解して頂いていますか？」

「ちょっと待ってください、私は会社とは何も関係ないでしょう？」

　信じられない気持ちで涼透先輩を見つめる。会社の話まで持ち出して、一体どういうつもりなの？　突然また私の前に現れて、何をするつもりなの？

「私は関係ないじゃ済まない。会社の将来はどうしたって僕たちに関わってくる。茉莉花、君にも、あの双子にもだ」

　そこでそれまで黙っていた蓮水さんが、おもむろに口を開いた。

「私は一介のサラリーマンですよ。今だって会社に言われれば、まる三日ろくに眠ることなくカメラの前に立っています。そういう男が彼女に相応しくないと言われても、私は茉莉花さんを諦めるつもりはありません。最初から、結婚を前提にお付き合いさせて頂いています」

　け、結婚!?

　今度は蓮水さんの衝撃発言に、私の心臓がまた飛び跳ねた。

　ドス黒いオーラが立ち込める、ふたりの深刻なやりとりにクラクラしてきた私を、涼透先輩が少し微笑みながら見つめる。

「茉莉花も、自分が大変な相手を付き合ってるってこと、少しは自覚した方がいいな」

　チラリと腕時計に目を走らせると、涼透先輩は優雅な仕草で席を立った。

「僕はこれで失礼しますよ。そろそろタイムアップだ。星野さんはこのあとまたスケジュールが詰まってる。蓮水さん、今後またお会いすると思いますが、その時また」

　口角だけを上げた微笑みを残して、先輩は部屋を出ていった。




「涼透先輩！」

　その背の高い後ろ姿に追いついたのは、涼透先輩と篁さんがエレベーターに乗り込む直前のことだった。

　軽く会釈した篁さんだけを乗せて扉が閉まると、短くため息をついた涼透先輩が私に向き合う。

「なに？　そんなに怖い顔して」

「さっきのお話、どういうつもりですか？」

「どうって、そのままの意味だけど」

　一面ガラス張りの夜景を見やりながら冷たい表情で言い放つ、その横顔は見知らぬ人のようだ。

「いつまでもこういう状態ではいられないってこと。それに僕は反対だけど、仮に父さんが認めて彼と結婚ってことになったら、彼には少し仕事の方向性を変えてもらうことになるかも知れないね」

「私のために、蓮水さんに迷惑をかけるわけにはいきません」

　外に向けられていた視線がこちらに移り、ガラスに肘をついた先輩が上から私を見下ろした。硬くて透明な膜で覆われた表情からは、なんの感情も読み取れない。

「父さんは茉莉花の結婚相手にも会社に入ってもらうつもりでいるよ。それも見越して、茉莉花が結婚するまでは双子も籍に入れないそうだ」

「え!?」

　双子が籍に入ってないなんて、今初めて聞いた話だ。だけどそう言えば亜希子さんも、たまに受ける雑誌の取材には、未だに旧姓を使っている。

　亜希子さんも籍に入ってないってこと!?

「それに今は便利使いされてるけど、彼は本来、報道関係に行きたかったらしいじゃないか」

「え……」

「なんだ、知らないの？」

　涼透先輩の目が冷たく冴える。

「茉莉花はもう少し、きちんと周りを見ないとダメみたいだね。そんなんじゃ……彼のこと、守れないかも知れないよ？　とにかく、まともな話はそれからだ」

　冷ややかな眼差しを残して、涼透先輩は背中を向けた。




　その後――。

　部屋に星野さんが戻ることはなく、私と蓮水さんはデザートを待たずに店をあとにした。

　このあと、また仕事だと言っていた蓮水さん。

「時間、大丈夫ですか？」

「あぁ」

　ハンドルを切る横顔に宿る、疲労の色がちょっと切ない。

「無理して時間を作ってもらったのに、ごめんなさい」

「……お前に会えたんだから、俺はそれでいい」

　やがて夜景の綺麗な海辺に、車が停まった。

　遥か彼方にレインボーブリッジ。瞬くイルミネーションが幻想的で、思わず車の外に出る。

　まだ夏の名残が残る日中とは違って、海から吹きつける風には、秋の気配が感じられる。

「しかし、えらくかっこいい男だな。あれが茉莉花の好みのタイプ？」

　夜景に見とれていたら、背後から低い声が聞こえた。

　振り向くと、蓮水さんの冷ややかな瞳に捉えられて、少し慌てる。

　怒ってる？　確かに、涼透先輩の言い方は蓮水さんへの悪意に満ちていて……。

「あの、兄が失礼なことを言って、すみませんでした。あんな風に一方的に色んなことを決めつけて……。それに、あれ以来兄には会ってもいないし、蓮水さんのことを相談なんてしてません。お仕事のことだって、本当にごめんなさい」

「お前が謝ることじゃない。それにたぶん、彼の言ったことがこれからネックになるってことは薄々分かっていたから。だけど、さっきも言ったけど、茉莉花のこと手放す気は無いから。俺にできることなら、何でもする」

　結婚前提に――。

　蓮水さんの言葉が思い出されて、一気に顔が熱くなる。

　それでも、さっき涼透先輩が言っていた蓮水さんの仕事に対する思いを、私とのことで邪魔することになったらと不安になった。

「蓮水さんは、報道関係のお仕事がしたいんじゃないかって、兄が」

　その言葉に、蓮水さんの表情が険しくなった。

「なんでも調査済みってことか」

「あの、ごめんなさい……」

「いや、それも予想はしてたことだから」

　ネクタイを緩めながら私を見つめる、その瞳がようやく優しく細められる。

「いいんだ。お前は何も心配しないで。仕事のことはちゃんと納得してる。会社も、なんだかんだ言ってこんな俺を評価して、随分わがまま聞いてもらってるし。特に不満はないよ」

「でも報道をやりたかったって……」

「そんなこと、お前は心配しなくていい」

　蓮水さんの強い口調に、それ以上続けられなくなって口をつぐむ。

　少しバツの悪い顔をした蓮水さんが、話を逸らすように続ける。

「そんなことより、今日は済まなかった。星野さんのことで嫌な思いさせたな。彼女、悪気は無いんだ」

　私の脳裏に、圧倒されるほどの美しさと艶やかさがよみがえる。

「星野さん、すごく綺麗でびっくりしました。同じ人間だなんて思えない」

「まぁ、それが彼女の商売道具なわけだから」

　だけど今日の星野さんのあの感じは、たぶんまだ蓮水さんに気持ちがあって。

　ベッドがどうのこうのって言ってたってことは、そういう関係だったってこと？

　やっぱり付き合ってたのかな。あのすごい身体の、すごい美人と……。

　頭の中を、まとまらない考えがぐるぐると巡る。その心を読んだかのように、蓮水さんが口を開いた。

「隠してもしょうがないから正直に言うけど、彼女とは付き合うっていうのでもなくて。ただ……何回か寝た。それが週刊誌に出て、こっちもあっちも会社が慌てて、それでおしまい」

　蓮水さんの目には、何の感情も読み取れなかった。

　カイトくんが言っていた蓮水さんの荒れた時期。それがこういうことなんだと直感する。たぶん、星野さんだけじゃないってことも。

　蓮水さんの手が、星野さんを抱く。

　蓮水さんの唇が、星野さんの唇を塞ぐ。

　そんなシーンが頭をよぎって、皮膚がざわっと波打った。

「茉莉花……？」

　蓮水さんが俯く私を覗き込む。

　ちょっと疲れた瞳も、優しく触れる手も、今は全部私のものって思っていいのかな。

　それすら自信が持てずに、胸が苦しくなる。

「女豹がお好みって、どういうことですか？」

「はっ？」

「ベッドの上じゃ違うのかしらってことは、ベッドの上で星野さんが女豹みたいだったってことですか!?」

「だからそういうことじゃなくて……。ただ、壊れるくらい自分をぶつけられる相手なら、あの時は誰でも良かった。彼女も同じじゃないかな。実際俺以外に、本命の恋人がいたし」

「好きじゃ……無かったってこと？」

「……まったく好きじゃ無かったわけじゃない。ただ、その時の俺が欲しかったものを、彼女が持っていたってだけだ」

　聞けば聞くほど、蓮水さんと星野さんの関係は分からない。だけど、ふたりにそんなことがあった紛れもない事実に、打ちのめされるような気分になる。

「俺のこと、嫌いになった？」

　蓮水さんの手が、ためらいがちに頬に触れた。

「……今は、星野さんのこと好きじゃないんですか？」

「素敵な女優さんだと思うよ。また来期から、うちのドラマで主役をやってもらうし。一介の局アナにあんなやりとりを許してくれる、心の広い女優さんだ。だから本当はご機嫌を損ねられないけど、だけど……」

　蓮水さんの両手に頬を掴まれ、その顔が近づく。

「今の俺は、全部茉莉花のだから。……それは、信じて」

　とても深い黒。まるで吸い込まれていくような。この瞳に見つめられると、私の心はいつだって蓮水さんの思うままになってしまう。

「それより、茉莉花はどうなの？　俺のことは好みのタイプじゃないんだろ。最初に俺の部屋で目覚めた時、そう言い切ってた」

「だ、だって、それは……」

「それは、なに？　教えて。お前の好みのタイプ」

　肩を抱かれて車に押し付けられた。唇が触れそうなくらい距離を詰められる。

　顔の角度を変えて――私の表情を窺う、高圧的な瞳。

「言えよ。誰が好きなのか」

　強すぎる視線。逸らすことすらできないほど捕われて、息をすることすら苦しくて。こんなにも胸がときめいて、私の全部が蓮水さんを求めてるのに、それでもまだ求める、欲張りで傲慢な蓮水さん。

　自分の心は、全部見せてはくれないのに。

「忙しいんだ。もう局に戻らないと。だから……早く言え」

　少し焦れた意地悪な口調に、ほんの少し見え隠れする懇願。

　蓮水さんのこんなところに、私はいつも流されてしまうのかも知れない。

　ずるい。蓮水さんは本当にずるい。

「……蓮水さんが、好き」

　やっとの思いで口にした言葉に、蓮水さんが満足そうに口角を上げる。

「それでいい」

　微笑んだ唇が、そのまま私のそれに触れそうになって、思わず身体を引いた。

　その途端、履き慣れない高いヒールに足を取られる。

　靴が片方脱げて転びそうになったところを支えられて、軽々と抱き上げられた。

「きゃ……」

　私を車のボンネットに座らせた蓮水さんが、足元に膝をつく。そして優しくつま先に触れると、華奢な靴をそっと履かせてくれた。

　蓮水さんの背後で宝石のように輝くレインボーブリッジが、まるで魔法のように色を変える。

「……お前は本当に手がかかる」

　ため息まじりの掠れた声。少し滲にじんだ甘い微笑み。

　立ち上がりながら、ボンネットについた手が私のそれに重なって。

　光の残像を残すまぶたを閉じると、その意地悪な唇が、優しく触れた。










大切な場所




　玄関を開けると、たくさんの人の気配と明るい空気が満ちていた。

　開放的なリビングのガラス戸がオープンされていて、テラスから広がる芝生の緑が鮮やかに目に入る。

　私の知る見慣れた空間は、たくさんの子供たちの笑い声と、華やかに着飾った女性たちとで賑わっている。

　芝生を走り回る那な由ゆ多たが、私に一番に気づいて駆け寄ってきた。

「わぁっ!!　まりかだっまりかだっ」

　飛びついてきた那由多によろけそうになりながら、必死に抱きとめた。前に抱っこした時より随分重くなっていて、危うくひっくり返りそうになる。

「こら、急に危ないよ」

「まりかちゃんだ～会いたかった～」

　会話の後にハートマークが見えるように可愛いらしく、妹の星せい花かがギュッと私の身体に抱きついた。

　ふたりの体温を感じる。子供ってこんなに温かいものだなんだ。その存在の愛しさに、思わず胸がギュッとなる。

　今日は双子たちのバースデーパーティ。私は久しぶりに実家に戻ってきていた。

「茉莉花～。来てくれて嬉しいわぁ～♪」

　迎えてくれる亜希子さんは、相変わらずふんわり優しい雰囲気だ。

「ハイこれ。お誕生日プレゼント。私からは本、キョウコさんからはこれね」

「わぁ～。浴衣!?　子供たちだけじゃなくて、私の分もあるの!!」

「それと、これ。キョウコさんが作った、自家製の魚の味噌漬けと梅干」

「うわっ。これ、透とおるさんが喜ぶんだよね～」

　キョウコさんが作る魚の味噌漬けは、昔からパパの好物だ。

　リビングにはケイタリングの料理が並び、那由多たちのお友達やそのママなど、大勢の人で賑わっている。

　この間、涼透先輩から聞いた、亜希子さんたちの籍のこと。

　今日はその話も問いただしたくてやってきたけれど、次々と訪れるゲストや料理の手配で、ホストである亜希子さんはてんてこ舞いだ。

　しばらく待ってみたものの、忙しく走り回っている様子に話すことを諦めて、私は自分の居場所を探しながら、そっと周囲に視線を馳せた。

　幼稚園のお友達と庭の芝生を走り回る那由多。女の子同士集まって、お人形遊びをする星花。

　少し見ないうちにすごく大きくなったなぁ……。

　ずっとひとりっ子だった私にとって、この小さな弟と妹の存在はとても大切だ。

　半分だけだけど、血の繋がった家族。

　そんな考えがよぎると、次の瞬間、胸が苦しくなるような感覚が私を襲う。

　涼透先輩も、半分血の繋がった家族だ。

「あっ、おにいちゃまだっ」

　ひと際高い星花の声が響き渡る。自然に女性たちの視線が集中するリビングの入り口には、ブルーのストライプシャツに白いコットンパンツ。紺の綿ジャケットを羽織った正統派イギリス風カジュアルは、出会った頃からのスタンダードだ。

「おにいちゃまっ」

　星花が駆け寄って抱きつくと、反射的に受け止める涼透先輩の大きな手が、星花を軽々と抱き上げる。

「来てくれたのねっ」

「星花からあんなに可愛いメールをもらったら、来ないわけにはいかないよ」

　相変わらずの王子様スマイル。星花だけでなく、周囲の女性たち皆の目が一瞬で奪われる。

　周囲に微笑みを投げかける涼透先輩。そしてその視線がふと私を捉えると、いつものように首をかしげて目を細める。

　そんな仕草は、私が十三の時からまったく変わらない。

　今日のゲストは双子たちのママ友だけでなく、亜希子さんのモデル時代の友人も大勢来ている。涼透先輩の周りには、ひと目見ただけでそれと分かる女性たちの輪が、あっと言う間にできた。

　私はその輪から目を背けて、ひとりテラスに出た。




　白いガーデンチェアに腰掛けると、芝生を走り回る子供たちを見つめる。周りを木々で囲まれた広い中庭には、那由多や星花と同じくらいの子供たちが男女取り混ぜてざっと二十人くらい。まるでエネルギーの塊みたいに走り回っている。

　亜希子さんが来てくれてから、この家も随分明るくなった。

　ママが亡くなってパパとふたりになってから、無駄に広い家がかえって孤独を増長させていたあの頃、私の居場所はこの家のどこにも無かった。

　学校で涼透先輩と過ごしたあの時間だけが、孤独を癒す唯一の時間だったのだから。

　それが今は子供たちの笑い声で溢れて、家も、庭の木々や草花たちも、皆命を吹き返したみたいだ。

　全部亜希子さんと、那由多と星花のおかげ……。

　溢れ出しそうな思い出を押し殺すように、グラスのペリエをひと息に飲み干した瞬間、不意に耳元で声がした。

「隣、いい？」

「……どうぞ」

「わりと飲みやすかったから。これ。飲んでみたら」

　そう言ってシャンパングラスを差し出す、相変わらず完璧なタイミング。

「この前はどうも。あれから、彼とは上手くいってる？　なんて、聞くまでもないか。〝恋する女は綺麗〟……なるほど、使い古された陳腐な言葉が、ある意味何よりも真実ってことだね」

「……」

　無言で見つめ返すと、隙のない微笑みを返される。

「なに？　怖い顔だな。茉莉花のプードルみたいな顔立ちでも、怒れば少しは怖い顔になるんだね」

「誤魔化さないでください」

「誤魔化すって、なんのこと？」

　涼しい顔でペリエを口に運ぶ、涼透先輩の目が鋭く光った。

「それは先輩が一番よく知っていることでしょう？」

　今回、私がここへ来たのには、双子に会う以外にもうひとつ理由があった。

　涼透先輩に会うためだ。




　きっかけは近藤さんの電話からだった。

　とりとめのない世間話をしたあと、珍しく歯切れの悪い近藤さんを問いただすと、思いもよらない話が飛び出した。

『茉莉花ちゃん、あの……。もしかして、蓮水さんとのこと、おうちで反対されてるんですか？』

『えっ!?』

　何のことか分からないまま話を聞くと、蓮水さんに決まっていたクリスマスの音楽番組の司会が、スポンサーの意向によって白紙になったという。

『それでね、噂なんだけど、それが茉莉花ちゃんのお父さんの会社だって話があって』

　そばに蓮水さんがいるのか、声をひそめた近藤さんが心配そうに言った。

『年末は蓮水さん本当に忙しくて、最初から少し誰かに振った方がいいんじゃないかって話もあったんです。だけど段取りが狂うことが多い番組だから、アドリブが効く蓮水さんがいいってプロデューサーの意向もあって。それが突然の降板でしょう？代役もまだ決まって無いし、だからかな、そんな噂が立っちゃって』

　申し訳無さそうに――でも心配そうに。近藤さんがさらに声をひそめる。

『ちょっと気になっちゃって。蓮水さん、最近ちょっと不機嫌っていうか……元気がない時があるから』

　近藤さんの言葉に胸が痛む。近藤さんほどでは無いけれど、私だって蓮水さんのそばにいるのに、そんな変化に気がつかないなんて……。

『ありがとうございます。家の反対なんて無いはずですけど……。ちょっと確認してみますね』

『余計なこと言っちゃってごめんね。だけど私、心配で……。茉莉花ちゃんと蓮水さん、本当にお似合いだから』

　隣にいる涼透先輩は、涼しい顔をして視線を芝生に向ける。

　聞かなくてはと思った。近藤さんが言っていた、スポンサーの意向による蓮水さんの降板。そんなことができるのは涼透先輩しかいない。だけど、まさか――。

　――そんなこと、お前は心配しなくていい――。

　蓮水さんは家では仕事の話はしない。とても疲れた様子で時には不機嫌な日もあるけれど、どんなことに対しても、私に不満や愚痴を口にすることは一切無かった。

　私なんかに話しても、なんの解決にもならないことは分かっているけれど……。それでも、今回の降板にもしも涼透先輩が関わっているならば、それは断固阻止しなくてはいけない。

「なに？」

　グラスのペリエを陽にかざしながら、涼透先輩の視線が私に移る。

「もしかして、年末の番組の司会から、あいつが降ろされたこと、とか？」

　先に言われて一瞬ひるんだものの、すぐに気を取り直す。

「やっぱり涼透先輩が原因なんですか!?」

「だったら、なに？」

「すぐに取り消してください!!」

　少し大きくなった声に、ひとつ隣のテーブルに座る人が振り返る。こちらを窺う女性に甘く微笑みながら、涼透先輩がグラスを掲げる。

「大きな声を出すものじゃない。今日は僕たちの弟と妹の、お誕生日のお祝いだよ？」

　少し意地の悪い低い声。これは一体誰？　私の知っている涼透先輩じゃない。

　息苦しいくらいに張り詰めた緊張の糸を、足元に転がってきたボールが一瞬で解いた。

　身体から力が抜けて思わず息が漏れる。涼透先輩と言い争うことは、やっぱりとても勇気がいることだ。

「まーりーかっ。とってー」

　芝生の向こう側から那由多が叫ぶ。私は立ち上がって芝生に下りた。

「よーし、いくよーっ。えいっ」

　大げさに振りかぶって投げる。ボールは那由多とは違う方向に大きくそれていき、周囲から和やかな笑い声が起こった。

　そのタイミングで、双子たちのお友達のママらしき集団が、おずおずと近寄ってきた。

　モデルたちとは違った雰囲気だ。服も表情も。何もかもが、優しい。

「あのぉ、もしかして小野田先生ですか……？」

　ママたちは私の顔を確認すると、「ほら、やっぱり」なんて言い合っている。

「番組、いつも拝見してます」

「私も～。先生のレシピ、作って主人に好評でした！」

　と口々に言ってくださる。

「でも、蓮水さんってちょっと怖くないですか!?」

「え～っ。私はああいうタイプ、結構好きだけど」

「お宅はちょっと亭主関白っぽいもんね」

　ママたちのお喋りはかしましく、それでいて耳に心地よい。愛し愛される、幸福な女の人たちってこんな感じなんだ。

「蓮水さんは、お仕事だからあんな感じなんですか？」

「いえ、あれが普段の感じだと思いますよ、たぶん」

　興味津々で聞いてこられたので、本当のことを言っておく。

「でも、かっこいいですよね。私はファンだわ～」

「……とても人気のある方ですよね。テレビ的には」

　そう無難に答える私に、ママさんたちが噴き出した。

「ヤダ～。テレビの反応とおんなじ～」

「だって、あれ、台本無しなんですよ。いわゆる、ガチってヤツです」

「それじゃ、いつも本気であんなに怒られてるんですか!?」

「あれ、収録の時は、オンエアの十倍ぐらい怒られてると思ってください」

「蓮水さんに本気で怒られるのって、怖い～」

「ええ。怖いですよ～」

　そう言って笑うと、ママさんたちも笑う。

「茉莉花、せっかくだから、ゆっくり料理番組の感想を言って頂いたら？」

　王子様の顔に戻った涼透先輩が、立ち上がってママさんたちを席に誘う。

「あっ、すみませ……」

　涼透先輩を見上げたママさんのひとりが、そのまま赤面して固まった。

「あの……？」

　困惑する先輩に、クスクス笑い合うママさんたち。

「いえ、すみません、すごくかっこいいなぁって。いえ、主婦ともなるとイケメンに免疫が無くなっちゃって」

「ホントにね、こんなにかっこいい人見たことないわよね、最近」

「えぇと、小野田先生の？」

「兄です」

「キャー、美男美女！」

「そんな……皆さんもお美しい方ばかりですね。とてもお子さんがいるとは思えない」

　微笑みながらひとりひとりを見渡して――その言葉に、ママさんたちの頬が綻んだ。本当に笑顔が美しく輝き、一瞬でその場が華やいだ空気に満たされる。

　相変わらず女性にはソツなく優しい、完璧な涼透先輩。こういうところは全然変わっていない。

「でもぉ、やっぱり、小野田先生とちょっと似てますね」

　ひとりのママさんが私たちを見比べて言った。他のママさんたちがホントだねーと笑い合って賛同する。柔らかな笑い声の中で絡んだ視線に、涼透先輩の瞳が一瞬揺らいだ。

　似ている――その言葉は、逃れようのない現実を突きつける。

「僕は冷たい飲み物でもお持ちするから……。茉莉花はお話を伺っておいで」

　次の瞬間にはまたいつもの隙のない笑顔で、涼透先輩は席を離れた。




　結局先輩は席に戻ってこなかった。

　約束の飲み物はケイタリングの人が運んできてくれて、先輩は有名な雑誌の専属モデルと話しこんでいると思っていたら、いつの間にかいなくなっていた。

　蓮水さんの降板の件、きちんと話せなかったことが気にかかる。一度オフィスに行く必要があるのかも知れない、と思った。

　それともパパや亜希子さんに相談する？　……いや、それはまだ。

　まだ、ふたりで解決できるかも知れない、と淡い期待を捨てきれない自分がいる。

　それから程なくして、私もそっとパーティを後にした。

「泊まれないの？」と言う亜希子さん。

「本当は透さんも、茉莉花に会いたいのよ？」

「分かってる……。でも、仕事もあるし、今日は帰るね」

　友達に囲まれている双子たちを、遠くから見つめる。那由多も星花もとても嬉しそうだ。良かった。楽しいお誕生日だったね。

「そっと帰るよ。泣かれると困るし」

　私たちが帰る時にはいつも大泣きのふたりだ。だから涼透先輩もそっと抜け出したのだろう。

「茉莉花」

　玄関を出ようとする私を、亜希子さんが呼んだ。

「私たち、みんな茉莉花をとっても愛してるのよ」

　亜希子さんのちょっと切なげな微笑みが嬉しくて、それでもまだ帰れない自分がいて。

　ごめんね。

　そう心の中で呟いた。




　やっぱり、こんな靴履いてくるんじゃなかった。

　駅までの坂道を上ると引っかかる、華奢なヒールが呪わしい。

　普段は履かない、細い７センチ。

　お店で思わず手に取ってしまったのは、お気に入りのブルーのワンピースにとても似合う色だと思ったからだ。

　それでも、もう靴を脱いでしまおうと思った時、対面から来たシルバーのベンツが音も立てずに停まった。

「送っていくよ」

「あの人と帰ったんじゃなかったんですか」

「近くまで送っただけだよ。しつこく言われたから、仕方なく」

　運転席から降りてきた先輩が私の肘を持つ。キツく香る女性用の香水に、反射的にその手を振り払った。

「とにかく車に乗って。……あいつの降板の話も。撤回したいんだろう？」

　涼透先輩の首筋と襟に、グロスが付いている。あの女性と？　生理的な嫌悪感がざわざわと湧いた。

「茉莉花」

　優しげなのに、有無を言わさない。この声に焦がれた十三の私。

　私が焦がれた十五の涼透先輩は、もうどこにもいないのだ。

「早く乗れよ」

　無理矢理に腕を掴まれ、力づくで引きずられる。履き慣れないヒールに、足元がふらついた。

「嫌ッ……離してっ」

　肩にかかった手を振り払うと、苛立った気配の先輩が手首を掴んで……もみ合っているうち、ペチン、と音がして我に返った。

　力なんて入っていなかった。だけど私の平手が、涼透先輩の頬を打ったのは現実のことで――。

　誰かに手を上げるなんて、生まれて初めてのことだ。自分のしたことに呆然とする。当の涼透先輩は顔色ひとつ変えずに、平然と私の腕を掴む。

「少しは気が済んだ？　とにかく乗って。そんな靴でフラフラして……心配で、ひとりじゃ帰せない」

　促され、仕方なく開けられたドアに乗り込むと、音も立てずに車が動き始める。

「顔色が悪いな。……酔った？」

「……香水の匂いがキツくて。窓、開けてもいいですか」

　顔を背けながら答える。こんな涼透先輩、顔も見たくない。

　五分ほど走ったところで、いつの間にか静かな公園の前に車が停まった。パタンとドアの閉まる音とともに、先輩は何も言わずに車を降りる。

　外の空気が吸いたくて、私もふらつく身体を引きずるようにして車を出た。




　十月にしては強い日差しが、夏の名残を感じさせる。

　子供たちが去ってしまった公園には、誰の姿も見えない。数メートル先を行く涼透先輩は、隅にある水道の方へまっすぐ歩いていく。

　先輩は蛇口をひねると、乱暴に顔を洗い出した。そしてそれだけでは足りないのか、今度は蛇口から直に流水を首筋に落とす。容赦なく水に晒されたシャツやネクタイが、みるみる色を変えていく。

「涼透先輩!?」

　その突然の行動に、思わず駆け寄っていた。細いヒールが公園の砂地に食い込む。

「何やってるんですか!?　びしょ濡れじゃないですか!?」

「こうでもしなくちゃ、茉莉花がまともに喋ってくれない」

　ひとしきり顔や首を洗い終えると、髪をかき上げながら強い視線で私を捉える。

「これでいい？」

「どうして……」

　慌ててバッグからハンカチを取り出して、先輩の首筋や顔を拭った。すると不意にハンカチを持つ手首を掴まれる。

　雫が滴り落ちる濡れた髪の隙間から、怒りを含んだ瞳が私を見下ろしている。

「どうして？　……そんなこと分からないさ。どうして俺たちが兄妹なのかも、どうしてあの時お前が階段から降ってきたのかも」

　手首を掴む力が強くなって、指先からハンカチが落ちる。涼透先輩の怒りに満ちた瞳が、なおも強く私を見つめた。

　痛々しい涼透先輩の表情に思わずはっとする。

　違う。変わったのは先輩じゃない。先輩じゃなくて――。

「……ごめんなさい」

　ごめんなさい。心の中でリフレインしたその言葉に、先輩の視線が苦しげに逸らされた。

　強く握られた手が解放される。

「俺が……俺たちが、何か悪いことをした？　ただ生まれてきて、生きてる、それだけだ。それだけなのに……」

　それだけなのに、どうしてこんなに苦しいんだ――言葉にならない先輩の声が伝わってくる。

　ごめんなさい。

　変わったのは私の方だ。

　だけどもう、十三歳の私には戻れない。

　だって――蓮水さんに出会ってしまったから。




　その日、蓮水さんが帰ってきたのは日付が変わる直前だった。

　キョウコさんは寝室に行ってしまったあとで、私は少し迷ったけれど蓮水さんの部屋を訪れた。

「おかえりなさい」

　最近の蓮水さんは本当に忙しくて、メールや電話はしていたものの、こんな風に家でゆっくり会うのは久しぶりのことだ。

「俺は風呂入ってくるけど……。お前は？」

「私はもう済ませました」

「……もう一回、一緒に入る？」

　はぁっ？？

「い、いえ、大丈夫です。もう十分です」

　突然のお誘い。動揺しまくる私に「あっそ」とそっけない返事で、蓮水さんはバスルームへ消えた。

　びっくりした。一緒にお風呂に入ろう、なんて、普段は絶対言う人ではない。

　い、いや、私が知らないだけで、本当はそういうタイプ？

　なんか……やっぱり違う。

　大丈夫なのかな、とちょっと心配になる。

　近藤さんが言っていた降板の件も、きっと蓮水さんの負担になっているに違いない。

　私のせいだ……。




　しばらくして上半身裸の蓮水さんが、頭を拭きながら出てきた。

　画面に映る造り込まれた蓮水さんとはまるで違う。

　少し絞られた身体のラインも鋭い刃物のような視線も、それは野生動物のようにしなやかで、簡単には触れられない気配を漂わせている。

　こんな時の蓮水さんが、とても疲れている、ということを私は知っていた。

　何か蓮水さんのためにできることがあったらいいのに。

「蓮水さん、お腹は空いてないですか？」

「何か適当に食べたよ」

「じゃあ果物でも剥きますね」

　ちょうど食べ頃だからと、キョウコさんが用意してくれていた梨をキッチンで剥く。

　程よく熟れたそれは、ナイフを入れた瞬間瑞々しい水分を溢れさせ、糖分と果汁を芳醇に含んだ果肉が、その白磁の肌を現す。

「良かった。ちょうど食べ頃みたい。蓮水さん、ちょっとだけでもお腹に入れてくださいね。疲れが取れるから」

　硝子の器に入れた梨を目の前のテーブルに置いたけれど、蓮水さんは頬杖をついて資料を読んだままだ。

「……お仕事、すごく忙しいんですか？」

「この時期はいつもこんな感じだから。でもまぁ、ちょっと今はタイト過ぎるかな」

「食事も……。ちゃんとしてくださいね」

「あんまり食べると集中できないから。でも、気を付ける」

　ようやく資料から目を離して、蓮水さんが私に視線を向けた。少しシャープになった輪郭に疲労の影が見える。

「じゃあ、これだけでも。はい」

　フォークに綺麗に剥いた梨を刺して、口元に運ぶ。

　こうでもしないと食べてくれそうにない。

「……果物はあまり食べない」

「でも疲れが取れるから。少しだけでも食べてください」

　過酷な毎日。身体が本当に心配になって、何とかひと口だけも食べさせようとするけれど、固く結んだまま、口を開けようとしない蓮水さん。

　どうしよう。

　ちょっと泣きそうになっていると、ため息をついた蓮水さんが、仕方無さそうに口を開けてくれた。

　白い果肉がしゃくしゃくと咀嚼されて、喉を通っていく。

「……美味い」

「本当ですか!?　じゃあ、もう少し」

　口元へフォークを持っていくと、また素直に口を開けて食べてくれる。嬉しくてどん食べさせた。されるがままに、口を開ける蓮水さん。

　口元に付いた果汁を気にする気配もないので、ティッシュでそれを拭う。やっぱりされるがままの蓮水さん。そんなことを続けていくうち、なんでも私の思うとおりになる蓮水さんに、逆に違和感を覚え始めた。

　おかしい。いつもと違う。

　普段の蓮水さんは、こんな風に黙って人の言いなりになる人では無い。

　必ずひと言、人の揚げ足を取るようなコメントを発するのが常だ。

　ホントに体調大丈夫なのかな。例の降板の件が頭をよぎり、途端に蓮水さんが心配でたまらなくなる。

「蓮水さん、すごく疲れてるみたい。今日は早く休んだ方が――」

「今日は実家に行ってたんだろう？　で、どうだったの？」

　唐突に切り出されて少し戸惑った。いつもとは違う硬い声と視線に、意味もなく圧倒される。

「弟たちも元気で、お友達もたくさん来ていて。そうだ、そこに来ていた幼稚園ママさんたちも私たちの番組を見てくださっていて、すごく評判が良くて――」

「彼も来てたんだろう？　小野田涼透。……会ったの？」

　私の言葉を遮った蓮水さんの声がいつもより低くて、部屋の中にぴりりとした緊張が走る。

　なんだか怖い。でも、嘘もつけない。

「はい。会って、少し話もしました」

「……また口説かれたりしなかったか」

「……え？」

「この前食事した時、まだお前のことを諦めていないように思えたから。また何かアクションを起こしたんじゃないかと思って」

　――また何かアクションを――その言葉の意味が、蓮水さんの降板を指している気がした。蓮水さん涼透先輩が原因だって気づいてるんだ。

　どうしよう。

　蓮水さんにこれ以上迷惑をかけたらどうしよう。

　今日、きちんと涼透先輩に言うつもりだったのだ。蓮水さんと真剣にお付き合いしていること、蓮水さんを……誰よりも大切に思っていること。だからそんな理不尽な嫌がらせはもうやめて欲しいと。

　だけど結局言えなかった。公園で、どうしようも無く自分を持て余している先輩を見て……その姿が、あまりにも痛々しくて。

「茉莉花」

　名前を呼ばれて顔を上げると、少し眉をひそめた蓮水さんが、まっすぐこちらを見つめている。

「蓮水さんのお仕事……涼透先輩のせいでダメになったって……。本当にごめんなさい」

　全部私のせいだ。

　涼透先輩だって、本来そんなことをする人じゃない。

　自分の立場を利用して誰かを陥れるなんて、そんな卑怯な人では――。

「あの、涼透先輩、本当はそんなことをする人じゃ無いんです。きっとこんなことになるには何か理由があって……。あの、だからきちんと話をして誤解を解いて――」

　その言葉に、蓮水さんの表情が一瞬で険しくなる。

　不機嫌そうに伏せた眼差しからは苛立ちさえ漂って、言葉を続けられない。

「余計な心配はしてもらわなくていい。たとえどれほどの権力を持っていようと、そんなやつの中傷に惑わされるような仕事はしていない。そんなことより、お前は自分の心配をしろ。次の収録のレシピがなかなか来ないって、ディレクターがぼやいてたぞ」

　蓮水さんの言葉に、冷水をかけられたように身体が冷たくなる。

　ここ最近、蓮水さんのことで頭がいっぱいで――レシピはとうにでき上がっていたのに、今日送るはずだったものを忘れてしまっている。

「ごめんなさい……」

「謝るなら俺にじゃなくて、ディレクターに謝れ。……いつまでもお嬢さん気分で仕事されると迷惑だ。こっちは毎日、文字どおり命懸けでやってるんだ」

　お嬢さん気分……そんなつもりは……。

　確かに蓮水さんの周りにいる人は、近藤さんにしろ星野さんにしろ、きちんと自分の仕事に責任を持ってやり遂げる、強い精神力を持つ人たちばかりだ。

　それだけじゃない、容姿や能力に長けた、文字どおり選ばれた人たち。

　それに比べて、私はどうだろう。

　特に抜きん出たものなんて何も持っていない、ただのありふれた女の子だ。

　今番組に出ているのだって、蓮水さんの力があってこそ。

　自分ひとりの力じゃ、なにひとつ満足にできはしない。

　それどころか、大切な蓮水さんに迷惑までかけて――。

　自分の存在が蓮水さんの負担になっている事実に、みるみる胸がぺしゃんこになって、苦しいくらいに押しつぶされる。

　そばにいたい。だけど、迷惑をかけてしまう。

　こらえきれずに涙が溢れた瞬間、テーブルに置かれたスマホが着信を知らせる振動を始めた。

　液晶に表示された〝星野 瞳〟という文字に、無意識に指先が震える。

　蓮水さんは何も言わずにそれを持って、部屋を出ていってしまった。

　パタンと音を立てて戸が閉まり、私はひとりリビングに残される。

　蓮水さんと星野さん……もしかして今でも連絡を取り合ってるの？

　途端に胸がきゅうっと痛み、同時にどうしようもないくらいの不安が押し寄せてくる。

　違う、そんなはずない。星野さんとはもうなんでもないって、はっきり言ってくれたはずだ。

　きっと、お仕事の打ち合わせとかで……。

　揺れ動く心を懸命に奮い立たせてみても、あとからあとから溢れ出す涙は、なかなか止まってはくれなかった。










不機嫌の理由 ～ｓｉｄｅ蓮水～




　星野の用件は、番宣のインタビュアーに俺を指名したからよろしくという、形式的なものだった。

　最悪のタイミングでかかってきた、どうでもいい電話。早々に切ろうとする気配を敏感に察して、星野がいつものように絡んでくる。

『茉莉花さんと一緒なんでしょ』とか『私は仕事ばかりで恋愛もできないのに』とか。

　立場上しかたなく不機嫌な女王さまのご機嫌をなだめて、ようやくリビングに戻った時には、すでに茉莉花の姿は無かった。

　なんでこうなった……。

　力なく椅子に腰掛けると、テーブルには茉莉花が剥いた梨が、薄いブルーの硝子の器に所在なく残されている。

　さっきまであの華奢な指がフォークに梨を刺し、俺の口に運んでいたはずなのに。

　度数の高いアルコールを煽ったような、苦い後悔が喉の奥からこみ上げる。

　怒りに任せてキツい物言いをしてしまった。

　レシピのことだって、本当は誰も文句なんて言っていない。

　茉莉花はいつも予定よりかなり早く送ってくるから、二、三日遅れたところで、実は全然仕事に差し障りもない。

　ただ、いつものタイミングで茉莉花からメールが来ないから、ディレクターの黛が『どうしたんだろ。風邪なんて引いてなきゃいいけど』と心配していただけの話だ。

　それなのに『お嬢さん気分で仕事するな』だなんて。

　まったくの言いがかり。ひどいにもほどがある。

　なんであんなことを……。

　愚かしい自問自答の答えは分かりきっていた。

　茉莉花の口からあいつ――小野田涼透を庇うような言葉が吐き出されたからだ。

　このあいだ偶然会ってから、彼のことを過剰なほど意識していることには、嫌になるくらいの自覚があった。

　芸能人並の容姿。

　一流企業の御曹司にして、国内最高峰の学歴。

　洗練された、徹底的な紳士ぶり。

　どれをとっても並の男が太刀打ちできる相手じゃない。

　茉莉花にとっては憧れの初恋の王子様で、母親の違う兄。どうやっても叶うはずのない恋で、現実にはライバルにはなり得ないはずだ。

　けれど、そんな過酷な運命に彩られた恋が刻む思い出は、想像以上に心を蝕むしばむものだ。

　実際、俺だって紫苑の死を受け入れるのが怖くて、逃げて――長いあいだ彷徨ってたんだ。茉莉花に出会うまでは。

　だから、茉莉花が本当に愛してるのはやっぱりあいつなんじゃないか、とか、あいつに茉莉花を攫われるんじゃないだろうか、とか。

　そんな妄想が鎌かま首くびをもたげて、あれ以来仕事にも集中しきれない自分がいた。

　だから、それが災いしての降板だと自分では理解している。

　確かにプロデューサーの福嶋さんには、『茉莉花ちゃんのご両親に、きちんと挨拶に行け』とは言われたけど。

　だけどこんなにスケジュールを詰められて、一体いつ行けって言うんだ。

　――涼透先輩のせいで、蓮水さんのお仕事がダメになったって――。

　茉莉花の口からその言葉を聞いたとき、正直ダメージが大きかった。

　惚れた女にそんな無様な姿を晒すなんて、みっともないこと甚だしい。

　近藤がリーク元か？

　社内情報を外部に漏らすなんて言語道断、上に報告してボーナス無しにしてやろうか。

　そう思った時、何日か前に『蓮水さん、体調大丈夫ですか？』と声をかけられたことを思い出す。

　近藤はああ見えて、実は感受性がとても強く、人の気持ちに敏感だ。

　あいつ、俺のことを心配して……。

「かっこわる……」

　ため息とともに、独り言が口をついた。

　救いようのない不甲斐無さ。ちっせぇ男だ、俺は。

　ちゃんと分かってるさ。この不調の原因が、単なる嫉妬だと。

　身体の内側に渦巻く負の感情。初めて経験する、コントロールできないほどの激しい感情の正体。

　茉莉花のことになると、とにかく理性で抑え切れない。冷静な判断ができないのだから、タチが悪い。

　大の男がみっともない、そう思った瞬間、ついさっきここで泣いていた茉莉花が脳裏に浮かんで、心臓をキリで突き刺されたような痛みが走る。

　好きな女を泣かせて、平気な男なんて世界中どこを探してもいない。

　笑っていて欲しいんだ。――できれば、俺の腕の中で。

　もっと言えば腕の中に閉じ込めて、もう誰の目にも触れさせず、自分ひとりだけのものにしたい。

　柔らかな身体を抱きしめて、全部自分のものだって安心できるまで、ずっとその肌を味わっていたい。

　不意に湧いた黒い感情を打ち消すように、目の前に置かれた梨をひと口かじる。

　茉莉花が食べさせてくれた時には、本当に疲れが取れるほど美味しく感じたはずなのに、いつまでも口の中に残る繊維には、何の味わいも感じられない。

　ダメだ。

　やっぱりもう、茉莉花がいないと、味覚すら働かない。




　寝室に戻り、無造作にベッドに寝転んだ。

　連日の過密スケジュールで身体は泥のように疲れていたけれど、妙に頭の芯が冴えて眠気なんて起こりそうに無かった。

　茉莉花がいないと思っただけで、やけに広く感じるベッド。手を伸ばすと触れるはずだった柔らかな身体の代わりに、冷たいシーツの感覚がざらりと手のひらに残った。

　途端に寂しさがこみ上げて、無意識に身体を丸め込む。

　茉莉花を想うと沸き起こるこの気持ちを、正直、持て余していた。

　自分でもちょっとおかしいんじゃないか、とすら思ってしまう。

　けれど、止められなかった。こうして会えない時間が続くとそれはどんどん蓄積されて、少しでも油断すれば膨らんだ心の隙間から簡単に溢れてしまう。もう末期的な症状だ。

　こんな状態で、偉そうに他人にダメだしをしている自分を思うと、我ながら笑える。

　福嶋さんが知ったら、きっと小躍りしてこんな俺をいたぶるだろう。

　この俺が寂しい、なんて。

　ひとりでいることになんて、とうに慣れていたはずだったのに。

　幼い頃から、諍いさかいの絶えない両親のもとで育った。

　夫婦なんて赤の他人だ、そうはっきり実感したのは、俺に何の相談も無く彼らが離婚を決めた高校の頃だ。

　勝つことしか考えない、モラルの欠片もない父親。愛想を尽かした母親の選択は間違っていなかったと今なら理解できるが、俺だってまだ思春期の中にいるただのガキだったのだ。

　そして紫苑のこと。

　今思えば、色々なことが起こり過ぎたのだろう。

　それからの人生は、仕事でのし上がることにしか興味が無かった。女とのこともそうだ。人に言えたもんじゃない、危ない橋を渡ったことだってある。

　ぬくもりの中に埋うずめてくれる相手なら、誰だって良かったんだ。

　愛なんて不確かなものを否定しながら、縋っていただけなのかも知れない。

　茉莉花に出会って、本当に大切なものを教えてもらうまでは……。

　脳裏に茉莉花の笑顔が浮かんで、抱きしめると小鳥のように震える、柔らかな身体の感覚がよみがえる。

　あんな言い争いさえしなければ、今頃きっとこの腕の中に嫌というほど抱いて、決して離れないように強くお互いを結びつけていたのに。

　灼けるような胸の痛みに、ぎゅっと手のひらを握り締めた。

　お前を失いたくないんだ。

　不安に疼く胸を抑えながら、俺は強く目を閉じた。




　翌日、収録を終えてアナウンス室に戻る途中で、後ろから声をかけられる。

　振り向くと、にこやかな笑顔の黛が走り寄ってくるのが目に入った。

　黛は同期入社。どちらかというと見かけのいいやつで、ついでに言うと性格も良くて人望もある。俺とは正反対のタイプだ。

　ここだけの話、茉莉花を狙ってるんじゃないか、と思うほど優しい対応をするから茉莉花も懐いていて、それがまた気に入らない。

「蓮水～。お疲れ。さっき、茉莉花ちゃんからのメールで、レシピ届いたから」

「……そうか」

「ごめんなさいって何回も書いてあって……。もしかしてお前、なんか言った？」

「別に」

「……ならいいけど。だけどさ、本当にいいよな、茉莉花ちゃん。頑張り屋さんだし、可愛いし。今回のレシピも、一番カットが映えるのはこの部分じゃないかなんて画像も添付してくれて、こっちとしては助かるなぁ」

　鼻の下を伸ばしながら茉莉花を褒める黛に、意味も無くイライラが募る。

　こいつ、茉莉花ちゃんなんて気安く呼びやがって。小野田先生と言え。

「でもさ、最初は茉莉花ちゃんとお前の掛け合いがコーナーのキモになればいいって、それくらいの軽い気持ちだったけど、レシピにしても段取りにしてもどんどん工夫をしてきてくれて、こっちも仕事がしやすいよ。茉莉花ちゃんの資料、分かりやすいってカメラマンにも好評でさ」

　黛に言われるまでも無く、茉莉花はよくやっている。回を追うごとに工夫や応用が加えられて、スタッフのウケもかなりのものだ。

「ホントに助かるよ。茉莉花ちゃんがいるだけで、なんか和むしね。お前の陰険なダメだしが緩和されて、スタジオの空気、すごく良くなるし」

　黛の言い草はイチイチ癇かんに障さわるが、それには一理ある。

　確かに茉莉花がスタジオに入ると、途端に空気が変わった。

　何よりも、あの天然の雰囲気が現場の空気を和らげる。

　たとえば何かトラブルが起こっても、茉莉花ひとりいるだけで――あの無意識に周囲を気遣う優しさで、尖りかけた現場の空気が一瞬で和んでしまうのだ。

　そんな話をしながらアナウンス室まで戻ると、黛に誘われて隣にあるリフレッシュコーナーに移動した。

　コーヒーを飲む黛の穏やかな眼差しが、まじまじと俺を見つめる。

「なんだよ？」

「いや、……お前、良い顔になったなと思って」

「……そんなに変わったつもりは、俺には無い」

「いや、確実に変わったよ。表情もだけど、醸し出す空気が丸くなった」

　黛の視線が急に強くなって、こっちも本気で受け止める。

　同期の中でも一番にディレクターに格上げになった黛は、新入社員の頃から他のやつとは明らかに違っていた。

　特に個性的というのではないけれど、いつも穏やかな笑顔を浮かべながら、その場の状況を一瞬で把握する勘の良さみたいなものを持っていた。

　それに加えて、誰にでも平等な判断を下せる冷静さも持っている。

　きっと将来は、優れたプロデューサーになるだろう。

「お前さ、随分長いこと荒すさんだ時代を過ごしてたけど、これからはちゃんとしろよ。その、茉莉花ちゃんのことにしても」

「なんだよ、急に」

「茉莉花ちゃんと一緒にいるようになってからのお前、かなり良くなった。カメラを通したらはっきり分かるよ。何よりも安心感が増したな。たぶんこれからずっと、お前はうちの看板になる」

　真剣な顔をした黛にきっぱり宣言され、こっちのほうが面食らった。

　なんなんだ、この突然の告白みたいなのは。

「今まで色んな女とどうこうやってたみたいだけど、茉莉花ちゃんは別格だ。……絶対に離すんじゃないぞ」

「お前、突然なにを……」

　全てを見透かされたストレートな発言に、こっちの方がしどろもどろだ。

「お前って何でも完璧にやろうとする割に、自分が評価されようとか、いい人に見られようとかまったく考えてなくて、そういうとこ要領が悪いっていうか……。いや、ハナっから打算で動いてないから、最終的なツメが甘いっていうか」

　そこまで言った黛が「ま、そこが人気の秘密だけどな」と小さく笑う。

「だけど本当に手に入れなきゃいけないものがあるなら、ちゃんとやれってこと。茉莉花ちゃんの親や兄弟とか、そういうのも全部含めてな？」

　強い調子で言ったあと、黛はいつもの軽い調子で「そんじゃ、また」とその場を後にした。

　姿が見えなくなるまで見送って、冷めたコーヒーをひと息に飲み干す。

　苦味だけが残った液体が、喉の奥に染みた。

　――本当に手に入れなきゃいけないものがあるなら、ちゃんとやれ――。

　黛の言うとおり、ちゃんとしなくちゃダメなんだと改めて思った。

　まずは茉莉花の両親に挨拶に行こう。

　きちんと今後のことも含めて、交際を認めてもらおう。

　場合によっては仕事の方向性も変えなくてはならないかも知れないが、茉莉花と一緒にいられるならばどんなことも厭わない。

　それにあいつ――涼透くんのことも、茉莉花にとって大切な存在なら認めなくてはいけないだろう。

　難しい課題かも知れないが、やれるはずだ。茉莉花のためならば。

　とにかくそばにいてくれなければ、こちらの身がもたないのだ。それに――。

「もうこれ以上、妬かせないでくれ……」

　本当にこれ以上、耐えられそうに無かった。










新たな旅立ち




　実家に向かう駅からの坂道を、今日は歩きやすい靴で歩く。

　平日の午前中。双子たちは幼稚園へ行っていていないはずだ。というか、ふたりのいない時間帯を敢えて選んだのだけれど。

　あらかじめ連絡していたからか、亜希子さんが家の前で出迎えてくれる。

　リビングのガラス戸が開け放たれて、十一月の澄んだ風が心地よく通り抜けていく。

「今日はちょっと聞きたいことがあって」

「なになに？　なんだか穏やかじゃないわね」

　相変わらず屈託のない笑顔。

　この天真爛漫さにやられちゃうんだよね、いつも。

　それでも、今日はきちんと話をしなくちゃいけない。

「この前偶然知ったんだけど、那由多と星花が籍に入ってないってホント!?」

　バツの悪そうな顔で言葉を探す亜希子さんの後ろで、来客を知らせるインターフォンが鳴り響いた。

「時間どおりなのね」

　いそいそと玄関に向かう亜希子さん。

　そしてリビングに入ってきたのは、スーツ姿の涼透先輩だった。




「どうして……」

　突然の先輩の登場に、私は言葉を失う。

「ごめーん。少し前に涼透さんから、たぶん近いうち茉莉花が訪ねてくるだろうから、そうなったら連絡をするように言われてて」

「そんなこと、ひと言も……」

「僕が口止めしたんだ。亜希子さんのせいじゃない」

「茉莉花ごめーん……」

　上目遣いで手を合わせながら「涼透さんにお茶を……」と亜希子さんはキッチンに消えていく。

　涼透先輩は悪びれる様子もなく、静かに席についた。

　秋らしい深いグレイのスーツに、薄いピンクのワイシャツ。ワインレッドのネクタイが涼透先輩の繊細な顔立ちをさらに華やかに引き立てる。

　まるで雑誌から抜け出たようで、誰だって見とれてしまうほど魅力的なのはいつもどおりだけど……。

「涼透先輩、少し痩せた？」

　元々鋭角な顎のラインが、さらにシャープになっている。

「どうなのかな。体重は量ってないけど、確かに少し落ちている気もするね」

「きちんと食事してるんですか？　夏の疲れが出る時期だから、きちんと栄養バランス考えてください」

「ハイハイ。さすがにお料理の先生だな」

「茶化さないでください」

　やれやれ、と眉毛を上げた先輩の背後から、ティーポットをトレイにのせた亜希子さんが戻ってくる。

「だけど、どうして茉莉花が来るって分かってたの？」

　手製のスコーンを私たちの前に並べながら、亜希子さんが不思議そうに涼透先輩を見つめる。

「さあ？　なんとなく」

　紅茶の香りを楽しみながら、涼透先輩が満足げな笑みを浮かべる。

「美味しいよ。亜希子さんは、紅茶を淹れるのが上手なんだな」

　悠長に紅茶を味わう涼透先輩を横目に、私の鼻息は荒い。

「那由多と星花の籍のことと、あと、まさかとは思うけど亜希子さんも籍に入ってないんじゃないかって不安になって。ね、どうなの？」

「いやー……。それはさぁ、別に私もそういうの望んでなかったし、透さんにも籍入れるとうちは結構面倒くさいぞーっとかって言われて。何しろさ、結構透さんのお兄さんたちうるさいじゃん」

　亜希子さんの言うとおり、実際問題、パパの境遇もややこしかった。

　パパはおじいちゃまの後妻の子供。

　パパには、亡くなった先妻が産んだお兄さんとお姉さんがいる。

　そして私にも分からない色々なことがあった挙句、晩年のおじいちゃまを看取ったおばあちゃまの子供だったパパが、最終的に会社を継ぐことになった。

　パパのお兄さんとお姉さんは、現在も役員に名前を連ねてはいるけれど、それは形だけのことで……。

　相続は全国にあった不動産を渡すことで、表面上は諍いなくことを終えていたみたいだけれど。

「伯父や伯母は形ばかりの役員だけれど、それでも一応株主だからね。彼らの親族を含めて、この先どんな動きをしてくるか分からない」

「だからさー、私はこれでも別に構わないって。ふたりとも、認知はしてもらってるし」

「そういう問題じゃないよ。小学校に入るようになったら、何かと問題が起こるんじゃないの？　その、戸籍の苗字と、今名乗ってる苗字が違うとか」

　ふたりとも『小野田那由多』『小野田星花』と幼稚園の名札に書いてあるのを見たことがある。

「茉莉花の言うとおりだ。それに、どうせ籍に入るなら早い方がいい。大人の色んな事情が理解できる年齢になる前に」

　さらりと言い放つ涼透先輩の言葉には、結構重みがあった。

　きっとそれは涼透先輩が一番分かっていることだ。

　涼透先輩は、大学二年生の春に突然『小野田』に苗字が変わった。

　母親の違う兄がいたと知ると同時に、私の恋が成就しないと知った日――。

「今はそれでいいかもしれないけど、将来的に父さんに何かあった場合、亜希子さんたちの立場が困ったことになる。どちらにしても僕は三人をきちんと籍に入れてもらって、その上で会社の方向性を考えるべきだと思ってる」

　涼透先輩の細い指先が、華奢なカップをソーサーに置く。

「それに茉莉花にも、どうやら結婚を考える人が出てきたみたいだし？　ね、茉莉花」

「え？　え？　そうなの？　誰？　私の知ってる人？　やっぱり蓮水さん!?」

　やっぱり蓮水さんって……。

「だってぇ、ママ友たちみんな言ってるよ。小野田先生はともかく、蓮水さんって絶対小野田先生のこと好きよねぇって」

　え？　なんで？

　あんなに怒られてるのに!?

「やっぱり、女性はよく見てるよね。特に既婚の女性ならなおさらかな？」

「ね、茉莉花、どうなの？」

　先日パーティで会った時とはまるで違う、涼透先輩の穏やかな笑顔に背中を押されて白状してしまう。

「実は……。蓮水さんとお付き合いしているのは本当」

「キャー」

「だけどこの話はまだ秘密。ママ友にもね？」

　蓮水さんの立場的には、やっぱりあまり公にしない方がいいのだろうと思う。

「ハーイ。でも、一度連れてきて～」

「そうだな。父さんも含めて、一度きちんと話はした方がいい。双子たちと亜希子さんの入籍に関しても、僕が話をちゃんとするよ。茉莉花の彼にとっても、変にマスコミに知られるよりそれならそうと話を進めた方がいいんだろうし。うちとしては、茉莉花が週刊誌に出るようなことは絶対避けたい」

「そうよねー。茉莉花もテレビに出てる人だし、週刊誌も狙うかもねー」

「そうとなれば、一度父さんと会ってもらった方がいいな。亜希子さん、また父さんにもそれとなく話しておいてもらえる？　僕からも話は振っておくけど」

　涼透先輩が淡々と話を進める。

　私と蓮水さんとのことに協力してくれるなんて、何だかピンと来ない。私たちのことを反対していたはずなのに。

　先日のあの悪意に満ちた涼透先輩と今日の先輩、まるで別人みたいだ。

　それだけじゃない。どこか違和感があった。いつもの先輩じゃない。なんだか胸騒ぎがして、先輩を見つめる。

「涼透先輩、何かあったんですか？」

「どうして？」

「どうしてって……。なんとなくです」

「別に」

「じゃあ、体調が悪いとか？」

「うーん……。なんでそう思うの？」

　曖昧に言葉を濁して目を伏せるのは、都合の悪いことを聞かれた時の先輩の癖。

「だって、いつもと違う感じがするから」

　じわじわと湧いてくる不安に耐え切れずまっすぐに見つめると、先輩は困ったように微笑んだあと、小さなため息をついた。

「茉莉花には隠し事できないんだな。実は、離婚することになってね」

　言葉を失う私とは反対に、亜希子さんが大きな声をあげる。

「離婚って、離婚って、だって奥さんってうちと提携してるアパレルメーカーの」

「大丈夫。僕には何の落ち度もないよ」

　慌てふためく亜希子さんを安心させるように、涼透先輩が笑った。

「彼女に子供ができたんだ。もちろん僕の子じゃない。結婚前から付き合っている人の子供だ」

「だって、そんなの……」

　分からないじゃない、と亜希子さんが小さく呟いたけど。

「確実に僕の子供じゃないよ。僕たちに夫婦の関係は無かったから」

「えぇっ!!」

「形だけの夫婦だったから。お互いそれは納得して結婚したんだけど」

　涼透先輩が苦笑する。

「相手は大学の講師をしている人らしい。高校の同級生だそうだ。彼女に産みたいって言われて、それならって離婚を決めた。子供には本当の父親が必要だからね。彼女も最初は混乱していたけど、今はしっかり母親の心構えができたみたいだよ。たぶん、今日あたり実家に彼と一緒に報告に行ってると思う」

「そんな……。涼透さんはそれでいいのっ」

　すでに涙ぐんでいる亜希子さんに、先輩は困惑の微笑みを向ける。

「いいも何も。仕方ないし、生まれてくる子供には、何の罪も無いからね。あぁ、父さんにはもう報告済み。僕が不甲斐ないって少々ご立腹だったけど、あちらの事情でのことだし、別に婚姻関係がなくても、彼女の実家である取引先とはきっちり仕事で信頼関係は築いてるからね。だから茉莉花の結婚相手も、利害関係だけで選ぶ必要はないんじゃないかって言っといた。あ、でも後は蓮水さんの交渉次第だね。まぁ、彼のことだからきちんとするだろうけど、父さんは結構シビアだからひと筋縄じゃいかないかも知れないな」

　穏やかに笑う涼透先輩。

「でもぉ、私たちの籍のことはホント、いいんだけどなぁ。ややこしいことになったら、透さんに悪いもの」

「ややこしいことになっても、父さんには責任ってもんがあるんだから。亜希子さんが甘やかし過ぎなんだよ。それと、この際だから亜希子さんに相談があるんだ。うちの仕事、手伝ってみる気はない？」

「仕事って……」

「そう。今僕がやっている仕事のうち、国内の仕事」

　涼透先輩のやっている仕事は、ライセンスを持っている海外ブランドの販売だ。

　世界的に有名なブランドの幾つかをうちの会社で販売しているけれど、その統括的なポジションにいるのが涼透先輩だ。

「そんなっ……。私なんて無理よ！」

「無理じゃないと思うよ。この前外で偶然茉莉花に会ったとき、『レオナルド』のサンプルのドレスを着ていて。亜希子さんが選んでくれたんだろう？　あの、商品にならなかった、ちょっと繊細な感じの」

「あー……。あれ、茉莉花のイメージだったから。やっぱり商品化されなかったのね。まぁ、らしくないデザインだったから」

「そうだね。だけどあれを茉莉花に選ぶなんて、すごいセンスだと思った。かなり露出しているし、僕は普段の茉莉花なら絶対に着ないと思ったんだけど、想像以上に似合っていて驚いたよ」

　彼氏も褒めてただろ、と小声で言われて、飲んでいた紅茶にむせそうになる。

「実は扱うブランドの数が増えて、少々僕の手には負えなくなってきている。で、ヨーロッパ支店をもう少し拡大して、現地で打ち合わせや大体の展開を考えるようにしようかと思ってるんだ。だから、亜希子さんにやってもらうのは主に日本での広報活動の具体的な進行だね。もちろん、慣れるまでは僕や篁さんがサポートするよ」

　淡々と説明する涼透先輩。

　根拠はないけれど、なんだか胸騒ぎがする。

「涼透先輩は……。どうするの？」

　私の問いかけに、涼透先輩は少しの間沈黙したあと、薄く微笑みながら言った。

「ゆくゆくはヨーロッパ支店に行くことになるかな。そこで各ブランドとの交渉や、現地の状況を踏まえて経営戦略をする。そうすればかなり効率的だし、現地のトレンドにいち早く反応できる。この規模になれば当然の戦略だと思うよ。日本での展開に関しては、僕よりむしろ亜希子さんの方が詳しいと思うし」

　亜希子さんがつぎ足した紅茶のおかわりを口にしながら、涼透先輩が優しく微笑んだ。

「亜希子さんには経営の才能も、商品を見出す才能もあると思う。それに、那由多と星花のためにも、亜希子さんには会社に入っていてもらいたいんだ。もしも父さんに万が一のことがあったら、僕ひとりではみんなを守り切れないかも知れないしね」

　那由多と星花のため――。

　その言葉に、亜希子さんがはっとした。

「涼透さん、そこまでに私たちのことを――」

「いや、それほど大げさに考えないで。僕ひとりではいずれ行き詰まると思っていたし、何より亜希子さんはファッションのプロだと思うし。実際、モデルとしてもまだまだ活躍できると思うんだ。まぁ、父さんが許せばの話だけどね」

　ちょっと涙ぐんでいる、亜希子さんを優しく見つめる瞳は穏やかで温かい。

　母親は違うけど、血の繋がった兄妹の私たち。そして亜希子さん。

　涼透先輩は、ちゃんと守ろうとしてくれていたんだ。

　その優しさの大きさに、胸がギュッとなる。

　私たち、みんな少しずつ欠けた存在だったけれど……今、涼透先輩のおかげで、ようやく本物の家族になれた気がする。

　それなのに……先輩はどこへ行こうとしているの？

　また私の前から、消えてしまおうとしているの？




　とりあえずお開きになった実家を後にして、私は涼透先輩の車の助手席に座っていた。

　家を出てからひと言も話さない先輩。空気が重い。

「彼を父さんに紹介するのはいつ頃なの？」

　不意に先輩が口を開く。

「蓮水さんはまずパパの予定を聞いてくるようにって。その中で極力調整するって言ってました」

　蓮水さんは相変わらず多忙で、この前喧嘩したままゆっくり話す時間を持てていない。でも、忙しい合間を縫って送ってくれる短いメールには、私のことを気遣う想いが感じられる。

「実は父さんはお前と彼のことには気づいてたみたいだぞ。俺がカマかけてみたら、テレビでの雰囲気でなんとなく分かってたって」

　パパがあの番組を見ていたこと自体、驚きだった。

「あのさぁ、結構、みんな気づいてるんじゃないの？　特にあいつの態度、好きな子をいじめる小学生みたいだし」

　結構分かりやすいよね、と涼透先輩が楽しそうに笑う。

「まぁ、願わくばフリーになってもらって、うちの会社の広報に使いたいだろうけどね、父さんは。彼、そんな人じゃないんだろう？　うまく交渉できるといいね。……降板の件も、たぶんもう撤回されるはずだ。仕事で話した広告代理店の人に、なんとなくあいつのこと愚痴ったら気を回されたみたいで……。そんな誤解をさせたのは俺の落ち度だし、大人げなかったって反省してる」

　涼透先輩の言葉に、心の底からホッとした。

　良かった、やっぱり先輩は、そんな卑怯な人じゃなかった。

「あいつ――蓮水さんには、ちゃんとお前から謝っておいて。本当なら自分で言わなくちゃいけないんだろうけど、機会が無いかも知れないから」

「今、蓮水さんすごく忙しくて……。だけど、涼透先輩の気持ちは、きちんと伝えますから」

　そう言った私の顔にちらりと視線を向けた先輩が、昔のままの優しい微笑みで言った。

「なんだか、茉莉花らしくないね。いつものお前なら、もっと分かりやすく喜ぶと思ったんだけど。……そうだ、お前に渡すものがあったんだった。後ろにある封筒、持って帰って」

　振り向いた後部座席には、分厚いＡ４サイズの封筒が無造作に置かれている。

　不思議に思って中を見ると、そこには様々なジャンルの料理教室の資料が入っている。老舗料理店の一日レッスンから、本格的な料理教室まで。

「涼透先輩、これ……」

「キョウコさんの料理は確かに文句なく素晴らしいけど、料理の仕事をこれからもやっていきたいなら、お前ももう少しきちんと勉強した方がいい。……それに、花嫁修業にもなって一石二鳥なんじゃないか？　興味があったら、篁さんに連絡して。紹介してもらえるよう頼んである」

　先輩の思いやりが心に染みて、思わず涙が溢れてしまう。

「やっぱり、あいつと喧嘩でもした？」

　視線を前方に向けたまま、涼透先輩が苦笑する。

「蓮水さんは悪くないんです。私が……私が、全然ちゃんとできていないから。仕事も、蓮水さんとのことも。蓮水さんは本当にすごい人で、だから私なんかがそばにいていいのかなって。迷惑かけてばっかりだし、……釣り合わないのかもって」

　このあいだから、考えることはそんなことばかりだった。

　私にとって蓮水さんは、安らぎを与えてくれるだけではなく、新しい世界を見せてくれるかけがえのない存在だ。

　だけど、私が蓮水さんに与えられるものはあるのかと考えたとき、本当になにも思いつかなかった。ただのお荷物としか思えない。

「ホントに、お前らしくないね。……まぁそれだけ、真剣ってことか」

　不意に打ち解けた口調になった涼透先輩の言葉とともに、車が駅前に停まった。

「まぁ確かに。お前と蓮水さんは、釣り合いが取れていないといえばそうかも知れないね。彼はマスコミに頻繁に登場する有名人だし、実力も兼ね備えた将来有望なアナウンサーだ。自分の力でのし上がってきた叩き上げの彼と違って、お前はキョウコさんの姪ってだけで、成り行きでテレビに出ているだけだし、キョウコさんほどの料理の腕も無い」

　相変わらず論理的な涼透先輩の言葉。全部本当のことだから、なおさら今は胸に突き刺さる。

「だけど茉莉花には茉莉花にしか無いものがある。お前の料理には、人を癒す力があるんじゃないかな。たぶんそれは、お前が本来持っている無差別な優しさみたいなものだ」

　ゆっくりと視線を向けた涼透先輩が、優しく微笑んだ。

「確かに今のままじゃ彼におんぶに抱っこだね。だからこれからは、彼に追いつけるように頑張ってみたらどうかな？　キョウコさんとは違う料理の先生に、お前はなれるような気がするよ。人の心を癒せる、そんな料理を作る先生に」

　頭をポンポンと撫でながら、涼透先輩の瞳が少し苦しげに歪んだ。

「茉莉花、あの時は乱暴なことをして本当に済まなかった。……どうかしてたんだ。妻に子供ができたことや、不幸な結婚に彼女を巻き込んでしまったこと。そんなことで頭がいっぱいになっているところに、お前と蓮水さんを目の当たりにして……。まだ高校生だったあの頃、感情のままに流されていたらどうなっていたのか、なんて馬鹿なことを考えて」

　少し切なげに笑うと、涼透先輩は清々しい視線を前方に向ける。

「このあと会社に戻らなくちゃいけないんだ。だから今日はここでいい？」

「さっき、ヨーロッパに行くって。あれはいつ頃……」

　そう問いかけた言葉に答えることなく、先輩がドアのロックを解除した。

「休暇には、また日本に帰ってくるんでしょう？」

「さあ……まだ決めてないけど」

「せめて那由多や星花とお見送りに」

「必要ない」

　きっぱりと言い捨てた言葉に、涼透先輩がもう戻らないつもりだと気づく。

「先輩……だって、先輩ひとりでなんて」

　今日感じた、涼透先輩の私たちへの思い。家族としてようやく分かり合えた気がするのに、また新しい場所にひとりで行ってしまう。

「先輩は、大切な家族です。私たち皆にとって……」

　その言葉に、ふっと涼透先輩が微笑んだ。端正な顔立ちが、いっそう引き立つ優しい微笑み。

「双子と亜希子さんのことは、ちゃんと布石を打っておく。お前のことは、あいつ――蓮水さんがいるからもう大丈夫だろ。お前は彼と結婚して、たくさん子供を産んで……きっとものすごく可愛いんだろうな。その頃には、きっと何のわだかまりもなく会える気がするよ。このあいだ会った幸福な母親たちのような、そんなお前に会える日が、きっと」

　視線を落としたまま穏やかに微笑む美しい横顔には、揺るぎない決意が感じられる。

「誰よりも、お前の幸せを祈ってるよ」

　先輩の透明な瞳は、十一月の高い空よりも澄んで見えた。










ついに花嫁合格!?




　暮れも押し迫った、十二月に入ったばかりのある日。

「茉莉花、鰹節を入れたら絶対に鍋から目を離さないで！　だしは沸騰させたらいけないけど、きちんと旨みも出てなきゃダメなの。だから香りが立ってきたらそのタイミングで――」

　キッチンの鍋を睨みながら、キョウコさんの指示に従う。

　和食は、だしが命。

　今までだしについてはキョウコさんのすることを黙って見ていただけだったけど、最近のキョウコさんは毎日ひとつずつ完璧なレシピを私に伝授してくれる。

　だしの香りが立つって、その判断が難しい。ぐらっときたタイミングと火加減を調節して、さっとザルでだしを漉こして……。

「……どう？」

「うーん。前回よりはかなりいいけど、まだ合格点はあげられないわねぇ……」

　案外スパルタなキョウコさんのオッケーは今日も出ない。

　うむむ……。

「茉莉花、今年は年末から家に来たらどう？　蓮水さん、年内いっぱいお仕事でしょう？　私も年末は京都から動けないし、どうせなら一度一緒におせち料理を作っておいてもいいし。あと、この機会に何枚か着物も作りなさい。あなた全然揃えてないでしょう？」

　最近のキョウコさんは料理だけじゃなく、暇を見つけては私に何かと教え込もうとしている。キョウコさんまで……これじゃまるで花嫁修業だ。

　今日のレッスンは野菜の煮物。すべて別々に炊いて素材の味を大切にする、それが京都の藤井の料理だ。小芋は六角に剥いて最初に下茹でしてアクを取る。花形の人参、彩りよくゆでた絹さや。どれもひと手間をかけることで色や形だけでなく、味わいもスッキリと仕上がる。

　でき上がった料理をお昼ご飯に頂く。美味しくて顔を綻ばせる私に、キョウコさんが目を細めて言った。

「それはそうと、亜希子さん、お仕事頑張ってる？」

「うん。最近はオフィスに顔を出すこともあるみたい。あ、だけど双子たちが幼稚園に行ってる間で済むように、涼透先輩が配慮してくれてるんだって」

　涼透先輩の考えどおり、亜希子さんはその手腕を十分に発揮している。

　元来のファッションセンスに加えて、合理的な判断力もあると、涼透先輩に褒められているようだ。この前、家に荷物を届けてくれた篁さんが、そう教えてくれた。

　例の降板騒ぎも無事に収まって、蓮水さんのお仕事も順調そうだ。

　涼透先輩にきちんとお礼が言いたいと思っていたけれど、渡仏を知らされた日以来、先輩には会うどころか連絡すらできないままだった。

「皆が幸せになるように、きちんと考えて出した結論なのね、きっと。大丈夫、また会えるわ。その時には、皆が笑顔でいられるはずよ」

　私の心を見透かすように、キョウコさんの黒目がちな瞳が三日月の形に細められる。

　たったひとりで見知らぬ土地へ行ってしまう涼透先輩。

　本当はとても心配で、今すぐにでもその旅立ちの支度を手伝いたいとすら思う。

　けれど、キョウコさんが言ったとおり、私たちが本当の家族になるためには、もう少し時間が必要だということも分かっていた。

　兄として。妹として。

　これからは時間をかけて、那由多や星花たちと一緒に、お互いを支え合える新たな絆を作っていきたい。

　蓮水さんは相変わらず忙しくて、特に今月に入ってからは、年末年始の特別番組の対応で身動きが取れなくなっている。

　一度収録現場では会ったけれど……私を避けるようにさっさと次の現場に行ってしまった蓮水さんに、それ以上話しかけることは出来なかった。

　もしかしたら、仕事ひとつ満足にできない私に、まだ怒ってるのかもしれない。

　そんな後ろ向きな考えが脳裏をよぎり、堪えきれずに涙が滲んでくる。

　こんな風に、落ち込んだり泣いたり。この前、涼透先輩にも『お前らしくない』なんて言われてしまったけれど、最近の私は本当にうじうじとした女の子だ。

　蓮水さんに出会って、私は好きな人と一緒にいられるハチミツのように甘い幸せを知った。

　私より少し高い体温。

　テレビよりも低い、甘い声。

　閉じ込められる胸はたくましくて、その腕の中で、あの濡れた瞳に見つめられる時間はとても幸せで。

　だけどそれと同時に、ひとりでいる時間がとても寂しくて心細いことも、嫌というほど知った。今みたいに、伝えたいことも伝えられないでいると、なおさらだった。

　涼透先輩と分かり合えたことや、ひとりで旅立ってしまうこと。

　私にとっては大きな出来事だったそれらのことを、本当は蓮水さんに一番に聞いてもらいたかった。

　だけど、そんなことを望む自分は、わがままなのだとも思う。

　蓮水さんは日本中の人が知っている、お茶の間の人気者。

　その肩に想像もできないほどの責任を背負って、毎日カメラの前に立ち続ける蓮水さんの、邪魔になるようなことはしたくない。

　蓮水さんと一緒に仕事をするようになって、その責任感と大きな優しさを知ってから、そう強く思う自分がいるのは本当のことで――。

　だけど――きちんと頭では理解できているはずなのに、蓮水さんを『私ひとりだけのものにしたい』と思う気持ちが、私の心を惑わせる。

　短いメールだけでもいいのに。

　少しだけでも、話を聞いて欲しい。

　どうして私を見てくれないの？

　油断すると、そんな気持ちが溢れて止まらなくなる。

　きっとこんな風に思ってしまうのは、私がまだまだ幼いせいだ。

　涼透先輩が言ってくれたように、これからはもっと努力して、料理の勉強をしていこう。

　いつか蓮水さんと肩を並べて歩けるように。

　だから今は、せめて忙しい蓮水さんに負担をかけないように私も頑張らなくちゃ。




「皆さんこんにちは。蓮水恭一郎です。さて十二月、師走も二週目に入りましたが、各ご家庭、もう年越しの準備はお済みでしょうか。近藤アナは、きっと何にもしてないでしょうね。さすが帰国子女、季節感まったく無しですから、アナタは」

「そんなことないですって。私だってね、年末のお掃除とか、親戚の子供たちにお年玉とか」

「あ～。入社三年目でお昼の番組のメインですからね。さぞかし一族の中では出世頭なんでしょう。そうですかそうですか。羨ましいなぁ。私なんか、『お前アナウンサーになったくせにニュースちっとも読まないな』とか『恭一郎がニュース番組に出るまでは長生きしないとね』とか。まるでイロモノ扱いですよ。こういうところ、男性アナンサーって本当に儚い商売ですよね」

　相変わらずのふたりの掛け合いで始まった生放送。

　今日はキョウコさんのお料理コーナーのある日だけれど、国こく賓ひんクラスのお客様の接待でどうしても京都を出られないキョウコさんの代わりに、なんと私が生放送を担当することになった。

　とはいっても、おせち料理の紹介はもう先週に終わってしまっていて、今週はクリスマスに向けたテーブルアレンジを含めた、簡単な前菜の紹介だ。

　だから本番中火を使うこともなく、盛り付けたり、食器の取り合わせを紹介したり、クリスマスに使いたい和食の店を紹介したりとＶＴＲも多い構成になっていて、それじゃ蓮水さんと私でいいんじゃないかってことになったらしい。

　少し話せるかな、と期待したけれど、今日もやっぱり蓮水さんは私の目を見てはくれなかった。

　楽屋挨拶に行った時だって、『小野田先生、よろしくお願いします』と、いつも以上の他人行儀。

　そんな冷たすぎる態度に、打ちのめされるような気分になる。

　本当は、少しでもいいから笑顔を見たかったのに。

　今日は涼透先輩がパリに出発する日だ。

　せめてお見送りに行きたかったけれど、私だけでは無く、篁さんの見送りすらいらないと言い張った涼透先輩は、ちょうど番組が終わった頃の便でパリに発つ。

　心の奥底に巣食っていた、成就しない恋。

　それは長いあいだ、私たちを過去に縛りつけていたけれど、今、ようやく解放されて、歩き出せるのだと思った。

　そう思えるようになったのも、蓮水さんと出会って恋をしたからだ。

　たくさん話したいことがあるのに……必要以上に私を避ける蓮水さんに、戸惑いと、不安と寂しさとで、ごちゃまぜになった心がざわざわ揺れ動き、乱れる。

　どうして？　確かに先月、私のミスが原因で喧嘩になってしまった。気まずい雰囲気で別れて、それから蓮水さんが身動きできないほど忙しくなってしまったから、きちんと話をすることもできないでいる。

　だけどその後、実家に挨拶に来てくれるって……。パパの予定を確認して欲しいとメールをくれたのだ。とても短いメールだったけれど、その文面からは蓮水さんの優しさが感じられて、嬉しくて。

　けれどそこで――紛れもない事実に気づいて、はっとする。

　それ以降、蓮水さんからの連絡は何も無かった。……短いメールですらも。

　もしかして……蓮水さん、私のことが嫌になったんじゃ……。

　不意に浮かんだ不吉な考え。そんなはずないと打ち消してみるものの、まったくゼロではない可能性に身体中が冷たくなる。

　よくよく考えてみれば、大体、蓮水さんほどの人が私を相手にするなんて不自然なことだ。蓮水さんを取り巻く華やかな世界。私なんて足元にも及ばない、美しく聡明な女性は星の数ほどいる。

　――少し離れている間に、自分に相応しいのは私じゃないと気づいたとしたら？　もしそうだとしたら、こんな風に私を避ける態度も頷ける。

　ドクンっと心臓が大きく鳴り響き、急に暗闇に迷い込んだような、立ちくらみに似た感覚が襲う。

　そして容赦なく脳裏をよぎる、鮮やかな笑顔。

　今、散々宣伝している、新年から始まる開局何十周年かのスペシャルドラマ。何かと話題になっているこのドラマに、星野さんが主演することは日本中の人が知っている。何日か前、蓮水さんがインタビューをしているのを見たところだ。その時のふたりは、なんだかとても親密で……お似合い、としか言いようが無かった。

　蓮水さんと喧嘩した時、星野さんから連絡があったことを思い出す。

　蓮水さん、まさか星野さんと……。

　押し寄せてくる暗い気持ち。不安と疑惑の暗雲は、どれだけはねのけようとしても一瞬で心と頭を埋め尽くしていく。

　こんな状態で生放送なんて……。

　蓮水さんはきっと、何ごとも無かったように料理コーナーを進めるだろう。

　これはお仕事。ちゃんとやらなくちゃ、と心を奮い立たせる反面、私の心は苦しさに悲鳴をあげていた。




　ついに出番がやってきて、ＶＴＲに切り替わったタイミングでキッチンに入った。

　ＶＴＲ明けに続けてＣＭが入るから、ちょっとだけ時間に余裕がある。

　そのあいだに段取りの最終確認をしていたら、蓮水さんがやってきた。

　お互いをひと目見るなり目が点になる。

「あ……」

「くそ……あいつら……」

　今日は珍しく、衣装にエプロンを用意してもらっていた。

　蓮水さんは私と色違いのものをつけている。

　とても可愛らしいデザインのそれはお揃いで、蓮水さんはブルー、私はピンク。

　これじゃあまるで新婚さんみたい。……しかも、ちょっとバカップルっぽい。

　瞬時に皆のいたずらだと気づき、蓮水さんの顔がみるみる仁王様のようになる。

　周囲のスタッフをすごい目で威嚇する蓮水さん。スタッフが笑いを噛み殺している。

　その少し和んだ雰囲気に、思い切って蓮水さんに話しかけた。

「蓮水さん、あの……」

「今日はＶＴＲを流すからそんなにトークも必要ないし、小野田先生はリハどおりに進めてもらえれば問題ないですから」

　遮るように事務的に返し、あくまでも私の目を見ない蓮水さん。拒絶感すらあるようなその態度に、散々打ち消してきた悪い予感が真実に思えてならなくなる。

　蓮水さんは、私のことなんて、もう……。

　絶望感にも似た気持ちが、感覚すら麻痺させていく。

　こんな気持ちのまま……ちゃんと私は、笑えるだろうか。

　チラリと視線を移すと、カメラでこちらを捉えたカイトくんが、心配そうな顔で見つめている。

　いつもと違う緊張感を漂わせているのは、蓮水さんも同じだった。

　その隠し切れない苦しげな表情が、さらに私の不安を煽る。

「小野田先生も、しっかりしてくださいよ。いつものように、撮り直し利かないですから」

　蓮水さんの軽口に、いつものように言い返さないと。だけど言葉が上手く出てこない。

「ちゃんと目を覚ましてくださいよ。ほんとに……あなたは、何も分かってないですね」

　何も分かっていない、そう言った蓮水さんの視線が私を捉えた瞬間、久しぶりに見るその瞳から目が離せなくなる。

「お前は何も分かっていない、俺の気持ちも、自分の気持ちも」

　え？

　不意に蓮水さんのぞんざいな口調が、耳元で聞こえる。

「……行きたいなら行けよ。涼透くんがパリに発つんだろ？　そんなに動揺して……自分の気持ちに正直になればいい」

　蓮水さんの言葉に耳を疑った。

　なに……言ってるの？

　自分の気持ちに正直にって、どういう意味？

　問いかけるように見つめ返しても、蓮水さんはその表情を崩さないまま、カメラだけを見つめている。

　瞬きを忘れた目が蓮水さんに釘付けになった。

　どうしてそんなこと言うの？　私がどれだけ蓮水さんを……。

　それとも、もう私なんていらなくなった？

　目の表面に、うっすらと涙の膜が張る。

　そんな私を視界に入れることもなく、蓮水さんは『アナウンサー蓮水恭一郎』になる。

　スタジオには、ＣＭ明け五秒前のコールが響いている。

　五、四、三、二、一……




　スタジオにオンエアのランプが灯り、カイトくんのカメラに、私たちふたりが映された。

　ディレクターの合図に、蓮水さんが何かを言おうとした、その瞬間だった。

　取り繕う暇もなく、私の目からバラバラと涙が流れ落ちた。

　溢れ出した感情でいっぱいになってしまった心が、堰せきを切ったように弾ける。

　まるで膨らみ過ぎた風船が、弾けてしまったように。

　言葉を失った蓮水さんの瞳が、大きく見開かれていく。

「……蓮水さんのバカ!!　どうして……」

　空気が止まったかのようなスタジオ。

　顔面から血の気が消え失せたディレクターが目に入る。

　でも、もう止まらなかった。――止められなかった。

「涼透先輩のことは、ちゃんともう解決して……っ。だから何度も話そうとしたのに、話すら……聞いてくれなくて……っ」

「茉莉花っ」

　はっとした蓮水さんが私の腕を掴む。反射的に振りほどこうとしたけれど、その力の強さにびくともしない。

　騒然とするスタジオ。

　慌ただしくスタッフが動き回り、蓮水さんと私からカメラが切り替えられたのか、キャスターの席にひとりで座った近藤さんが、お笑い芸人さんと何かをやっているのが見える。

　そんな周囲にお構いなしに、私の身体を強い力で離そうとしない蓮水さん。

　私は捕まえられる寸前の動物みたいに、渾身の力を振り絞って暴れた。蓮水さんの胸や肩を叩いて必死に抗う。

「蓮水さんこそ……もう私のことなんて……っ。や、やっぱり……っ……。ほ、星野さんっ……とっ……」

「星野さん？　一体、何のことだ!?」

「やっ……っ!!　蓮水さんなんて……っ……うぅ……」

　泣きながら全力で抵抗する。

　蓮水さんはいつだってそうだ。強引で、自分勝手で、力づくで。

　だけど、そんな蓮水さんが、誰よりも大切で。悔しくて、切なくて、愛しくて。

　いつだって私は、蓮水さんの一挙一動で、こんなにも乱されてしまう。

「あぁ、もう!!」

　テレビに映る顔じゃ無くなった蓮水さんが、苛立ったように肩を掴んで引き寄せた。そして強い視線が、私だけに注がれる。

　余計な音が、視界が消えて、世界中に蓮水さんとふたりきりになったような錯覚に包み込まれる。

　私を見つめる目が苦しげに歪み――もういいと言う蓮水さんの声が、聞こえた。

「涼透くんがパリに行くって聞いて……お前が迷ってると思ったから。もし迷ってるなら……ちゃんとけじめをつけた方がいいと思った。心に後悔を抱えたまま何年も辛い思いをするのは、俺だけでいい。だけど、本当はすごく怖くて……お前を、失うのが」

　途切れがちな言葉。苦しげに言葉を吐き出す蓮水さん。

　失うって私を？　涼透先輩のことで迷ってるって思ってたの？　だからこんなに、私を避けてたの？　じゃあ星野さんは？

「迷ってなんか……だって蓮水さんを……蓮水さんだけをす、好き……なのに……どうして……」

　切なげな目をした蓮水さんが、私の肩に掛けた指の力を強めた。蓮水さんが愛しい。それと同時に、誰にも渡したくないと強く思う。無理でも、身のほど知らずでも。

「すごくっ……分かりにくいけど……蓮水さんの優しさに包まれてるって……ちゃんと分かって……だけど……やっぱり蓮水さんっ……星野さんと……お似合いで……でも、そんなの、やっ……っ」

「何のことを言ってるのか知らないが、星野さんとは仕事以外では会っていない。……どうしてそんな……」

「私なんかじゃっ……蓮水さんに釣り合わない……だけど……離れたくない……好きだから……だから頑張って……料理の勉強もして……っ」

　涙で途切れながら必死に紡ぐ言葉は、大きく見開かれた目に見守られて、大切な人の心の中に溶け込んでいく。

　少し困った顔で、微笑む蓮水さんの心の中に。

「もう分かったから……だから、ごめん」

　そっと身体を引き寄せられて、強く掴まれていた手から解放される。

　触れていた手が離れて一瞬心細く思ったのは束の間のこと、気づいた時には蓮水さんに、身体ごと抱きしめられていた。

「本当に俺でいいんだな？　……って、もう絶対離してやらないけど」

「……蓮水さんじゃなきゃ……イヤ……」

　スーツの胸に顔を埋めながら呟くと、そっと身体を離した蓮水さんが、私の顔を上に向けて悪戯っぽく笑った。

「知らないぞ。こんなことやらかして、もう取り返しがつかない。一生、運命共同体だ」

「は、蓮水さんだってっ!!　もう美人の女優さんとか、絶対ダメなんだからっ」

　泣きながらわめいた頬を包まれて、見たことのない極上の微笑みを向けられる。

　もともとハンサムな蓮水さんだけど、こんな風に笑いかけられたらきっと、日本中の女の人が蓮水さんを好きになってしまうに違いない。

　ダメ!!　こんなの絶対誰にも見せられない!!

　あふれ出した気持ちでぐちゃぐちゃになってしまった頭の中が、蓮水さんの笑顔でいっぱいになって、それでまた涙が止まらなくなった。

　――まったく、あなたって人は、しょうがないですね――。

　あの日の蓮水さんを思い出す。

　第一印象は最悪で、だからあんな風に助けてもらえるなんて思って無かったけど、きっとあの時から動いていたんだ。

　運命はちゃんと、巡り会うべき人のところへ。

　蓮水さんのことをもっと知りたい。

　子供の頃の夢はなんだったの？

　好きだった遊びや大切にしていた宝物はなに？

　それから私のことだって。

　どんな花が好きかとか、お気に入りの場所の夕焼けがどんなに綺麗かを、蓮水さんに教えてあげたい。

　溢れる涙で言葉にならなくて、ただ蓮水さんを見つめると、困ったように微笑んだ瞳がじっと私を覗き込む。

「一生、茉莉花だけだよ」

　そう囁いた唇は、伝えたがる言葉を遮るように、そっと私のそれに重なった。




　それからどうなったかというと、事態は想像以上に大変なことで――。

　結論から言うと私と蓮水さんのやりとりの一部始終は、音声映像ともにすべて拾われて、プロデューサーの総合判断のもと、全国ネットでお茶の間に放送されていた。

　よく考えたら、蓮水さんも私もピンマイクは胸につけたままだし、カイトくんのカメラは私と蓮水さんの一部始終をずっとズームで撮っていたし、となるとあの時あの場所で繰り広げられた私たちのやりとりのすべては、番組関係者全員の目と耳に入っていたということになる。

　いや、正確には全国各地のお茶の間に放送されてしまっていたのだ。

　それだけでも消えてなくなりたいくらい恥ずかしいのに、最後にキ……キスまでしちゃって……。

　だけどその辺りは、プロデューサー判断でちゃんと遠目のカメラに切り替えられていたから大丈夫よ、とあとで亜希子さんが嬉しそうに話してくれたけど、そういう問題じゃない気がする。




　近藤さんとゲスト芸人さんの頑張りで、何とかエンディングを迎えた放送終了後、厳しい顔で迎えにきたテレビ局の偉い人たちに、蓮水さんは社長室に連れていかれてしまった。

　最後までシャツを握って離さない私に「大丈夫だから、待ってて」と言い残していった蓮水さん。

　私の方は気づいた時には控え室に座っていたけれど、どうやって戻ったのかは正直覚えていない。

　我に返ったのは、スマホの着信音、ショパンのノクターンが聴こえた時だった。




　液晶を耳に当てた途端、笑いを含んだ甘い声が聞こえる。

『なに、あれ』

　呆れたように呟いたあと、ため息まじりに笑った長年の王子様は、相変わらずの優雅さだ。

『俺、ちゃんと身を引いてけじめをつけたのに、さらなる追い討ちをかけられて傷心なんだけど』

「ごめんなさい」

『謝らなくていい。怒ってるわけじゃなくて、むしろその逆だから。……あいつ、案外バカだったんだな。でも、それくらいの方がいい』

　控え室の壁にかけられた時計に目を向けると、教えられていた離陸時間が迫っている。

「涼透先輩、飛行機……」

『うん。もう行かないと。だけどお前がなかなか電話に出ないから。行く前に、どうしても話したかったんだ』

　国際線の搭乗口で、ひとり目を伏せて微笑む涼透先輩が目に浮かぶ。

『あーあ、俺も恋人が欲しくなったな。向こうで金髪の女の子でも探そうか。あ、知らないかもしれないけど、俺、結構モテるよ。だからよりどりみどり』

　思わず溢れた微笑みと涙。悲しいからじゃなくて、嬉しいから流れた涙は温かい。

『もしかしたらお前のお義姉さんになる人は、日本人じゃないかもね。それにもしかしたら年下かも』

　冗談とも真剣とも取れる涼透先輩の口調に、今度は笑顔だけが溢れる。涼透先輩の隣に美しいパリジェンヌ。お似合い過ぎる。

「大丈夫。私、優しい小姑になるから」

　クスリと優しい笑い声が聞こえたと思ったら、じゃ、彼によろしくね、と言って通話が切れた。

　そのあとには、相変わらず優しい余韻が残る。

　もしかしたら私たちが惹かれ合ったのは兄妹だから――血が繋がっていたからだったのかも知れない。

　どうしようもなく切ない私たちの物語は終わったけれど、家族としての優しいお話は、きっとこれから始まるね。




　私と蓮水さんの出来事は、放送事故!?とか、演出!?とかインターネットでもしばらく盛り上がりを見せて、結構大きな事件としてお茶の間の話題に上ることになったけれど、それも一瞬のこと。

　結局はすごい視聴率を取ったということで、蓮水さんは始末書を書くだけの処分で済んだ。

　改めてこの業界の不思議さを思う。それと、視聴率ってやっぱり大事なんだ……。




　蓮水さんと一緒に実家を訪れたのはそれから間もなくのことだった。

　本当は、時間を作るなんてできないスケジュールだったようだけれど、『人生を左右するような大切なことだから』と無理やり休みをもらったらしい。

　久々に家族が揃うことになった実家。涼透先輩が来られなかったのがとても残念だ。

「初めまして。蓮水恭一郎です」

　リビングで対面したパパと、番組のオープニングみたいな挨拶をする蓮水さん。

　そしてやっぱり、名刺交換。

　亜希子さんが用意してくれた、洋風の料理が並ぶ食卓に、那由多や星花も一緒に和やかなひと時を過ごす。

「そうか、ご両親は弁護士なのか」

「ええ。残念ながら私が高校生の時に離婚しましたけど。兄弟はいないので、私ひとり、母に引き取られました」

「お母さんは今どちらに？」

「再婚して神こう戸べにいます。新しいパートナーと弁護士事務所を開いてますよ。父も再婚して東京にいます。父とはあまり会ってないですね」

「それなら、うちに入ってもらっても問題無いのか」

「それが結婚の条件なら、飲むしかないですね」

　冗談めかして笑い、ソツなく会話を進める蓮水さん。そのテンポの良さに、まどろっこしいのが苦手なパパはご機嫌な様子だ。

　ひととおり食事が終わると、パパと蓮水さんがテラスに出た。

　今度はワイングラスを傾けながら、政治やテレビ業界のことなど話に花が咲いている。

　気難しいパパの機嫌がとても良くて、その横で相槌を打ちながら会話を進める蓮水さん。大人の男の人だ、と感じる。

　デザートのフルーツを運びながら、私も蓮水さんの隣に座った。亜希子さんは那由多たちをお風呂に入れている。

「それじゃ、ふたりとも将来のことは真剣に考えているんだね？」

　私に目を向けたパパの目をまっすぐに見つめた。こんな風に親子で向き合ったのは、いつ以来だろう。

「蓮水さんと一緒にいてもらって、とても安心していられるの」

　私の答えにパパが笑った。こんな嬉しそうな笑顔を、久しぶりに見た気がする。

「仕事柄、何かと不都合もあるかと思いますが、茉莉花さんのことは全力で、どんなことからも守るつもりでいます」

　パパの目を見てはっきり告げたあと、蓮水さんが優しく微笑みかけてくれる。嬉しくて……思わず涙がこぼれた。

「そうかそうか。細かいことはいい。……茉莉花、良かったな。きっと桜子も喜んでる」

「パパ……」

　散々脅されていたから、蓮水さんの仕事のことまで注文が及ぶのかと思いきや、意外にゆるゆるのパパの態度。

　聞けば、涼透先輩が蓮水さんのことを随分弁護していてくれたらしい。

　てっきり無理難題を突き付けられると思っていたから少しホッとしたけれど、その分蓮水さんはパパに付き合わされて、ワインをしたたかに飲まされた。

　那由多たちを寝かし付けた亜希子さんもテーブルに加わって、皆お酒に強い方だから、いつの間にかボトルは四、五本空いている。

「透さん、もうそろそろダメよ。蓮水さんもお仕事がおありだろうし、今日はこのくらいにしたら」

　すっかり酔っ払って寝室へ促されたパパが、立ち上がって蓮水さんに向き直った。

「蓮水くん、本当に細かいことはいいんだ。ただ、茉莉花のことだけは頼む。……こう見えて、頑固で難しい娘だけどな。そういうところは亡くなった母親似なんだ」

「頑ななところも、頼りないところも、かと思えば驚くほど強いところも。全部丸ごと大切だと思っています」

　蓮水さんの言葉に、パパも亜希子さんも思わず笑顔になる。

「……ありがとう」

　満ち足りた笑顔。物心がついてから、こんな笑顔を見たのは初めてのことだった。




　実家からの帰り道、タクシーの中で蓮水さんがポツリと呟く。

「さっきお父さんに聞いたんだけど、俺のこと、涼透くんがかなり擁護してくれたらしい。茉莉花の料理の勉強のこととか、俺とのこととか。かなりお世話になってるから……一度会ってお礼を言わないとな」

　そう言って目を閉じた蓮水さん。

　眠ったの？

　そっと手を重ねると、大きな手が私のそれを包み込む。

　きっと会えるよ、みんなで。

　次に会うときは、私たち家族だね。




　生放送中の例の事件で、一時は降板も検討された蓮水さんだけど、結局クリスマス、年末と特番の生放送を次々とこなして、やっと家に帰ってこられたのは暮れも押し迫った大晦日のことだった。

　私の方は結局キョウコさんのところにも行かず、年末は蓮水さんのマンションでゆっくり過ごした。

　部屋の掃除をしたりお正月の準備をしたりしていたら、年の瀬はあっという間に過ぎてしまったけれど、相変わらず蓮水さんは忙しくて、ゆっくり会える時間は皆無といっても良かった。

　だから久しぶりにリビングのソファに座っている蓮水さんを、なんだか嬉しいような照れくさいような気持ちで、若干持て余してしまう。

　蓮水さんの方も、ちょっと不貞腐れた子供みたいに、そっけない態度。

「あの、お風呂に入りますか？　それとも、お腹空いてます？」

　挙動不審にバタバタする私に視線を投げかけながら、ちょっと不機嫌そうな蓮水さんが、面倒くさそうにネクタイを緩める。

「それとも私にしますかって言わないの？」

「へ？」

　蓮水さんが何を言っているのか分からなくて一瞬ぼうっとしたものの、改めてその意味にいきあたり、ボッと顔が熱くなる。

「な、何言ってるんですか!?　そんなこと言うわけないじゃないですかっ」

　第一、今日は大晦日なのだ。これから紅白に分かれて行われる芸能人の歌合戦を見たり、年越しそばを食べたりするために、ちゃんと準備はしてあった。

「……いいから、こっちに来い」

　有無を言わさない口調ですごまれて、おずおずと隣に座る。

　とその途端、引き寄せられ胸に閉じ込められてしまう。

　最初はふんわりと包まれて、次にぎゅうっと力を込める、狂おしいような抱擁。

　会えなかった日々がそれだけで優しく埋められていくように、甘い気持ちが身体中に広がる。

「……会いたかった。こうして茉莉花を腕に抱くことだけを夢見て仕事してた」

　蓮水さんの言葉に、胸が締め付けられる。

　私だってそうだ。

　こうやって、蓮水さんの腕に抱かれたいって、もうずっと思ってて……。

　幸せで甘い感覚に浸っていたら、耳元で蓮水さんのブツブツ言う声が聞こえてくる。

「ペナルティだなんだって、なんでもかんでも振りやがって。ったく、あいつら、いつかひどい目に遭わせてやる。それに涼透くんだって、降板騒ぎのお詫びだなんだって、余計な仕事をまた増やして……。ご指名はありがたいけど、絶対、俺を茉莉花のところに帰さないための嫌がらせだ」

　確かに、パリの涼透先輩と話した時、『彼、忙し過ぎて、茉莉花のところに帰ってこれないだろう？』なんて、とても嬉しそうに話していたけれど……。そのことは蓮水さんには言わないでおく。

「本当にお疲れ様でした。それに、ごめんなさい。あの時は、ご迷惑をおかけして」

　いくら始末書だけで済んだとはいえ、本番でのあの失態がどれほど蓮水さんのキャリアを傷つけたのか。

　そのことを考えると、また泣いてしまいそうになる。

「ん？　そんなこと心配してたのか。いや……大丈夫だと思う。あれから社長と何度か話して、ちゃんと自分の希望は伝えたから。それより辞められる方が困るみたいで、だから俺一生サラリーマンだけど、それでもいい？」

「蓮水さんがやりたいお仕事をできるなら、私は何でも……。それより、こんなに忙しいと身体の方が心配――」

　言いかけた言葉は、不意に仕掛けられたキスで遮られる。何度か唇を合わせるうちに夢中になって……息苦しさに胸を押すと、ようやく解放される。

「身体の方は大丈夫だ。おかげ様で」

　そう言いながら私を抱き上げると、蓮水さんはそのまま寝室のドアへ向かう。

「え？　あの？　蓮水さん、まずはお風呂かお食事……」

「だから……分かってないな、茉莉花は。『お風呂？　ご飯？　それとも、わ・た・し』ってヤツ、あれって裸にエプロンと同じで、男の夢なんだから」

「はぁ!?」

　ジタバタ暴れる私をそのままベッドに下ろすと、今度はちょっと真剣な顔で、真上から見下ろされる。

「すごく頑張ったんだから……早くお前で満たして」

　ちょっと拗ねたような顔をされて、見下ろされて。

　この人は自分がどれほど魅力的で色っぽいのか、分かってやってるんだろうか？

　こんな風にされるだけで、もう勝ち目が無いような気分になる。




　年が明けて、元旦。

「蓮水さんっ！　もう少しゆっくり歩いてください！」

　歩幅の大きな蓮水さんについていくのがやっとで、さっきからもう息が切れている。

　遊びに行く約束をしていた、実家に行くために家を出た私たち。

　きっとパパに飲まされてしまうだろうと考えて、今日は電車での移動だ。

「お前が歩くのが遅すぎるんだ！」

　蓮水さんは息を切らしながら小走りでついていく私を、冷たく振り返る。

「そういうことじゃなくて、身長が違うんだから、歩幅が違うの当たり前です！　もっとゆっくり歩いてくれなくちゃ……あっ！」

　駅までの抜け道にと通った公園の遊歩道。

　昨夜から降った雪がうっすら積もり、誰も足跡をつけていない場所を選んで歩いていた私は、つるりと足を滑らせる。

「わっ！」

「こら、危ない！」

　慌てて腕を掴んだ蓮水さんに、すんでのところで支えられて、何とか転倒はまぬがれた。

「本当に、どうしてお前は、そんなに注意力散漫なんだ」

　心底呆れたようにため息をついた蓮水さんが、手を差し伸べてくれる。

　大きな手で包まれた私の左手。

「……冷たい手だな」

「あ……手袋を忘れてしまって。ごめんなさい。蓮水さんの手が冷たくなっちゃう」

　慌てて引っ込めようとした手を、蓮水さんがコートのポケットの中に強引に突っ込んだ。

「ふふ、あったかい」

「……」

　少し無口になった蓮水さんが、歩幅を縮めてゆっくり歩く。

　今朝、眩しい朝日の中で目覚めた時、真っ先に視界に入ったのは蓮水さんの優しい顔だった。

　昨夜はあれからベッドで触れ合って、少し眠って、そしてまた……。

　せっかく用意していた年越しそばも、歌合戦も、全部無しになってしまったけれど、蓮水さんの優しくて温かな胸の中で、ずっと抱きしめられて過ごした時間はとても久しぶりで、幸せで。

　短いお正月休みが終われば、また忙しい毎日が始まるけれど、せめて今だけは私だけの蓮水さんでいて欲しい、なんて、ちょっとわがままなことを考えている自分がいる。

　そんなことを考えていたら、ふと見上げた空からひとひら、ふわりと舞い落ちる大きな結晶が目に入る。

「あ、また降ってきた！」

　薄い灰色に染まった空から、後から後から降ってくる雪の結晶。ふわりと目の前を落ちていく時、その幾何学模様の形がはっきり見えて、私は興奮する。

「見て！　雪の形が見えて、すごく綺麗！」

　ホントだな、と言いながら、全然見ていない蓮水さんを不思議に思って立ち止まると、繋がれた左手が不意に両手で包まれる。

　そして一瞬で離れたら、私を置いてまた歩みを速めた。

「もう、蓮水さんたら、待って……」

　追いかけようとした瞬間、左手の違和感に気づいて立ち止まった。

　そして、薬指のそれに気づいて息を飲む。

　可憐なきらめきを放つ輝きはダイヤモンドだ。

　端正に仕立て上げられた、プリンセスカット。

　これは。

　いわゆる……。

　かなり距離を開けた背中に向かって、夢中で駆け寄った。

「こら、そんなに走るとまた転ぶ……」

　振り返った蓮水さんが少しとがめるように言ったけれど、それは口先だけだとすぐ分かる、とても優しい瞳をしている。

　駆け寄って、首に抱きついて。

　同時に抱き上げられて、くるんと一周回ったら、そのままそっと地面に降ろされる。

「あのっ……こ、これっ……」

「お前、これの意味、ちゃんと分かってる？」

「蓮水さんこそ分かってますか？」

　涙が溢れて、止まらなくて。そんな私を、ちょっと眩しそうに見つめる最愛のひと。

「……花嫁修業のご褒美だ」

　こんなやり方、やっぱりずるい。

　だって、あんまり嬉しくて涙が止まらなくなってしまう。

「どうして泣く？　これが気に入らないとか？　こういうのが流行りだって、聞いたんだけどな」

　両手で頬を包んで涙を拭う蓮水さんが、ちょっと慌てたように私を覗き込む。その広くて温かな胸に、ぎゅっとしがみついた。

　――この人と、ずっと一緒にいたい。

　蓮水さんのコートの肩に舞い落ちた、ひと際大きな雪の結晶を見つめながら、私はそんなことを考えていた。
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あとがき




　はじめまして。有坂芽流と申します。

　たくさんの本の中から、この作品を手に取って頂き、本当にありがとうございます！

「エブリスタ恋愛小説賞」で、まさかのベリーズ文庫大賞を受賞し、作品を出版して頂くという幸運を得た私。

　最初に連絡を頂いた時は、驚きのあまりスマホを落としてしまうという、絵に書いたような反応をしてしまいました。人間、驚くと本当にコントのようなことをしてしまうのですね。




　私がサイトで公開していた元の作品は、この本の世界とは違う物語でした。今回、ベリーズ文庫として書籍化して頂くにあたり、いかにベリーズ文庫らしくするか!?　というところで考えて考えて……そして生まれ変わったのがこの物語。

　私の抱くベリーズ文庫のイメージは、甘くて、ふわふわしていて、そして胸キュン。元々のお話は、登場人物たちが悶え苦しむシリアスな愛のお話でしたが、書籍版では、ベリーズ文庫らしく、甘々な茉莉花と蓮水さんの恋の物語に生まれ変わったと思います。

　物語の世界観はそのままで、結末の違うストーリー。乙女ゲーム風に言うなれば、『蓮水ルートスペシャルハッピーエンド』といったところでしょうか。この本で初めて読んで頂いた方はもちろん、サイトで読んで頂いていた方にも、きっと楽しんで頂ける内容になったと思っています。




　最後になりましたが、大賞受賞という幸運を与えて下さった、ベリーズ文庫編集部とエブリスタ編集部の皆様。私のわがままを聞いて頂き、編集作業の道しるべとなって下さったベリーズ文庫担当編集の森上様。イメージどおりのラブラブなふたりを描いて下さったｃｏｍａ様。貴重なアドバイスを下さったエブリスタの川崎様。拙い私を励まし、応援して下さった方々。

　そして、茉莉花と蓮水さんの物語を読んで下さった、全ての読者様に。

　感謝の気持ちでいっぱいです。本当に本当に、ありがとうございました!!





有あり坂さか芽め流る









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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